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１章 準備 
   
 
１． 開発セットの内容 
 
 ＺＢＫボード（ＺＢ２０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋ）のプログラム開発を行うにはＤＯＳ／Ｖパソコンと接続する必要が

あります。開発セットはそのためのものです。 
［注記］ＺＢＫ開発セット単独では使用できません。ＺＢ２０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋのいずれかと組み合わせて使

用します。 
 
 ＺＢＫボードをＤＯＳ／Ｖパソコンに接続するには、ＵＳＢ接続とプリンタポート接続の２通りの接続方法があり、

開発セットにはどちらの方法でも接続できるよう必要なボード、説明書が付属しています。 
以下がセットの内容です。ＵはＵＳＢ用、Ｐはプリンタポート用、＆は両方で使うものです。 
 
 ＤＯＳ／Ｖ接続用プリンタコネクタ基板（Ｐ）（プリンタケーブルはセットには含まれていません） 
 プリンタ基板接続用１０ｐフラットケーブル（Ｐ） 
 ＵＳＢ接続ケーブル（Ｕ） 
 ＺＢＫボード接続用フラットケーブル２６ｐ（Ｕ） 
 ＵＳＢ／ＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲ基板（＆） 
 ＢＳ６２ＬＶ１０２７（ＲＡＭ６２８１２８互換）（＆） 
 ２７Ｃ１００１（未使用品。ＲＯＭ２７Ｃ０１０互換）（＆） 
 フロッピーディスク（システムプログラム、ＳＢＡＳＩＣコンパイラ、Ｚ８０クロスアセンブラ、逆アセンブラ）（Ｐ） 
 ＣＤＲＯＭ（ＵＳＢドライバ、システムプログラム、ＳＢＡＳＩＣコンパイラ、Ｚ８０クロスアセンブラ、逆アセンブラ）

（Ｕ） 
 ＺＢＫ開発セット操作説明書（本書）（＆） 
 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ操作説明書（＆） 
 ＺＢＫボードハードウェア説明書（＆） 
 ＳＢＡＳＩＣ説明書（＆） 
 Ｚ８０命令説明書（＆） 
 
２． 用意するもの 
 
①ＤＯＳ／Ｖパソコン。 

プリンタポート接続ではＭＳＤＯＳ、Ｗｉｎｄｏｗｓ３．１、９５、９８、９８ＳＥ、Ｍｅ）のいずれかのＯＳが必要です。Ｗ

ｉｎｄｏｗｓＮＴ、２０００、ＸＰは使用できません。ＰＣ９８シリーズには接続できません。 
ＵＳＢ接続ではＷｉｎｄｏｗｓ９８、９８ＳＥ、Ｍｅ、２０００、ＸＰのいずれかのＯＳが必要です。ＷｉｎｄｏｗｓＮＴは使用

できません。ＰＣ９８シリーズには接続できません。 
②プリンタ接続ではプリンタケーブル（ＤＯＳ／Ｖとプリンタを接続する汎用ケーブル）が必要です。 
 ＵＳＢ接続の場合には接続ケーブルはセットに含まれています。 
③＋５Ｖ１Ａ程度以上の安定化電源（ＡＣアダプタは使用できません） 
［注意（重要）］ 
 可変出力型の電源は絶対に使用しないでください。５Ｖに合わせていても、電源ＯＮ時に高いサージ電圧が発

生するらしく、ＩＣが破損する事故がおきています。 
 
３． システムプログラムの準備 
 
 付属のＣＤＲＯＭまたはフロッピィディスクからＺＢＫボードのプログラム開発に必要なプログラムをハードディ

スクにコピーします。接続方法（ＵＳＢかプリンタポートか）やＯＳによって準備の方法が異なります。 
 
（Ａ）ＵＳＢ接続の場合 
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 付属のＣＤＲＯＭをＣＤＲＯＭドライブにセットします。ＣＤＲＯＭのドライブ番号はパソコンのハードウェア構成

によって異なりますが、以下の説明ではＤドライブにＣＤＲＯＭが割り当てられているものとします。 
 同じＵＳＢ接続でもＯＳがＷｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、Ｍｅの場合とＷｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合では設定

の仕方が少しずつ違います。 
 付属ＣＤＲＯＭには以下の２つのフォルダがあります。 
  ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ   
  ｚｂｋ 
 ここでは「ｚｂｋ」フォルダをＣドライブにコピーします。以下の説明で「クリックする」とは「マウスの左ボタンをクリ

ックする」、「ダブルクリック」とは「マウスの左ボタンをダブルクリック（２回続けてクリック）する」、「右クリック」と

は「マウスの右ボタンをクリックする」の意味です。Ｗｉｎｄｏｗｓの標準的なマウスの使い方ですが、これと異なる

マウス操作の設定をしている人はそれぞれの機能に従って読み替えて操作してください。 
 
（ア）Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、Ｍｅの場合 

「ＺＢＫ」フォルダをＣドライブ（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法でコピ

ーしてください。 
操作例：「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き、「ＺＢＫ」フォルダを右クリックしてメ

ニューを開き、「コピー」をクリックします。次にマイコンピュータをダブルクリックして開きＣドライブを右クリックし

てメニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 
 Ｃドライブを開いてＺＢＫフォルダができたことを確認してください。 
 次にＤＯＳプロンプトをすぐに使えるようにします。ＺＢＫシステムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違い、ＤＯ

Ｓプロンプト（ＤＯＳ窓）で使います。 
 「スタート」→「プログラム」→「ＭＳＤＯＳプロンプト」の順にマウスで選択し、「ＭＳＤＯＳプロンプト」を右クリック

します。メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。次にデスクトップ（起動後のマイコンピュータなど

のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンなどがない地の部分にマウスを持っていって、そこで右ク

リックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 
 デスクトップに「ＭＳＤＯＳプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 
 デスクトップにできたアイコンをマウスで右クリックします。メニューの中の「プロパティ」をクリックします。「ＭＳ

ＤＯＳプロンプトのプロパティ」の「プログラム」タブをクリックします。「作業ディレクトリ」を書き換えます。初期状

態では「Ｃ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ」になっているはずです。ここを「Ｃ：￥ＺＢＫ」に書き換えてください（かならず半角で

入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されません）。書き換えたら

「ＯＫ」をクリックします。 
 最後にＭＳＤＯＳプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにＭＳ

ＤＯＳプロンプトアイコンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（ＭＳＤＯＳプロン

プト）が白抜き文字で表示されるので、てきとうな名前に変更します。「ＺＢＫ」でよいでしょう（ここは全角でも漢

字でも構いません）。このあとＵＳＢドライバのインストール作業があるのでＣＤＲＯＭは入れたままにしておいて

ください。 
 
（イ）Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合 

 「ＺＢＫ」フォルダ」をローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方

法でコピーしてください。 
操作例： 「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き「ＺＢＫ」フォルダを右クリックしてメ

ニューを開き、「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」をダブルクリックして開きローカルディスク

（Ｃ：）を右クリックしてメニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 
 ローカルディスク（Ｃ：）を開いて「ＺＢＫ」フォルダができたことを確認してください。 
 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。ＺＢＫシステムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違い、コ

マンドプロンプトで使います。 
 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」

を右クリックします。メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」→「ローカル

ディスク（Ｃ：）」の順にダブルクリックして開き、さきほどコピーして作った「ＺＢＫ」フォルダを右クリックします。メ

ニューが開くので「貼り付け」をクリックします。「ＺＢＫ」フォルダを開いて「コマンドプロンプト」がコピーされたこと
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を確認してください。 
 「ＺＢＫ」フォルダにできた「コマンドプロンプト」アイコンを右クリックします。メニューの中の「プロパティ」をクリッ

クします。「コマンドプロンプトのプロパティ」の「プログラム」タブをクリックします。「作業フォルダ」を書き換えま

す。初期状態では「％ＨＯＭＥＤＲＩＶＥ％％ＨＯＭＥＰＡＴＨ％」になっているはずです。ここを「％ＨＯＭＥＤＲＩＶ

Ｅ％￥ＺＢＫ」に書き換えてください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのです

が、全角では正しく実行されません）。書き換えたら「ＯＫ」を左クリックします。 
 Ｗｉｎｄｏｗｓ９８と違いＷｉｎｄｏｗｓ２０００の場合にはコマンドプロンプトのショートカットをデスクトップに貼り付け

ると指定した作業フォルダが規定値に書き換えられてしまいます。そこでコマンドプロンプトのショートカットをデ

スクトップに作る代わりに、ＺＢＫフォルダのショートカットをデスクトップに貼り付けます。 
 「マイコンピュータ」→「ローカルディスク（Ｃ：）」の順にダブルクリックして開き、「ＺＢＫ」フォルダを右クリックしま

す。メニューが開くので「コピー」をクリックします。次にデスクトップ（起動後のマイコンピュータなどのショートカ

ットアイコンが並んでいる画面）のアイコンなどがない地の部分にマウスを持っていって、そこで右クリックします。

ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 
 デスクトップに「ＺＢＫへのショートカット」のアイコンができたことを確認してください。このあとＵＳＢドライバの

インストール作業があるのでＣＤＲＯＭは入れたままにしておいてください。 
 
（ウ）ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 

 「ＺＢＫ」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方

法でコピーしてください。 
操作例： 「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き「ＺＢＫ」フォルダを右クリックしてメ

ニューを開き、「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」をダブルクリックして開き「ローカルディスク」

（Ｃ：）を右クリックしてメニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 
 「ローカルディスク」（Ｃ：）を開いて「ＺＢＫ」フォルダができたことを確認してください。 
 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。ＺＢＫシステムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違い、コ

マンドプロンプトで使います。 
 「スタート」→「プログラム」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選

択し、「コマンドプロンプト」を右クリックします。メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。次にデス

クトップ（起動後のマイコンピュータなどのショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンなどがない地の

部分にマウスを持っていって、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 
 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 
 デスクトップにできたアイコンを右クリックします。メニューの中の「プロパティ」をクリックします。「コマンドプロ

ンプトのプロパティ」の「プログラム」タブをクリックします。「作業ディレクトリ」を書き換えます。初期状態では「％

ＨＯＭＥＤＲＩＶＥ％％ＨＯＭＥＰＡＴＨ％」になっているはずです。ここを「％ＨＯＭＥＤＲＩＶＥ％￥ＺＢＫ」に書き換え

てください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行

されません）。書き換えたら「ＯＫ」を左クリックします。 
 最後にコマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマン

ドプロンプトアイコンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）

が白抜き文字で表示されるので、てきとうな名前に変更します。「ＺＢＫ」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも

構いません）。このあとＵＳＢドライバのインストール作業があるのでＣＤＲＯＭは入れたままにしておいてくださ

い。 
［注意］Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、Ｍｅ、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００はＭＳＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）の作業フォルダを

複数のショートカットでそれぞれ個別に指定できますが、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰでは複数のショートカットで別々に作業フ

ォルダを指定してもすべてのショートカットが最後に書き換えた作業フォルダの内容に書き換えられてしまいま

す。ＺＢＫシステムプログラム以外にコマンドプロンプトで実行するプログラムがあるときには、そのことに注意し

てください。 
 
（Ｂ）プリンタポート接続の場合（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＸＰでは使えません） 

付属のフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに入れてください。 
 「マイコンピュータ」→「３．５インチＦＤ」（Ａ：）の順にダブルクリックして開きます。フロッピーディスクの中身が

表示されます。フロッピーディスクには「ＺＢＫ」フォルダがあります。この「ＺＢＫ」フォルダをＣドライブ（Ｃ：）にコピ



ーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法でコピーしてください。 
操作例： 「ＺＢＫ」フォルダを右クリックしてメニューを開き、「コピー」をクリックします。次にツールバーの「上

へ」をクリックするか、「マイコンピュータ」をダブルクリックして開き「Ｃドライブ」を右クリックしてメニューを開き、

「貼り付け」をクリックします。 
 「Ｃドライブ」を開いて「ＺＢＫ」フォルダができたことを確認してください。 
 次にＤＯＳプロンプトをすぐに使えるようにします。ＺＢＫシステムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違い、ＤＯ

Ｓプロンプト（ＤＯＳ窓）で使います。 
 「スタート」→「プログラム」→「ＭＳＤＯＳプロンプト」の順にマウスで選択し、「ＭＳＤＯＳプロンプト」を右クリック

します。メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。次にデスクトップ（起動後のマイコンピュータなど

のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンなどがない地の部分にマウスを持っていって、そこで右ク

リックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 
 デスクトップに「ＭＳＤＯＳプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 
 デスクトップにできたアイコンを右クリックします。メニューの中の「プロパティ」をクリックします。「ＭＳＤＯＳプロ

ンプトのプロパティ」の「プログラム」タブをクリックします。「作業ディレクトリ」を書き換えます。初期状態では「Ｃ：

￥ＷＩＮＤＯＷＳ」になっているはずです。ここを「Ｃ：￥ＺＢＫ」に書き換えてください（かならず半角で入れてくださ

い。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されません）。書き換えたら「ＯＫ」をクリ

ックします。 
 最後にＭＳＤＯＳプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにＭＳ

ＤＯＳプロンプトアイコンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（ＭＳＤＯＳプロン

プト）が白抜き文字で表示されるので、てきとうな名前に変更します。「ＺＢＫ」でよいでしょう（ここは全角でも漢

字でも構いません）。これでソフトウェアの準備は完了です。フロッピーディスクドライブからフロッピーディスクを

取り出してください。 
 
プリンタポート接続の場合には以上でソフトウェアの準備ができましたが、ＵＳＢ接続の場合にはＵＳＢドライバ

を組込む作業が残っています。ＵＳＢドライバの組込みは購入後最初に１回だけ必要な作業です。 
 
３．２ ＵＳＢドライバのインストール（ＵＳＢ接続の場合のみ最初に１回だけ必要） 
 

付属のＵＳＢケーブルを使ってＵＳＢ／ＲＯＭＷＲＩＥＲ基板とＤＯＳ／Ｖパソコンを接続します。この時にはＺＢ

Ｋボードと組み合わせる必要はありません。 
ＵＳＢ／ＲＯＭＷＲＩＴＥＲ基板に接続したＵＳＢケーブルをＤＯＳ／ＶパソコンのＵＳＢコネクタに接続します。 

［Ｗｉｎｄｏｗｓ９８，ＳＥ，Ｍｅの場合］ 
「新しいハードウェアの追加ウィザード」が表示されます。 
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  （付属のＣＤＲＯＭが入っていない場合には付属のＣＤＲＯＭをＣＤＲＯＭドライバにセットしてください） 
「次の新しいドライバを検索しています： 

   ＵＳＢ＜－＞Ｓｅｒｉａｌ 」 
の表示画面では「次へ」をクリックします。 

 「検索方法を選択してください。」の表示では「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択して「次

へ」をクリックします。 
次の画面では 

 「検索場所を指定」のみを選択して（その他にもチェックがついていたら、他はすべてクリックしてチェックを外

す）、「参照」をクリックします。「フォルダの参照」の窓にハードウェア構成のツリーが表示されるので「ＺＢＫソフ

トウェア」（ＣＤＲＯＭ、Ｄ：）の前の「＋」をクリックします。ＣＤＲＯＭの中にあるフォルダが表示されるので「ｕｓｂｄｒ

ｉｖｅｒ」をクリックして選択してから「ＯＫ」をクリックします。 

「検索場所の指定」窓に「Ｄ：￥ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」と表示されるので「次へ」をクリックします。 
「ドライバのある場所」に「Ｄ：￥ＵＳＢＤＲＩ~７￥ＦＴＤＩＢＵＳ．ＩＮＦ」と表示されるので「次へ」をクリックします。 
「新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがインストールされました」と表示されるので「完了」をクリ

ックします。 
 ＣＤＲＯＭからドライバが読み込まれてインストールが完了しますが、このとき少し時間がかかる場合がありま

す（１～２分）。砂時計のままで１～２分待っても普通のマウスの矢印マークに戻らないときはマウスを少し動か

してみてください。なお上の「完了」のクリックのあと、「新しいハードウェアの追加ウィザード」がまた開始される

ことがありますが、そのときは同じ操作をもう一度繰り返してください。 
 
［Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合］ 

「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」が表示されます。「次へ」をクリックします。 
  （付属のＣＤＲＯＭが入っていない場合には付属のＣＤＲＯＭをＣＤＲＯＭドライバにセットしてください） 

「ハードウェアデバイスドライバのインストール」の表示では「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択し

て「次へ」をクリックします。 
「ドライバファイルの特定」では「場所を指定」を選択して「次へ」をクリックします。 
「製造元のファイルのコピー元」では「参照」をクリックします。 

  表示される「ファイルの場所」では左窓の「マイコンピュータ」を選び、右窓に表示されるハードウェア構成の

なかから、ＣＤＲＯＭ（ＺＢＫソフトウェア、Ｄ：）を選び、ダブルクリックします。 
 「Ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」をダブルクリックして開き、「ファイル名」のところに「Ｆｔｄｉｂｕｓ．ｉｎｆ」が表示されていることを確認

して（表示されていなければ上の窓の中のＦｔｄｉｂｕｓ．ｉｎｆ」を選択します）、「開く」をクリックします。 
 「製造元のファイルのコピー元」に「Ｄ：￥ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」と表示されるので、「ＯＫ」をクリックします。 
 「このデバイスのドライバがみつかりました」の表示には「次へ」をクリックします。 
 インストールが終了したら「完了」をクリックします。 
  再び「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示されます。 
  さきほどと同じように「次へ」をクリックし、「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択して「次へ」をクリッ

クします。 
 「場所を指定」のみを選択して「次へ」をクリックします。 

「製造元のファイルのコピー元」に「Ｄ：￥ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」と表示されているので、「ＯＫ」をクリックします。 
「このデバイスのドライバがみつかりました」の表示には「次へ」をクリックします。 

 インストールが終了したら「完了」をクリックします。 
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 ［ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合］ 
「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」が表示されます。「いいえ、今回は接続しません」を選択して

「次へ」をクリックします。 
（付属のＣＤＲＯＭが入っていない場合には付属のＣＤＲＯＭをＣＤＲＯＭドライバにセットしてください） 

 「一覧または特定の場所からインストールする」を選択して「次へ」をクリックします。 
 「次の場所で最適のドライバを検索する」を選択し、「次の場所を含める」を選択して 「参照」をクリックしま

す。 
 表示されるハードウェアツリーの「マイコンピュータ」→「ＺＢＫソフトウェア（ＣＤＲＯＭ）」（Ｄ：）の順に前の「＋」

をクリックして開き、「ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」フォルダを選択して「ＯＫ」をクリックします。 

「次の場所を含める」の表示窓に「Ｄ：￥ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」と表示されるので、「次へ」をクリックするとドライバのイン

ストールが開始されます。 
 しばらくすると 
 「次のハードウェアのソフトウェアのインストールが完了しました 
 ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ」 
 と表示されるので「完了」をクリックします。 
 再び「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」が表示されます。 

先ほどと同じように、「いいえ、今回は接続しません」を選択して、「次へ」をクリックします。 
 今回は「ソフトウェアを自動的にインストールする」を選んで「次へ」をクリックします。 
 最終的にドライバの組込みが完了するので、「完了」をクリックします。 

 
３．３ ドライバのアンインストール 
 
 何らかの理由でドライバがうまく機能しないなどの理由でドライバをアンインストールしたいときがあります。 
 付属のＣＤＲＯＭをセットして、「ｕｓｂｄｒｉｖｅｒ」フォルダを開きます。 
 「Ｆｔｄｉｕｎｉｎ．ｅｘｅ」をダブルクリックします。 

 次頁の表示が出るので、もしＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板がパソコンに接続されていたらＵＳＢケーブルを外します。 
「Ｃｏｎｔｉｎｕｅ」をクリックします。 
「Ｕｎｉｎｓｔａｌｌ ｃｏｍｐｌｅｔｅ」の表示が出るので「Ｆｉｎｉｓｈ」をクリックします。 
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３．４ ＵＳＢ接続時の注意 
 
 ＵＳＢドライバを組み込み後に、パソコンを起動させてＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板をつないだＵＳＢケーブルを接続

すると、しばらくの間（３０秒～１分程度）ハングアップしたようにマウスもキーボードも受け付けないことがありま

すが、これはＯＳがハート゜ウェアの検出を行っているためでトラブルではありません。 
  
４． 接続 
 
 ＺＢＫボードのプログラム開発をするためにＺＢＫボードをＵＳＢまたはプリンタケーブルでＤＯＳ／Ｖパソコンに

接続します。購入直後のＺＢＫボードはそのままでは開発のためのＲＡＭ容量が不足します。まずＲＡＭを交換

します。 
 
４．１ ＺＢＫボードのＲＡＭを交換する 
 
  開発する場合にはＲＡＭがＢＳ６２ＬＶ１０２７（６２８１２８互換）でなければいけません。標準ではＺＢ１０Ｋ～２

８Ｋ、ＮＤ８０ＫにはＢＳ６２ＬＶ２５６（ＲＡＭ６２２５６互換）が実装されています。 
基板を傷つけたり、ＲＡＭのピンを曲げたりしないように注意しながらＢＳ６２ＬＶ２５６をＩＣソケットから外しま

す（小型のマイナスドライバなどを使います。ドライバを深い角度で差し込むとプリント基板を傷つけてしまいま

す。パターンが切れると動作しなくなってしまいます。慎重に作業してください）。 

 
 次に開発セットに入っている６２ＬＶ１０２７（６２８１２８）をそのソケット取り付けます。向きに注意してください。Ｉ

ＣソケットとＲＡＭの丸い切り欠きの向きを同じにします。６２２５６は２８ピンなので１、２ピン側を空けて取り付け
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ますが、６２８１２８はＩＣソケットにすべてのピンが挿入されるように取り付けます（前ページ図）。 
 ＮＤ８０ＫはシステムＲＯＭも交換します。標準では２７Ｃ２５６が実装されています。２７Ｃ２５６を外して別売の

ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣＲＯＭ（２７Ｃ０１０）を取り付けます。２７Ｃ２５６は２８ピンなので１、２ピン側を空けて取り付け

ますが、２７Ｃ０１０はＩＣソケットにすべてのピンが挿入されるように取り付けます。 
 ＺＢ１０Ｋ～２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋはすべて共通の接続コネクタになっています。ＣＰＵ近くの配置は上図の通りです。 
 
４．２ ＺＢＫボードをＤＯＳ／Ｖパソコンに接続する 
 

ここから先はＵＳＢ接続とプリンタポート接続とで方法が異なります。以下それぞれ分けて説明します。 
 

（Ａ）ＵＳＢ接続 
ＺＢＫボードにはＵＳＢコネクタがないので直接パソコンと接続することはできません。ＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板

とＺＢＫボードを接続し、ＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板とパソコンとをＵＳＢケーブルで接続します。 
 ３．２で説明したＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板とパソコンとの接続は、購入後はじめてパソコンに接続してドライバを

インストールするときのみの方法です。その後はいつもここで説明するように必ずＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板とＺＢＫ

ボード（ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋ）とを接続し、ＺＢＫボードには＋５Ｖの電源を供給するようにしてください。 
 ＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板とＺＢＫボードとは２６ｐフラットケーブルを使って接続します（下図）。 

ＺＢＫボードには２６ｐコネクタが複数個あります。ＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板と接続するのはＲＯＭのすぐ下にあ

る２６ｐコネクタです。ＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲボードは前ページ図のように２６ｐコネクタが２つあります。このどちらで

も接続できますが図のように基板端側のコネクタの方が接続しやすいので通常はこちらに接続してください。残

ったもうひとつの２６ｐコネクタはＡＤコンバータボードなどの増設ボードを接続するときに使います。 
ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋに＋５Ｖ電源を接続します。 
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（Ｂ）プリンタポート接続 

ＺＢＫ開発セットはＵＳＢ接続のほかにプリンタポートでの接続もできます。ただしＷｉｎｄｏｗｓ２０００およびＷｉｎ

ｄｏｗｓＸＰではＯＳの違いのためプリンタポート接続はできません。 
次の図で「ＰＣパラレル」と表示してある１０ＰコネクタがＤＯＳ／Ｖパソコンのプリンタポートと接続するコネクタ

です。 

このコネクタとプリンタコネクタ基板を次図のように接続します。向きをまちがえないように、１列だけ挿入した

りしないように注意して接続します。 
  その後プリンタコネクタとＤＯＳ／Ｖパソコンを汎用のプリンタケーブルで接続します。（プリンタケーブルはセ

ットには含まれていません） 

 
 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋに＋５Ｖ電源を接続します。 
 
５． スタート 
 
 ＺＢＫプログラムはＭＳＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）上で実行します。 
 ３．でデスクトップに作ったＺＢＫアイコンをダブルクリックします。 
 黒いＤＯＳ窓が開いてカーソルマーク（   ）が表示されます（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ではデスクトップのＺＢＫアイコ

ンをダブルクリックすると、ＺＢＫフォルダが開くのでその中にあるコマンドプロンプトのアイコンをダブルクリック

 9 
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します）。 
Ｃ：￥ＺＢＫ＞ 

 と表示が出て、キーボードから入力できるようになります。以下のＺＢＫプログラム作業ではマウスは使いませ

ん。キーボード入力のみになります。マウスを使うのは、ＺＢＫでの作業を終了するか、一時中断してＤＯＳプロ

ンプト（コマンドプロンプト）を離れて他のＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションを使うときだけです。一時的にＤＯＳプロン

プト（コマンドプロンプト）を離れたあと、ふたたびＺＢＫプログラム作業に戻るには、いちどＤＯＳプロンプト（コマ

ンドプロンプト）の黒い画面をマウスで左クリックします。再びＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）でキーボード

から入力ができるようになります。 
 上の表示のとき、キーボードから、ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］と入力すると、ＺＢＫプログラムが起動するのですが、ＵＳＢ

接続の場合には、先にＺＢＫボードの電源をＯＮにして＋５Ｖを供給してから、ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］と入力します。 
 プリンタポート接続では逆にＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］と入力してから、ＺＢＫボードの電源をＯＮにします。 
 
［注意］キーボードからの入力は半角英数で行います（ＩＭＥの入力モードは「直接入力」にしてください）。またＵ

ＳＢ接続では英大文字でも小文字でも同じ動作をしますが、プリンタポート接続では大文字しか正しく動作しま

せん（［Ｓｈｉｆｔ］を押しながら［ＣａｐｓＬｏｃｋ］を押すと大文字入力で固定します。再び同じ操作をするとＣａｐｓＬｏｃｋ

が解除されます）。 
 
 ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］と入力するとシステムプログラムが起動します。 
Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］ 
 ＤＥＢＵＧ ＴＯＯＬ ＦＯＲ ＫＬ５Ｃ８０１２ 
 （Ｃ）Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ ＣＨＵＮＩＣＨＩＤＥＮＫＯ ２００５ 

と表示されます。 
 
（Ａ）プリンタポート接続の場合 
 ここで表示がとまるのでＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋの電源をＯＮにします。接続が正常ならば 
ｔ／０３０２のような表示（数字は機種によって異なる）が出て、プロンプトマーク ） 右括弧 が表示されます。 
 ＮＤ８０Ｋは電源ＯＮではＤＯＳ／Ｖと接続しないときと同じようにＬＥＤがオール０表示になってキー入力待ちに

なります。ＮＤ８０Ｋのキーボードから次のように操作してください。 
 ０２００［ＡＤＲＳＳＥＴ］［ＲＵＮ］ 
  
［注記］ 

ｔ／４５０７のように上位に０が無いような大きな数字の時は、接続がうまくいっていない可能性があります。

［Ｃｔｒｌ］キーを押しながら［Ｃ］キーを押してブレイクし、ＺＢＫボードの電源も切ってから、もう一度やり直してみて

ください。 
またｔ／０３０２のような表示が出なくてハングＵＰしているときは、ＺＢＫ側の電源を入れ直してみてください。

反応が無い場合には電源を切って、一度ＤＯＳプロンプトを終了し（タイトルバーの右上の［×］を左クリックし強

制終了します）、もう一度最初からやり直してみてください。 
 タイミングやハードウェアによっては、ＵＳＢ接続の場合と同じように先にＺＢＫボードの電源をＯＮにしておい

てから、ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］を入力した方がよい場合もあります。どうしてもだめな場合には当社までご連絡ください。 
 
（Ｂ）ＵＳＢ接続の場合 

先にＺＢＫボードの電源をＯＮにしておかないと、 
 ＺＢＫボードが接続されていないかボードの電源が入っていません。 

  のメッセージが表示されます。 
ＺＢＫボードの電源を入れてから、ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］を入力してください。 
ＵＳＢポートを通じてＺＢＫボードと接続が開始され、 
 ｎｏｗ ｃｏｎｎｅｃｔｉｎｇ ｔｏ ＺＢＫ，ｗａｉｔ ａ ｗｈｉｌｅ．．． 
の表示が出ます。数秒で接続が完了し、 
 ｃｏｎｎｅｃｔ ｏｋ 

） 
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 と表示されますが、もし数秒待っても、ｃｏｎｎｅｃｔ ｏｋ の表示が出ないときは、一度［Ｃｔｒｌ］キーを押しながら

［Ｃ］キーを押してブレイクしてから、もう一度ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］と入力してみてください。それでも駄目な場合には、

もう一度ブレイクし、ＺＢＫの電源を切って、再度ＯＮしてから、ＺＢＫ［Ｅｎｔｅｒ］を入力してください。どうしてもだめ

な場合には当社までご連絡ください。 
 
これ以後コマンドの入力が可能になります。プリンタポート接続ではコマンドやＢＡＳＩＣの命令はＡ～Ｚの大文

字と数字です。小文字やカナはデータとしては扱えますが、コマンドやパラメータとしては使えません。ＵＳＢポ

ート接続ではコマンドもＢＡＳＩＣ命令も小文字で入力ができます。 
これ以後の説明は基本的にはＵＳＢ接続でもプリンタ接続でも同じです（一部プリンタ接続では対応していな

いＵＳＢ接続のみの機能もあります。そのような機能については「ＵＳＢ接続のみ」というように注記して説明を

行います）。 
  
）Ｚ［Ｅｎｔｅｒ］ 
 
と入力します。 
 プロンプトマークが＞になって文字表示がグリーンになります。プロンプトマークがＭＳＤＯＳと同じなのでＢＡＳ

ＩＣモードでは表示をグリーンにしてあります。ＤＯＳ／Ｖのキーボードから入力する文字は白文字で、ＺＢＫボー

ドから送られてくる文字は緑文字になります。 
 
［注記］ 
 ＞にならずにレジスタダンプが表示されることがありますが、もういちどＺ［Ｅｎｔｅｒ］と入力してください。 
 
 ＺＢＫ開発セット操作説明書（本書）でとりあえず必要なのはここまでです。これ以後はＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ操作

説明書を参照してください。作成したプログラムをディスクに保存したり、ＲＯＭに書込んだりするときには、また

本書が必要になります。 
 ＢＡＳＩＣプログラムについて一通り理解できたら、マシン語モニタコマンドやアセンブラも使ってみてください。 
 別冊のＺＢＫボードハードウェア説明書は組込みボードを使ってＩ／Ｏ制御を行うときに必要なハードウェアの

情報について説明しています。必要に応じて参照してください。 
 参考までにＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを使う上での基本的な事柄の概要を下に記します。下記概要とその次の「６．

システムの終了」「７．ログファイル」を読んでから、ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ操作説明書に移ってください。 
 
［ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ基本操作の概要］ 
 行番号つきのプログラムを入力作成することができます。 
 スクリーンエディタ機能が働いています。 
 マウスは使えません。 
 カーソルの移動は［←］［↓］［↑］［→］と［Ｂａｃｋｓｐａｃｅ］、［Ｄｅｌｅｔｅ］および［Ｉｎｓｅｒｔ］を使います。［Ｅｎｔｅｒ］を押

すことでその行が入力確定されます。 
 プリンタポート接続ではＰａｇｅＵｐ、ＰａｇｅＤｏｗｎ機能はありません。 
 ＵＳＢ接続では［ＰａｇｅＵｐ］［ＰａｇｅＤｏｗｎ］［Ｈｏｍｅ］［Ｅｎｄ］キーによってＰａｇｅＵｐ、ＰａｇｅＤｏｗｎができます。ど

んどん入力して画面の上から消えてしまった行も［ＰａｇｅＵｐ］［ＰａｇｅＤｏｗｎ］［Ｈｏｍｅ］［Ｅｎｄ］キーによって再表

示できます。 
 ＡＵＴＯコマンドで行番号を自動表示できます。 
 アセンブラ、逆アセンブラ、ＳＢＡＳＩＣはここでは使用しません。ＺＢＫを起動しないで、ＭＳＤＯＳプロンプト（コ

マンドプロンプト）上でＺＡＳＭ．ＣＯＭ、ＺＤＡＳ．ＣＯＭ、ＳＢＡＳＩＣ．ＣＯＭを使用します（なおラインアセンブラ、ラ

イン逆アセンブラはＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ上で使用します）。 
 
６． システムの終了 
 
 ／ＥＸＩＴコマンドを使います。システムがハングＵＰしたときは、［Ｃｔｒｌ］ＣでＭＳＤＯＳに戻ります。 
 ＤＯＳ／ＶとＺＢＫボード間での通信がくいちがってしまいハングＵＰした場合には［Ｃｔｒｌ］Ｃが受けつけられない
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ことがあります。そのときはＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）画面の右上の×ボタンをクリックして強制終了

してください。［！］メッセージが出ますが［はい］をクリックすれば終了できます。 
 終了後にＺＢ１０Ｋ～２８Ｋの電源をＯＦＦにしてください。ＮＤ８０Ｋはリセットするか電源を切ってください。 
 
７． ログファイル 
 
 開発システムが起動すると、その時の月日時分をファイル名とするログファイルがＯＰＥＮします。システム起

動中に入力、表示された内容はすべてログファイルに記録されます。 
 ／ＥＸＩＴコマンドで終了したときは完全なログが保存されます。それ以外の方法で終了した場合には最後の１

ページは保存されません（ＵＳＢ接続では［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］で終了した場合でも正しくログファイルが保存されま

す）。 
 ログファイルはＺＢＫ．ＣＯＭ（ＺＢＫ．ＥＸＥ）が置かれたフォルダ上のＺＢＫＬＯＧフォルダ（存在しなければ自動

的に作成される）に１２０３１４５３．ＴＸＴのように名前がつけられて作成されます（システムが起動した日時を名

前にします。この例では１２月３日１４時５３分）。ログファイルはテキストエディタで開いて参照、またはプリンタ

出力したり、さかのぼって表示を確認するなどしてデバッグの助けとすることができます。 
 ログファイルはサイズが大きくなるので適宜削除してください。 
 
７．１ ／ＣＬＯＳＥ（ＵＳＢ接続のみ） 
 
 ＺＢＫが起動中に作成されつつあるログファイルはそのＺＢＫを終了するまではテキストエディタなどで参照す

ることができません。 
 ＵＳＢ接続の場合には／ＣＬＯＳＥコマンドが用意されており、任意の時点で／ＣＬＯＳＥ［Ｅｎｔｅｒ］と入力すると

一旦ログファイルがクローズされ、その日時をファイルネームとするログファイルが新たに作られます。クローズ

されたログファイルはＺＢＫを終了しなくてもテキストエディタなどで参照することができます。 
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２章  マシン語プログラムの作成 

 

 

 ＺＢＫ開発セットのメリットは８ビットＣＰＵボードの制御をＢＡＳＩＣプログラムで行うことができる点にあります。 

 しかし処理によってはマシン語サブルーチンと併用したいときも出て来ます。ＺＢＫ開発セットはマシン語プロ

グラムの開発にも適しています。 

 

１． Ｚ８０アセンブラ 

  

 マシン語プログラムの作成にはアセンブラが便利です。ＺＢＫ開発セットにはＤＯＳ／Ｖパソコン上で使えるＺ８

０アセンブラ（ＺＡＳＭ．ＣＯＭ）とＺ８０逆アセンブラ（ＺＤＡＳ．ＣＯＭ）が含まれています。マシン語サブルーチンの

作成にはＺＡＳＭ．ＣＯＭを使えば簡単にＺ８０マシン語プログラムを作成することができます。ＺＡＳＭ．ＣＯＭは

ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを起動して使うのではなく、ＭＳＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）上で単独に使います。 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを起動させた状態で別のＭＳＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）を開いてそこでＺＡＳＭ．

ＣＯＭを実行し、マシン語プログラムを作成してからＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣのＭＳＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプ

ト）に戻って、いま作成したマシン語プログラムのバイナリファイルをロードする、といった使い方もできます。Ｚ８

０アセンブラの使い方については９章を参照してください。 

 

２． ラインアセンブラ 

 

 小さなマシン語プログラムで今ちょっと一回だけ使うだけで、特に保存しておく必要はない、という場合に便利

なのがラインアセンブラです。 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリした状態で適当なユーザー用アドレス（テキストエリアのアドレス）を指定して、Ａ

Ｓコマンドを入力するだけですぐに使うことができます。 

 

＞ＡＳ ８０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

８０００   ………ここでＺ８０ニモニックを入力すればただちにマシン語コードに翻訳される 

 

 手軽に使えるアセンブラとして重宝します。詳細は７章を参照してください。 

 

３． マシン語モニタコマンド 

 

 アセンブラ、ラインアセンブラが使えるシステムですからマシン語コードをそのまま入力するＣＭコマンドはプロ

グラム作成の手段としては、すでに使命を終えた感があります。しかしメモリの中身を確認したり、少し値を変更

したりするには、ＣＭコマンドは非常に有効な手段になります。また数バイトではなくて数十バイトのメモリの内

容を確認するにはＤＭコマンドが便利です。 

 アセンブラを利用したプログラムをデバッグするにはマシン語モニタコマンドの助けが必要です。ＢＰ／ＲＴ（ブ

レークポイント／リターンコマンド）はマシン語プログラムのデバッグには欠かせない機能です。 

 マシン語モニタコマンドの詳細については４章を参照してください。 

 

４． 逆アセンブラ 

 

 これも有りがたい機能です。マシン語プログラムのソースプログラムがどこかへいってしまって見つからない、

とかあるいはもともと昔に作ったプログラムでＲＯＭだけしか残っていない、という場合に威力を発揮します。 

 ＲＯＭならばＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲにセットしてＲ６４～Ｒ２５６コマンドでＲＡＭに読みこみます。ＣＭコマンドやＤＭ

コマンドを使えば書いてある内容を１６進コードで確認することはできます。しかしその一部を変更するとか、別

のシステムに移植するとかになると、マシン語コマンドでそれを行うのは至難の技です。 

 内容を判りやすいＺ８０ニーモニックに直して読みたいというのでしたら、即席で使えるライン逆アセンブラが便

利です。ＤＡコマンドを使って、解読したいメモリアドレスを指定すれば１ステップずつＺ８０ニーモニックに翻訳し

て表示します。ライン逆アセンブラについては８章を参照してください。 



 マシン語のバイナリファイルを読みこんで、それを再アセンブル可能なＺ８０アセンブラソースプログラムにまで

作り上げてしまう、本格的な逆アセンブラも利用できます。ＭＳＤＯＳ上で使用できるＺ８０逆アセンブラについて

は１０章を参照してください。 

 

５． ＫＬ５Ｃ８０１２（Ｚ８０Ａ）のレジスタ 

 

５．１ レジスタ 

 

 ＫＬ５Ｃ８０１２（Ｚ８０Ａ）は内部に下記のレジスタを持っていて、これらのレジスタはプログラムの中で色々な処

理に利用されます。 

 
  ← ８ビット→ ← ８ビット→   ← ８ビット→ ← ８ビット→ 
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（裏レジスタ） 

Ａ～Ｌは全く同じレジスタがもう１組ある。 

通常裏レジスタと呼んでいる。ＥＸＸ’やＥＸ ＡＦ，ＡＦ’命令で表

裏を切り換えるが厳密な意味での表裏の区別は無い（裏も表

に呼び出せばその時点から表レジスタになってしまう） 

 

 

［Ａ］  

 一般にアキュムレータ（加算器）と呼ばれているように、演算命令はこのレジスタを中心に行われる。 

［Ｆ］ 

 フラグレジスタ。命令の実行により現れる色々な状態を１ビットずつに記録して保持する。各ビットの意味は５．

２で説明する。 

［Ｂ］［Ｃ］ 

 共に 8 ビットのレジスタとして、独立して使うこともできるが、つないで 16 ビットのレジスタ［ＢＣ］として使うことも

できる。その場合には［Ｂ］が上位８ビット、［Ｃ］が下位８ビットになる。［Ｂ］［ＢＣ］をカウンタとして使っている命

令がいくつかある。 

［Ｄ］［Ｅ］ 

 Ｂ、Ｃと同じだがカウンタとして使う命令はない。 

［Ｈ］［Ｌ］ 

 Ｂ、Ｃと同じだがカウンタとして使う命令はない。１６ビットレジスタ［ＨＬ］はメモリアドレスを入れて使うことが多

い。また［ＨＬ］は１６ビットの加減算命令で加算器（アキュムレータ）としても使われる。 

［IX］［IY］ 

 インデックスレジスタとして使うが、１６ビットのワークレジスタとして使うこともできる。［ＨＬ］と同様に１６ビット

の加減算命令で加算器（アキュムレータ）としても使われる。 

［ＳＰ］ 

 スタックポインタ。現在のスタックのトップ・アドレスを示している。スタックについては、５．３で説明する。 

［ＰＣ］ 

  プログラムカウンタ。現在実行中のアドレスを管理している。( 正しくは、次のアドレスを示している)  

［Ｉ］ 

  インタラプト・ベクタ。モード２の割り込みで使用される。Ｉレジスタはシステムモニタでも使っているのでユーザ

ーはＩレジスタの値を変更してはならない。 

［Ｒ］ 

 リフレッシュレジスタ。ダイナミックＲＡＭのリフレッシュアドレス出力用カウンタ。プログラムでは使わない。 

   Ａ    Ｆ    Ａ’    Ｆ’ 

   Ｂ      Ｃ    Ｂ’      Ｃ’ 

   Ｄ    Ｅ    Ｄ’    Ｅ’ 

   Ｈ    Ｌ    Ｈ’    Ｌ’ 

   ←    １６ビット    → 

       ＩＸ 

       ＩＹ 

       ＳＰ 

       ＰＣ 

   Ｉ    Ｒ 

 



 

５．２ ＫＬ５Ｃ８０１２（Ｚ８０Ａ）のフラグ 

 

 フラグは８ビットのフラグレジスタに、下のように割りつけられています。 

 

 Ｓ     Ｚ  Ｈ Ｐ／Ｖ   Ｎ   Ｃ 

  ７       ６     ５      ４      ３      ２      １      ０   （ビット位置） 

                         

 各記号の意味は下の通りです。（ビット３とビット５は使用されない)  

 なお、フラグがセットされたときは、そのビットが１になり、リセットされたときは０になります。 

Ｃ 

 キャリ・フラグ。計算結果がオーバーフローしたときなどにセットされる。ローテイト命令でもセット、リセットされ

る。 

Ｎ 

 加減算フラグ。加算命令のときリセット、減算命令のときセットされる。 

Ｐ／Ｖ 

 パリティ・オーバーフロー・フラグ。論理演算のときはパリティ・フラグとして用いられ、演算の結果１のビットが

偶数個あるときにセットされ、奇数個のときはリセットされる。算術演算のときはオーバーフロー・フラグとして用

いられ結果がオーバーフローしたときセットされる。 

Ｈ 

 ハーフ・キャリ・フラグ。算術演算でビット３からビット４へのキャリーや、ビット４からビット３へのボローがあった

ときセットされる。これはＮフラグとともに、ＢＣＤ演算後のＤＡＡ命令で利用される。 

Ｚ 

 ゼロ・フラグ。結果がゼロのときセットされる。 

Ｓ 

 サイン・フラグ。結果が負のときセット、正またはゼロのときリセットされる。８ビットの数００Ｈ～ＦＦＨは符号な

しでは１０進の０～２５５として扱われるが、符号付の数として扱ったときには、－１２８～＋１２７の数になり、こ

れは１６進では８０Ｈ～７ＦＨになる。（ビット７が０のときはその数は正で、ビット７が１のときは負になる)  

 

●符号付８ビットの数の大小 

   －１２８            －１  ０ ＋１                ＋１２７  （１０進） 

（小）                                                     （大） 

     ８０Ｈ           ＦＦＨ ００Ｈ ０１Ｈ               ７ＦＨ   （１６進） 

 

５．３ スタック 

 

  大きなプログラムになると、レジスタもたくさん必要で、とても５．１で説明した数では足りません。そこでレジス

タの値をひとまずメモリのワークエリアにしまっておいて、そのレジスタを次の用途に使う、ということが簡単にで

きると便利になります。 

  ところがレジスタの値をしまうときに、一々異なるメモリアドレスに割りつけていくのでは大変です。 

  そんなときにこのスタックを使えば、一々メモリアドレスを指定しなくても簡単な操作でレジスタの値を保存す

ることができます。 

  スタックとは積み重ねるという意味です。 

  ちょうど本などを積み重ねるように、メモリの中にレジスタの値を順番にしまうことができます。（ＰＵＳＨ命令を

使います)  

  取り出すときは、入れたときと逆の順番で取り出します。（ＰＯＰ命令を使います)  

  そしてそのスタックの現在の位置を管理しているのがＳＰ（スタックポインタ）です。 

（例) ＳＰ＝Ｆ８００Ｈ、ＢＣ＝１２３４Ｈ、ＤＥ＝５６７８Ｈのとき、 

    ＰＵＳＨ ＢＣ 

    ＰＵＳＨ ＤＥ 
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 を実行すると、メモリ内容は下のようになります。 

 

Ｆ８００Ｈ       ←命令実行前のＳＰの位置    

Ｆ７ＦＦＨ  １２ 

Ｆ７ＦＥＨ  ３４ 

Ｆ７ＦＤＨ  ５６ 

Ｆ７ＦＣＨ  ７８   ←命令実行後のＳＰの位置（ＳＰ＝Ｆ７ＦＣＨ。ＢＣ、ＤＥは変化しない）  

Ｆ７ＦＢＨ   

 この後で POP HL を実行すると、下のようになります。 
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Ｆ７００Ｈ       

Ｆ７ＦＦＨ  １２ 

Ｆ７ＦＥＨ  ３４   ←命令実行後のＳＰの位置（ＳＰ＝Ｆ７ＦＥＨ。ＨＬ＝５６７８Ｈになる。ＢＣ、ＤＥは 

Ｆ７ＦＤＨ  ５６     変化しない）  

Ｆ７ＦＣＨ  ７８   

Ｆ７ＦＢＨ   

 こうなってしまった後で、ＰＯＰ ＤＥを実行してもＤＥにはもとの値は戻りません（１２３４Ｈが入る) 。 

 ＰＵＳＨ、ＰＯＰは常に順番を覚えておいて、間違わないように使う必要があります。 

〔注意１〕 

 スタックの操作はＰＵＳＨ、ＰＯＰだけではなくＣＡＬＬ、ＲＥＴ命令や割り込み処理でも使用されます（アドレスが

スタックに入れられる) 。 
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３章 プログラムの保存 

 

 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリして作成したマシン語のプログラム、データやＢＡＳＩＣのプログラムはＺＢＫ－Ｖ３

ＢＡＳＩＣを終了すれば消えてしまいます。実際にはＺＢ１０Ｋを除いてはニッカドバッテリでＲＡＭのバックアップを

しているので消えてしまうことはありません。しかしその上から別のプログラムで上書きすれば無くなってしまい

ます。 

 マシン語プログラム、データやＢＡＳＩＣプログラムはファイル名をつけてディスクに保存することができます。作

成されるファイルはＭＳＤＯＳの規則にしたがってつくられますから、ＭＳＤＯＳやＷｉｎｄｏｗｓのツールで参照した

り編集することが可能です。マシン語プログラム、データはバイナリ形式のファイルになります。テキストエディタ

で見ることはできませんが、ＭＳＤＯＳのＤＥＢＵＧコマンドで編集することができます。 

 ＢＡＳＩＣプログラムはテキスト形式で保存されますから、Ｎｏｔｅｐａｄなどのテキストエディタで参照、修正、プリ

ンタへの出力などが行えます。 

 各コマンドはＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリした状態で使用します。 

 

１． マシン語プログラム（およびデータ）の保存 

 

 ／ＳＶコマンドを使います。 

 

［書式］／ＳＶ ファイルネーム，ａａａａ，ｂｂｂｂ 

 

 指定アドレス範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のマシン語プログラム（データ）をファイル名をつけてディスクに保存します。

ａａａａ，ｂｂｂｂは４桁の１６進数でａａａａ＜＝ｂｂｂｂです。ファイル名はＭＳＤＯＳの規則に従います。マシン語プロ

グラムはＺ８０アセンブラによってバイナリファイルを作成することができますから、このコマンドを使うことは少な

いかもしれません。ＣＭコマンドなどで一部を変更したり、あるメモリ範囲の内容をそのまま保存する場合に有

効な手段になります。 

 ／ＳＶコマンドで作成したバイナリファイルを逆アセンブラ（ＺＤＡＳ．ＣＯＭ）にかけてアセンブラソースプログラ

ムを作成することができます。 

 

［使用例］ 

＞／ＳＶ ＴＥＳＴ＿ＳＵＢ．ＢＩＮ，４００４，４３６５［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

［注記］ 

 ファイル名は名前部が８桁以内の英数字および－＿で拡張子は３桁以内です。拡張子は任意です。付けなく

ても構いません。ファイル名にはドライブ名やディレクトリ名も付加することができます。 

例： ／ＳＶ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００，７ＦＦＦ 

 

２． マシン語プログラム（およびデータ）のファイルからの読出し 

 

 １．で作成したバイナリファイルをＲＡＭの指定アドレスに読みこみます。／ＬＤコマンドを使います。 

 

［書式］／ＬＤ ファイルネーム，ａａａａ 

 

 ファイル名にはドライブ名やディレクトリ名も付加することができます。ａａａａは４桁の１６進数でＬＯＡＤ先のＲＡ

Ｍアドレスを示します。ａａａａを省略することはできません。ファイルがみつからないときは ＦＩＬＥ ＮＯＴ ＦＯＵ

ＮＤ と表示されます。 

 

［使用例１］ 

＞／ＬＤ ＴＥＳＴ＿ＳＵＢ．ＢＩＮ，４００４［Ｅｎｔｅｒ］ 
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３． ＢＡＳＩＣプログラムの保存 

 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリして作成、編集したＢＡＳＩＣプログラムは／ＳＡＶＥコマンドでディスクに保存する

ことができます。／ＳＡＶＥコマンドについてはＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ操作説明書でＢＡＳＩＣコマンドとして説明して

いますのでそちらも参照してください。 

 

［書式］／ＳＡＶＥ ファイルネーム 
 
 ファイルネームがファイル名のみの場合にはＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣが存在するディレクトリにＳＡＶＥされます。同

じファイル名があると上書きされます。 
 ファイル名にドライブ名やディレクトリ名を含めて記述することで、別のドライブやディレクトリにＳＡＶＥすること

ができます（使用例③）。 
 現在のテキストエリアのアドレス情報は保存されません。／ＬＯＡＤ時に新しく決定されます。 
 ／ＳＡＶＥコマンドではＢＡＳＩＣシステムによって１行ずつＢＡＳＩＣ内部コードをテキスト形式に変換していきます。

このときプログラムは１行ずつ画面にリスト表示されます。 
 
［使用例①］ 
＞／ＳＡＶＥ ＴＥＳＴ．ＴＸＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 
［使用例②］ 
＞／ＳＡＶＥ ＭＩＨＯＮ［Ｅｎｔｅｒ］   ………拡張子はなくてもよい。 
［使用例③］ 
＞／ＳＡＶＥ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＢＡＳ［Ｅｎｔｅｒ］ 
［注記１］ 
 使用例③のように別のドライブや別のディレクトリにＳＡＶＥすることもできます（上の①②例ではＺＢＫ－Ｖ３Ｂ

ＡＳＩＣの存在するディレクトリにＳＡＶＥされます）。 
 
４． ＢＡＳＩＣプログラムのファイルからの読出し 

 

 テキスト形式で保存されたファイルをＢＡＳＩＣプログラムとしてＺＢＫボードのＲＡＭエリアに読みこむことができ

ます。／ＬＯＡＤコマンドを使います。 
 
［書式］ 
／ＬＯＡＤ ファイルネーム，ａａａａ  
 
 ファイルネームがファイル名のみの場合にはＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣが存在するディレクトリからＬＯＡＤします。フ

ァイル名にドライブ名やディレクトリ名を含めて記述することで、別のドライブやディレクトリにあるファイルをＬＯ

ＡＤすることができます（使用例③）。ファイルがみつからないときは ＦＩＬＥ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ と表示されます。 
 ａａａａは４桁の１６進数で、省略することもできます。省略した場合には現在のテキストエリアの先頭からＬＯＡ

Ｄされます。ａａａａをつけるとａａａａ番地からＬＯＡＤされます。 
 ／ＳＡＶＥでファイルを作成したときのテキストエリアのアドレス情報は保存されません。／ＬＯＡＤ時に新しく決

定されます。 
 ／ＬＯＡＤコマンドでテキスト形式のファイルが読み込まれるとき、ＢＡＳＩＣシステムによって１行ずつＢＡＳＩＣ内

部コードに変換してＲＡＭに格納していきます。このときプログラムは１行ずつ画面にリスト表示されます。内部

コードに変換するときに文法エラーが見つかるとそこでエラーコードが表示されＬＯＡＤ作業は打ち切られます。 
 メモ帳などのテキストエディタで作成したプログラムも文法的に正しければ／ＳＡＶＥで保存されたファイルと同

じようにＬＯＡＤすることができます。 
 
［注意１］ 
 ＬＯＡＤコマンドの動作は、ＮＥＷ ＋ ／ＬＯＡＤ、またはＮＥＷ ａａａａ ＋ ／ＬＯＡＤ、というように必ずＮＥＷ

コマンドの動作を伴っています（ＬＯＡＤ前にＲＡＭに存在したプログラムは失われます）。 
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［注意２］ 
 メモ帳（Ｎｏｔｅｐａｄ）は問題ありませんが、ＷｒｉｔｅやＷｏｒｄでは通常はそれぞれの形式でファイルが作成されま

す。保存するときにテキスト形式を指定してもゴミが混じる場合があります。Ｗｒｉｔｅなどで作成したファイルがうま

くＬＯＡＤできないときは、一度メモ帳（Ｎｏｔｅｐａｄ）で開いてゴミを削除して、メモ帳で保存してからＬＯＡＤしてみて

ください。また全角英数モードで作成されたファイルも読みこめません（異常な表示になります）。必ず半角英数

モードで作成してください。 
 
［使用例①］ 
＞／ＬＯＡＤ ＴＥＳＴ．ＴＸＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 
［使用例②］ 
＞／ＬＯＡＤ ＭＩＨＯＮ［Ｅｎｔｅｒ］   ………テキスト形式のファイルなら拡張子のついていないファイルでもよい 
［使用例③］ 
＞／ＬＯＡＤ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＢＡＳ，５０００［Ｅｎｔｅｒ］ 
 この例のように別のドライブや別のディレクトリにあるファイルをＬＯＡＤすることもできます。上の①②例ではプ

ログラムは現在のテキストエリアの先頭からＬＯＡＤされます。③では５０００番地からＬＯＡＤされます。 
 
［注意３］ 
ファイル名は名前部分が半角英数８文字以内で拡張子は３文字以内に限られます。 
［注意４］ 
テキスト形式（拡張子の種類に関わらず内容がテキスト形式になっている）以外のファイルをＬＯＡＤするとＺＢＫ

－Ｖ３ＢＡＳＩＣシステムが暴走してハングアップすることがあります。テキスト形式のファイルでも半角英数字以

外の文字が使用してあると、やはり暴走してしまいます。 
 
５．マシン語サブルーチンとＢＡＳＩＣプログラムの一括保存 
 
 マシン語プログラムはアセンブラで作成して、ソースプログラムは□□□．ＴＸＴ、マシン語コードは□□□．ＢＩ

Ｎなどというファイル名で保存します。ＢＡＳＩＣプログラムは△△△．ＴＸＴのようにそれらとはまた別に保存しま

す。テキストエディタで編集を行うためにはこの形でなければいけませんが、プログラムとして完成した時点で

保存を考えると、ＢＡＳＩＣプログラムだけではなくてマシン語サブルーチンと一緒に働くプログラムの場合には、

別々に保存するのは面倒でもあります。 
 この場合、ＢＡＳＩＣブログラムとマシン語プログラムを一括してバイナリ形式で保存できると便利です。 
 マシン語プログラムだけの場合と同じように／ＳＶコマントを使いますが、そのままではあとでＢＡＳＩＣプログラ

ムをＬＩＳＴ表示可能な状態に戻すことはできません。／ＳＶコマンドに先だってＢＲＯＭコマンドでＢＡＳＩＣテキス

トの情報を作成します。 
 
［書式］／ＳＶ ファイルネーム，４０００，ｂｂｂｂ 
 
［使用例］ 

＞ＢＲＯＭ［Ｅｎｔｅｒ］ 

４５００－５７３２ 

＞／ＳＶ ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００，５７３２［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

［注記］ 

 ファイル名にはドライブ名やディレクトリ名も付加することができます。 

例： ／ＳＶ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００，７ＦＦＦ 

［注意１］ 

 ／ＳＶの先頭アドレスは必ず４０００にします。 

 先にＢＲＯＭを実行しておなかいと、／ＬＤ作業でＢＡＳＩＣプログラムを再生させることができません。 

 ｂｂｂｂはＢＲＯＭの実行により表示される２番目のアドレス値にします。使用例で／ＳＶのアドレス指定は４５０

０，５７３２ではなくて４０００，５７３２になる点に注意してください。 
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［注意２］ 

 このようにして保存したファイルにはＢＡＳＩＣプログラムも含まれていますがバイナリイメージで保存しているた

め、Ｎｏｔｅｐａｄなどのテキストエディタで参照することはできません。 

 
６．マシン語サブルーチンとＢＡＳＩＣプログラムを一括保存したファイルからの読みこみ 
 
 この場合もマシン語プログラムだけの場合と同様に／ＬＤコマントを使いますが、ＬＯＡＤ後にＢＡＳＩＣプログラ

ムをＬＩＳＴ表示可能にするため、ＢＳＳＥＴコマンドの実行が必要です。ファイルにＢＡＳＩＣプログラムが含まれて

いない場合や／ＬＤで４０００以外のアドレスを指定した場合、または／ＳＶでＢＲＯＭを実行しなかったか、ＳＡＶ

Ｅ開始アドレスを４０００にしなかった場合には、ＢＳＳＥＴコマンド入力時にＨＯＷ？が表示されます。 

 

［書式］／ＬＤ ファイルネーム，４０００ 

 

［使用例］ 

＞／ＬＤ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

２５４３ＢＹＴＥＳ ＬＯＡＤ 

＞ＢＳＳＥＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 

ＴＥＸＴ ４５００－６５４３ 

ﾍﾝｽｳ ＤＢＣ９－ＤＦＦＦ 

 



 

４章  マシン語モニタコマンドおよびシステム操作コマンド 

 

 

 メモリの内容をチェックしたり、部分的にマシン語のデータを変更したり、簡単なマシン語プログラムを書いて、

すぐに実行してみたい、というようなことがよくあります。 

 ＢＡＳＩＣの命令をダイレクトモードで実行してもそのようなことはできるのですが、ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣに含まれ

ている、マシン語モニタコマンドを利用すると、ＢＡＳＩＣとはまた異なった細かい操作が、簡単に行えます。 

 またマシン語モニタコマンドのほかに、ＺＢＫ．ＣＯＭ（ＺＢＫ．ＥＸＥ）にはファイル操作や終了処理などのシステ

ムコマンドも用意されています。これらのコマンドはＺＢＫボード単独で（ＲＯＭ化して）使用することはできません。

ＤＯＳ／Ｖパソコンと接続しているときのみ、パソコンのキーボードから入力して実行することができます。 

 ［注意］ＢＡＳＩＣのコマンドでもＬＩＳＴはＲＯＭ化することはできません。 

 

●コマンドとパラメータの区切りについて 

 

 旧システムではコマンドとパラメータの区切りとして ,（カンマ）を使っていましたがＢＡＳＩＣでは命令の後ろの

区切り（セパレータ）としてスペースを使っており、またアセンブラニーモニックも命令とオペランドとの区切りはス

ペースを使っている点を考えてＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣではコマンドの後ろの区切りマークとしてスペースを使うよう

に改めました。 しかしカンマでの使用に慣れているユーザーのためも考えて区切りマークとしてカンマも使える

ようにしてあります。この説明書の書式としては、セパレータとしてスペースを使ってあります。 

 

／ＢＯＯＴ ［省略形］無し 

 

 ブートプログラムに戻ります。通常の使い方では必要ありません。ブートプログラムについては１２章を参照し

てください。 

 

ＢＰ／ＲＴ／ＣＲ ［省略形］Ｂ．（ＲＴ、ＣＲの省略形は無し） 

            

［書式１］ＢＰ ａａａａ 

［書式２］ＢＰ ０ 

［書式３］ＢＰ Ｄ 

 

  ＺＢＫシステムではマシン語プログラムの開発、デバッグに役立つようＲＡＭ上に書かれたプログラムなら、ど

こでも実行中にブレイクできるようブレイクポイントが１カ所設定可能です。ただしＲＯＭ上のプログラムには使

用できません。（ＢＰはｂｒｅａｋ ｐｏｉｎｔの、またＲＴはｒｅｔｕｒｎの略です） 

 ａａａａは４桁の１６進数で、ブレイクしたいアドレスを指定します。 

例えば、下のようなプログラムを実行する場合を考えます。 

 

Ｃ０００ ２１００Ｃ１       ＬＤ ＨＬ,＄Ｃ１００ 

Ｃ００３ ７５      ＬＯＯＰ：ＬＤ （ＨＬ),Ｌ 

Ｃ００４ ２Ｃ           ＩＮＣ Ｌ 

Ｃ００５ Ｃ２０３Ｃ０       ＪＰ ＮＺ,ＬＯＯＰ 

Ｃ００８ Ｃ３３３１０       ＪＰ ＄１０３３ 

 

 このプログラムは＄Ｃ１００～＄Ｃ１ＦＦにデータ＄００～＄ＦＦを書きこむものです。 

  まず、ＣＭコマンドでＣ０００～Ｃ００Ａまでに上のマシン語プログラムを１バイトずつ入力します。 

 これを実行するにはＪＰ，Ｃ０００でよいのですが、この動作を確認したいと仮定します。 

 下のように入力してみます。 

 

＞ＢＰ Ｃ００３[Ｅｎｔｅｒ] 
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＞ＪＰ Ｃ０００[Ｅｎｔｅｒ] 

 

 すると下のような出力が得られます。 

A F  B C  D E  H L  A'F' B'C' D'E' H'L'  PC   SP   IX   IY  I  SZ H PNC  

xx44 xxxx xxxx C100 xxxx xxxx xxxx xxxx C003 F800 xxxx xxxx xx 01000100  

 

 ＢＰコマンドでアドレスを指定したうえで、マシン語のプログラムを実行させると、そのアドレスまで実行が進ん

だところで、そのアドレスの命令を実行する直前でブレイクしてその時の全レジスタの内容を表示してコマンド待

ちになります。 

  このプログラム例ではフラグレジスタ（Ｆ）、ＨＬレジスタ、プログラムカウンタ（ＰＣ）、スタックポインタ（ＳＰ）以外

は使用していないため、その他のレジスタの内容には意味はありません（誤解を避けるため、xxxx にしてありま

す）。 

 一番最後の８桁はフラグレジスタ（Ｆ）の内容をビット毎に表示したものです。 

 この状態は普通のコマンドモードと変わりないので、他のコマンドを受け付けることができます。例えばＤＭコ

マンドでメモリの内容を確認したりすることもできます。 

 必要な確認が全て済んで、以後の実行を継続したい時は 

 

＞ＲＴ[Ｅｎｔｅｒ] 

 

  と入力します。以後は普通に処理が終了します。 

 なおＢＰは続けてセットすることもできます。 

 上の状態でブレイクしているときに、下のように入力してみて下さい。 

 

＞ＢＰ Ｃ００５[Ｅｎｔｅｒ] 

＞ＲＴ[Ｅｎｔｅｒ] 

 

 再び、ブレイクしますが今度は下のようにＦ、ＨＬ、ＰＣが変化していることが確認できるはずです。 

A F  B C  D E  H L  A'F' B'C' D'E' H'L'  PC   SP   IX   IY  I  SZ H PNC  

xx00 xxxx xxxx C101 xxxx xxxx xxxx xxxx C005 F800 xxxx xxxx xx 00000000  

 

 ＄Ｃ００５ではフラグの内容がチェックされ、ＺフラグがＯＦＦならば再び＄Ｃ００３に戻って処理が続けられます。

フラグの内容を見てみると、右のフラグのビット表示は全て０になっていて、どのフラグもＯＦＦになっていること

がわかります。 

 そこで再びＢＰ Ｃ００３[Ｅｎｔｅｒ]とセットしたうえで、ＲＴ[Ｅｎｔｅｒ]を入力すると、今度はＣ００３でブレイクします。 

 なおブレイクポイントを設定するときは、必ず命令の１バイト目のアドレスを指定する必要があります。 

 上の例で、Ｃ０００、Ｃ００３、Ｃ００４、Ｃ００５、Ｃ００８は指定できますが、Ｃ００１、Ｃ００２、Ｃ００６、Ｃ００７、Ｃ０

０９、Ｃ００Ａを指定すると正しく実行されません。 

  ところが正しく指定しているにもかかわらず、指定アドレスによってはブレイクがかからないときがあります。 

 上のプログラム例では全部の命令が少なくとも一回は実行されますが、プログラムによっては、条件付の分

岐命令があって、条件によっては全く実行されない部分がでてきます。 

 そのような場合にはブレイクポイントを設定したにもかかわらず、ブレイクしないで処理が終了してしまいま

す。 

 このような場合には次のことに注意して下さい。 

 このブレイク動作は指定アドレスの命令を、ＦＦ（ＲＳＴ ７）で置きかえることで実現しています。ＣＰＵはＦＦコー

ドを見つけると＄００３８からの命令を実行しますが、このシステムでは、その＄００３８にブレイク処理ルーチン

が置いてあります。 

 ブレイクすると、ブレイク処理が行われると共に、ブレイクアドレスに、ＦＦのかわりにもとの命令コードをもどし

ます。ところがブレイクしないとこのＦＦが残ってしまいます。 

 例えば上の例で、ＢＰ Ｃ００３[Ｅｎｔｅｒ]を入力したあと、すぐにＣＭコマンドかＤＭコマンドでＣ０００～Ｃ００Ａの

内容を確認してみて下さい。Ｃ００３にＦＦが入っているのが確認できます。 
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 ブレイクしないために残ってしまったＦＦコードをもとの命令コードに戻すには、 

 

＞ＢＰ ０[Ｅｎｔｅｒ]  ……（書式２） 

 

 と入力します（もう一度Ｃ０００～Ｃ００Ａの内容を確認してみて下さい。Ｃ００３にＦＦが入っていたのが元の７５

に戻っているはずです）。 

  ブレイクポイントがセットされたままになっているかどうかはっきりしない時は、下のようにＢＰ Ｄ[Ｅｎｔｅｒ]と入

力すればわかります。セットされているときはそのアドレスが表示されます。 

 

＞ＢＰ Ｄ[Ｅｎｔｅｒ]  ……（書式３） 

Ｃ００３ ………ＢＰアドレスが表示される。ＢＰがセットされていない時は何も表示されない 

 

［注意］ 

 リセットすると、ＢＰがセットされたままになっていても、ＦＦコードがプログラム内に残されたままで、ＢＰ関係の

制御情報はクリアされてしまいます。そうなった後で、ＢＰ ０［Ｅｎｔｅｒ］を実行してもＦＦはもとに戻りませんし、Ｂ

Ｐ Ｄ［Ｅｎｔｅｒ］を実行しても何も表示されません。 

 

［ＣＲコマンド］ 

 プレイクしたアドレスから続きを実行するときにレジスタの値を変更すると都合がよい場合があります。ループ

しているプログラムの動作をデバッグしていて、ループカウンタの途中のある値の近くを詳しく調べたいときなど

があります。１０００回のループの終りの２０回くらいをチェックしたいときに９８０回もＢＰ／ＲＴを繰り返すのでは

疲れてしまいます。このときループカウンタとしてメモリのワークエリアを使っていれば、ループで一旦ブレイクし

ループカウンタの値をＣＭコマンドで変更しておいて（１０００を２０にしてしまいます。同時にループ回数に伴っ

て変化するワークエリアがあれば、それも合理的な値に直します。）、ループ内の次のプレイクポイントを設定し

てＲＴコマンドを実行すれば、９８０回を一度で済ますことができます。 

 ＣＲコマンドはＡ、Ｂ、ＣなどのＣＰＵレジスタもメモリのワークエリアと同じように変更できる機能です。 

 ブレイクしているときに、ＣＲ［Ｅｎｔｅｒ］と入力します。 

 ブレイク直後と同じレジスタ表示が行われます。 

>CR[Enter] 

A F  B C  D E  H L  A'F' B'C' D'E' H'L'  PC   SP   IX   IY  I  SZ H PNC 

3785 0004 0000 C6BE 502C 0000 0000 0000 25C5 F7EA 204B 0182 FE 10000101 

  

↑カーソルが表示されます。［↑］［→］で変更したい値を書き換えます。スクリーンエディタが働いていますから

レジスタ全部でも１レジスタでもフラグのみでも変更できます。変更する必要のないレジスタはそのままにしてお

きます。例としてＡ＝５０、ＨＬ＝１２３４、キャリーフラグＯＦＦに書き換えてみます。 

A F  B C  D E  H L  A'F' B'C' D'E' H'L'  PC   SP   IX   IY  I  SZ H PNC 

5085 0004 0000 1234 502C 0000 0000 0000 25C5 F7EA 204B 0182 FE 10000100  

 必要な変更が済んだら、［Ｅｎｔｅｒ］を入力します。カーソルはこの行の中ならどこにあっても構いません。［Ｅｎｔ

ｅｒ］入力によってレジスタが更新されます。そして更新結果がすぐ下に表示されます。 

A F  B C  D E  H L  A'F' B'C' D'E' H'L'  PC   SP   IX   IY  I  SZ H PNC 

5084 0004 0000 1234 502C 0000 0000 0000 25C5 F7EA 204B 0182 FE 10000100 

> 

[注意１] 

 フラグレジスタの変更は右のビット表示の部分で行います。左のＡＦの部分を書き換えても更新はできません。

ビット部分を書きかえることで、結果のＡＦレジスタ部分が更新されます（上例でＦレジスタが８５から８４に変化し

ていることを確認してください）。 

［注意２］ 

 カーソルを他の行に移動してはいけません。通常の＞表示によるコマンド入力待ちのスクリーンエディタとは

違うルーチンで入力しますから、他の行で［Ｅｎｔｅｒ］を入力するとエラーになります。 

［注意３］ 



 ＣＲはブレイク中にレジスタの値を変更し、その後にＲＴで中断中のプログラムを再開することを前提にしてい

ます。その他のタイミングで使用しても無意味です（システムには影響を与えません）。 

［注意４］ 

 ＣＲは繰り返して実行できますが、値の更新はＣＲコマンド入力直後のレジスタ表示の時のみ有効です。普通

のブレイク表示の時やＣＲでの値の更新後の［Ｅｎｔｅｒ］入力により表示されたレジスタ表示行に対して更新作業

はできません。もう一度更新したいときはあらためて、ＣＲコマンドを入力します。 

 

●以上のコマンドを下にまとめて整理しておきます。 

 

①ＢＰ ａａａａ  ブレイクしたいアドレスをセットする。命令コードの１バイト目のアドレスを指定する。先の例でＢ 

          Ｐ Ｃ００３はよいが、ＢＰ Ｃ００２やＢＰ Ｃ００１は不可。また、ＲＯＭ上のプログラムにはセット 

          できない 

②ＢＰ ０    ブレイクポイントを解除する。 

③ＢＰ Ｄ    ブレイクポイントがセットされているときはそのアドレスを表示する 

④ＲＴ      ブレイクしていたアドレスから以後を続けて実行する。 

⑤ＣＲ      ブレイク後にレジスタの値を更新してＲＴによる実行再開に反映させる 

 

［注記１］ 

 すでに説明したように、このブレイクの機能は、ＲＳＴ ７（ＦＦ）を利用しているため、ブレイクポイントがセットさ

れているときに、マシン語プログラムのミスなどで暴走した結果、別のアドレスでたまたまＦＦコードに行きつくと、

ブレイクポイント以外の部分でもブレイクしてしまうことがあります。 

［注記２］ 

 ユーザープログラム内でＳＰに新しい値を設定しない場合には、システムスタック（＄Ｆ４９０～＄Ｆ７ＦＦ）がそ

のまま使用されることになります。 

 ＢＰの設定により、実行途中でブレイクするといままでユーザーが使用していたスタックをシステムが使用する

ことになります。そのままではスタック内容が変化してしまうため、ＲＴコマンドでユーザープログラムの実行を再

開した場合に、正しく実行されなくなります。 

 そこでこのシステムでは、通常使われるスタックを７６８バイトと仮定し、＄Ｆ５００～＄Ｆ７ＦＦの内容を、ブレイ

ク時に別のエリア（＄Ｅ５００～＄Ｅ７ＦＦ）に一時待避します。そしてＲＴコマンドが入力されると、この待避データ

をもとの＄Ｆ５００～に戻した上で、ユーザープログラムにリターンします。 

 ブレイク時のスタックの状態を確認したい場合に、もしシステムスタックをそのまま利用している場合には、こ

の＄Ｅ５００～＄Ｅ７ＦＦを見るようにします（ＤＭ Ｅ５００，Ｅ７ＦＦ[Ｅｎｔｅｒ]を入力する）。 

 

ＢＲＯＭ  ［省略形］ＢＲ． ＢＲＯ． 

 

 ＢＡＳＩＣプログラムの開始アドレスと終了アドレスを＄４０００～＄４００３の制御エリアに書込みます。 

 ＄４０００～＄４００３はＢＡＳＩＣプログラムのＲＯＭ化に必要なエリアです。ここに正しい情報が書き込まれて

いないと、ＲＯＭ化してもシステムはＢＡＳＩＣプログラムＲＯＭと判断しないでエラーメッセージを表示します。 

 Ｗ２５６ Ｂ、Ｗ１Ｍ ＢコマンドはＢＲＯＭコマンドの機能を含むため、あらためてＢＲＯＭコマンドを実行する必

要はありません。 

 ／ＳＶコマンドでＢＡＳＩＣプログラムとマシン語プログラムをバイナリファイルとして一括保存することができま

すが、その場合には、／ＳＶにさきだってＢＲＯＭの実行が必要です。 

 

ＢＳＳＥＴ ［省略形］ＢＳ． ＢＳＳ． ＢＳＳＥ． 

 

  バイナリイメージでロードしたＢＡＳＩＣプログラムをＬＩＳＴ表示可能な形にします。 

 ／ＳＶコマンドでＢＡＳＩＣプログラムとマシン語プログラムを一括保存したバイナリファイルもマシン語のみのバ

イナリファイルと同様に／ＬＤコマンドでＲＡＭに読み込むことができますが、そのままではＢＡＳＩＣプログラムも

バイナリのままなのでＬＩＳＴ表示させることはできません。ＢＳＳＥＴコマンドによってＬＩＳＴ表示が可能になり、編

集や追加、削除などができるようになります。 
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［使用例］ 

＞／ＬＤ ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

＞ＢＳＳＥＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 

ＴＥＸＴ ４５００－６５４３ 

ﾍﾝｽｳ ＤＢＣ９－ＤＦＦＦ 

 

／ＣＬＯＳＥ（ＵＳＢ接続のみ）［省略形］なし 
 
 ＺＢＫが起動中に作成されつつあるログファイルはそのＺＢＫを終了するまではテキストエディタなどで参照す

ることができません。 
 ＵＳＢ接続の場合には／ＣＬＯＳＥコマンドが用意されており、任意の時点で／ＣＬＯＳＥ［Ｅｎｔｅｒ］と入力すると

一旦ログファイルがクローズされ、その日時をファイルネームとするログファイルが新たに作られます。クローズ

されたログファイルはＺＢＫを終了しなくてもテキストエディタなどで参照することができます。 

ＣＭ  ［省略形］Ｃ． 

 

［書式］ＣＭ ａａａａ 

 

 指定アドレス（ａａａａ）のメモリの内容を１バイトずつ１６進数で表示し、キーボードから入力する１６進数と置き

換えます。（ａａａａは４桁の１６進数） 

 マシン語で簡単なプログラムを書きたい時や、数バイト～数十バイト程度のメモリ内容を書き換えたい時など

に使うと便利です。（ＣＭはｃｈａｎｇｅ ｍｅｍｏｒｙの略です） 

  なおこの機能はＲＡＭに対して有効です。指定したアドレスがＲＯＭであった場合でも、エラーメッセージは出

ずに一応は正常に実行されますが、メモリの中味は書き換えられません。 

 

［使用例］ 

①内容を確認する 

＞ＣＭ ８１００[Ｅｎｔｅｒ] 

８１００ ２Ａ－[Ｓｐａｃｅ]   指定したアドレスとそのメモリの内容が表示される。このままの内容でよい場合には 

８１０１ ８７－        スペースキーを押すと、次のアドレスが同じように続けて下に表示される 

 

②内容を更新する 

８１００ ２Ａ－３１  下線部のように入力する。[Ｅｎｔｅｒ]は必要無い。０～Ｆ以外のキーを押すと？が出てもう一 

８１０１ ８７－    度同じアドレスが表示される。データ（２桁の１６進数）を入力すると、次のアドレスが同じよ 

            うに続けて表示される 

 

③前のアドレスに戻る 

８１００ ２Ａ－３１   入力ミスなどでもう一度前のアドレスに戻りたいときは[←] を押す。前のアドレスとその 

８１０１ ８７－［←］   内容が下に表示される 

８１００ ３１－      

 

④処理の終了 

 この作業を打ち切りたい時は［Ｅｎｔｅｒ］を押すか又は[Ｃｔｒｌ]Ｂ を入力します。するとプロンプトマーク（＞）が出

てコマンド入力待ちに戻り、カーソルマークが表示されます。 

 この時までに行った書き換え作業はすでに実行済みなので、処理を打ち切っても取り消しはできません。 

 

［注意］ 

 スペースキー、[←] 、[Ｅｎｔｅｒ]、[Ｃｔｒｌ]Ｂ は１桁目のデータ入力では有効ですが、２桁目の入力では受け付 

けられません。？マークが表示されます。 
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８１０５ ３Ａ－     ここでのスペースキー、[←] 、[Ｅｎｔｅｒ]、[Ｃｔｒｌ]Ｂ[の入力は有効 

８１０５ ３Ａ－５    ここでスペースキー、[←] 、[Ｅｎｔｅｒ]、[Ｃｔｒｌ]Ｂを入力すると？が出る 

 

ＣＰ ［省略形］なし 

 

［書式］ＣＰ ａａａａ,ｂｂｂｂ,ｃｃｃｃ 

 

  指定アドレス範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のメモリの内容を、指定アドレス（ｃｃｃｃ）からはじまるメモリの内容と１バイ

トずつ比較し、一致しない場合はそのアドレスとデータを表示します。一致した箇所は表示されません。（ＣＰはｃ

ｏｍｐａｒｅの略です） 

  比較作業が完了すると、ＥＮＤ＝ｂｂｂｂと表示して、コマンドモードに戻ります。 

 ａａａａ、ｂｂｂｂ，ｃｃｃｃは４桁の１６進数で、ｃｃｃｃに制限はありませんが、ａａａａ≦ｂｂｂｂでなければいけません。

ａａａａ＞ｂｂｂｂのときはＨＯＷ？メッセージが出ます。 

 

ＣＳ ［省略形］なし 

 

  指定範囲のメモリの内容を１バイトずつ加算して、そのトータル値を１６進４桁で表示します（ＣＳ＝Ｃｈｅｃｋ Ｓ

ｕｍ）。 

 

［書式］ＣＳ ａａａａ，ｂｂｂｂ 

 

 ａａａａは開始アドレス、ｂｂｂｂは終了アドレスです。 

 

ＤＭ ［省略形］Ｄ． 

 

［書式］ＤＭ ａａａａ,ｂｂｂｂ 

 

 ＣＭが１バイトずつの表示であったのに対し、ＤＭコマンドは指定した範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のメモリ内容を１行

１６バイトずつ表示します。（ＤＭはｄｕｍｐ ｍｅｍｏｒｙ ＆ ｒｅｓｔｏｒｅの略です） 

 ａａａａ、ｂｂｂｂは４桁の１６進数でａａａａ≦ｂｂｂｂでなければいけません。ａａａａ＞ｂｂｂｂのときはＨＯＷ？メッセ

ージが出ます。 

 １行１６バイトで表示する結果、最後の行が１６バイトに満たなくなった場合でも、指定範囲を越えて１６バイト

分の表示が行われます。 

 メモリ内容の表示はＣＭと同じように１６進数２桁で行い、さらに各行の右側にその１６進数を文字コード（ＪＩＳ、

ＡＳＣＩＩ）とみなして、対応する文字を一緒に表示します。（＄００～＄１Ｆ、＄８０～＄９Ｆ、＄Ｅ０～＄ＦＦのコード

に対しては、ピリオド（ ．）が表示されます） 

 

／ＥＸＩＴ ［省略形］なし 

 

 ＺＢＫシステムを終了します。ログファイルもクローズされます。 

ＺＢＫシステムの終了は／ＥＸＩＴのほか［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］入力でも行えますが、プリンタポート接続の場合、［Ｃｔｒｌ］

＋［Ｃ］で終了するとログファイルが正しく保存されません。ＵＳＢ接続の場合には［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］で終了してもログ

ファイルは正しく保存されます。 

 

ＪＰ ［省略形］Ｊ． 

 

［書式］ＪＰ ａａａａ 

 

  指定する１６進アドレス（ａａａａ）にジャンプします。（ＪＰはｊｕｍｐの略です） 

  ユーザーが書いたマシン語のプログラムを実行する場合に使います。そのプログラムの先頭アドレスを指定
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することによって、これ以後はＣＰＵの制御はユーザープログラムに移ります。 

 

●ユーザープログラムの終りの処理 

 ユーザープログラムの最後の命令は重要です。ＢＡＳＩＣプログラムなら終りっぱなしでも構いませんが、マシ

ン語プログラムを終りっぱなしにすると大抵は暴走して止まらなくなったりハングＵＰしてしまいます。 

 ユーザープログラムの最後にはシステムのリエントリアドレスへのジャンプ命令を書いてください。リエントリア

ドレスは＄１０３３です。 

 ＪＰ ＄１０３３（コード Ｃ３３３１０）と書いてください。 

 ユーザープログラムの最後にＪＰ ＄１０３３があるとユーザープログラム終了後そのままシステムのリエントリ

プログラムが実行されます。そこではスタックの値やその他システムの処理を継続するのに必要なワークアドレ

スの値が再設定されるため、ユーザーは終りっぱなしに近い感覚でプログラムを終ることができます。 

 

［参考］ＵＳＲ命令 

 マシン語のユーザープログラムを実行するには、このＪＰコマンドの他にＢＡＳＩＣのＵＳＲ（＄ａａａａ）命令も使え

ます。 

 ＵＳＲ（＄ａａａａ）もコマンドモードで実行すれば、動作はこのＪＰコマンドと同じになります。 

 終わりの処理は、ＪＰの場合には既に説明したように、＄１０３３へのジャンプ命令でなければいけませんが、

このＵＳＲ命令の場合には、ＲＥＴ命令で終わることもできます（ＵＳＲ命令をＢＡＳＩＣプログラム中で使う場合に

は、終わりは必ずＲＥＴ命令でなければいけません）。 

 ただし終わりがＲＥＴ命令の場合には、プログラム中でＳＰの値を不用意に変更してはいけません。ＰＵＳＨ、Ｐ

ＯＰの使い方にも注意して、ユーザープログラムのスタート時のＳＰの値と、最後のＲＥＴ命令の実行直前のＳＰ

の値が同じになるように注意する必要があります。 

 

／ＬＤ  ［省略形］なし 

 

［書式］／ＬＤ ファイルネーム，ａａａａ 

 

 バイナリファイルをＲＡＭの指定アドレスにロードします。ファイル名にはドライブ名やディレクトリ名も付加する

ことができます。ａａａａは４桁の１６進数でＬＯＡＤ先のＲＡＭアドレスを示します。ａａａａを省略することはできま

せん。ファイルがみつからないときは ＦＩＬＥ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ と表示されます。 

 ／ＳＶでＢＡＳＩＣプログラムとマシン語サブルーチンを一括して保存作成したファイルの場合にはロード後にＢ

ＳＳＥＴコマンドでＢＡＳＩＣプログラムをＬＩＳＴ表示可能な形にすることができます（使用例２）。 

 

［使用例１］ 

＞／ＬＤ ＴＥＳＴ＿ＳＵＢ．ＢＩＮ，４００４［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

［使用例２］ 

＞／ＬＤ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

＞ＢＳＳＥＴ［Ｅｎｔｅｒ］ 

ＴＥＸＴ ４５００－６５４３ 

ﾍﾝｽｳ ＤＢＣ９－ＤＦＦＦ 

 

ＭＶ ［省略形］Ｍ． 

 

［書式］ＭＶ ａａａａ,ｂｂｂｂ,ｃｃｃｃ 

 

  指定アドレス範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のメモリの内容を、指定アドレス（ｃｃｃｃ）からはじまるメモリエリアに転送し

ます。（ＭＶはｍｏｖｅの略です） 

 この転送作業によってもとのメモリエリア（ａａａａ～ｂｂｂｂ）の内容は変化しません。 

 ただしもとのメモリエリアと転送先のメモリエリアに重なりがある場合には、重なった部分のメモリ内容は転送

 27 



後の内容に置き代わります（メモリエリアの重なり方に制限はありません。どういう重なり方でも、正しく転送され

ます）。 

 ａａａａ、ｂｂｂｂ，ｃｃｃｃは４桁の１６進数で、ｃｃｃｃに制限はありませんが、ａａａａ≦ｂｂｂｂでなければいけません。

ａａａａ＞ｂｂｂｂのときはＨＯＷ？メッセージが出ます。 

 転送先のメモリエリアがＲＯＭの場合でもエラーにはなりませんが、結果的には書き込みができないため、実

行されなかったのと同じことになります。 

 元のメモリエリアはＲＡＭでもＲＯＭでも構いません。 

 

［注意］ 

 このコマンドは、指定範囲のメモリ内容がプログラムであっても、ただのデータとしてそのまま転送します。 

 したがって例えばＣ０００から実行される形で書かれたマシン語のプログラムをこのコマンドで他のアドレス（例

えばＢ０００）に移動させた場合、そのアドレスではそのプログラムは実行できないことに注意して下さい。 

 そのプログラムを他のアドレスで実行できるように移動したい場合には、一度逆アセンブラ（ＺＤＡＳ．ＣＯＭ）に

かけて、ソースプログラムを再生した後、アセンブラ（ＺＡＳＭ．ＣＯＭ）で、そのアドレスにオブジェクトプログラム

を作るようにします（詳しくは９章を参照して下さい）。 

 

Ｒ６４／Ｒ１２８／Ｒ２５６ ［省略形］なし 

 

 開発セットについているＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲを実装して、ブルーの書き込み用ソケットに書込み済みのＲＯＭをセ

ットして、このコマンドを実行するとＲＯＭからＲＡＭのテキストエリア（＄４０００～）にＲＯＭの内容がそのままＣ

ＯＰＹされます。Ｒ６４は２７Ｃ６４、Ｒ１２８は２７Ｃ１２８、Ｒ２５６は２７Ｃ２５６に対するコマンドです。 

＞Ｒ６４［Ｅｎｔｅｒ］ ２７Ｃ６４の内容が４０００～５ＦＦＦに読み込まれる 
＞Ｒ１２８［Ｅｎｔｅｒ］ ２７Ｃ１２８の内容が４０００～７ＦＦＦに読み込まれる 
＞Ｒ２５６［Ｅｎｔｅｒ］ ２７Ｃ２５６の内容が４０００～ＢＦＦＦに読み込まれる。ＲＯＭの前半１６ＫＢが８０００～ＢＦＦＦ

に、後半１６ＫＢが４０００～７ＦＦＦに入る。 
 

［注意］ 

 書き込み用ソケットは通電状態でＲＯＭをセットするため、逆差しをするとその瞬間にＲＯＭが破損することに

なります。十分注意して作業してください。 

 

Ｒ１Ｍ Ｂ／Ｒ６４ Ｂ／Ｒ１２８ Ｂ／Ｒ２５６ Ｂ ［省略形］なし 

 

 開発セットについているＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板とＺＢＫボードとを第５章で説明する方法で接続して、ブルーの

書き込み用ソケットに、ユーザーのＢＡＳＩＣプログラム書込み済みのＲＯＭをセットして、このコマンドを実行する

とＲＯＭからＲＡＭのテキストエリア（＄４０００～）にユーザーのＢＡＳＩＣプログラム（およびマシン語サブルーチ

ン）がＣＯＰＹされ、実行、デバッグが可能になります。Ｒ１Ｍ Ｂは２７Ｃ０１０（２７Ｃ１００１）、Ｒ６４ Ｂは２７Ｃ６４、

Ｒ１２８ Ｂは２７Ｃ１２８、Ｒ２５６ Ｂは２７Ｃ２５６に対するコマンドです。 

 

＞Ｒ１Ｍ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］ 

ＴＥＸＴ ５０００－９２３５  ……ＢＡＳＩＣプログラムの格納されたエリア 

ヘンスウ Ｃ６５１－ＤＦＦＦ  ……使用している変数エリア 

（Ｒ６４ Ｂ、Ｒ１２８ Ｂ、R２５６ Ｂの場合も実行結果の表示は同じです。） 

［注記］ 

 ＲＯＭにユーザーのＢＡＳＩＣプログラムが正しく書かれていないと、ＨＯＷ？と表示されます。 

［注意］ 

 書き込み用ソケットは通電状態でＲＯＭをセットするため、逆差しをするとその瞬間にＲＯＭが破損することに

なります。十分注意して作業してください。 

 

ＲＲＢ ［省略形］なし 
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 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫのシステムＲＯＭにユーザーのＢＡＳＩＣプログラムが書きこまれている場合にＲ

ＲＢ［Ｅｎｔｅｒ］を実行すると、ＲＡＭのテキストエリア（＄４０００～）にユーザーのＢＡＳＩＣプログラム（およびマシン

語サブルーチン）がＣＯＰＹされ、実行、デバッグが可能になります。 

 Ｒ１Ｍ Ｂ が書込済ＲＯＭをＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲから読みこむのに対し、ＲＲＢは使用中のシステムＲＯＭからユ

ーザーのＢＡＳＩＣプログラム部分を読みこみます（この機能はＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板のＷＲＩＴＥＲ部分を必要と

しません。プリンタポート接続の場合にはＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板を接続する必要はありません。ＵＳＢ接続の場

合も５章のＷＲＩＴＥＲのための接続をする必要はありません）。 

 

＞ＲＲＢ［Ｅｎｔｅｒ］ 

ＴＥＸＴ ４００４－４７８Ａ  ……ＢＡＳＩＣプログラムの格納されたエリア 

ヘンスウ ＤＥＦ７－ＤＦＦＦ  ……使用している変数エリア 

 

［注記］ 

 システムＲＯＭにユーザーのＢＡＳＩＣプログラムが正しく書かれていないと、ＨＯＷ？と表示されます。 

 

ＳＤ ［省略形］なし 

 

［書式１］ＳＤ ａａａａ，ｂｂｂｂ，ｈｈｈｈｈｈ…… 

［書式２］ＳＤ ａａａａ，ｂｂｂｂ，”文字列” 

 

 指定アドレス範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のメモリをサーチし、指定データと同じ内容をみつけると、その前後の３２バ

イトを表示します（ＳＤ＝Ｓｅａｒｃｈ Ｄａｔａ）。 

 ［書式１］は指定データを１６進数で示したもので、データの組合せに制限はありません。 

 ［書式２］は指定データを文字列で示します。したがってサーチできるデータは文字コードに限られます。 

 

［使用例］ 

>SD 5000,57FF,C33310[Enter] 

 

51C3  11 55 1F C3 CC 11 11 5B 1F CD 61 11 AF CD 18 10  .U.ﾃﾌ..[.ﾍ a.ｯﾍ.. 

51D3  C3 33 10 CD E0 11 7C FE FF CA BD 11 C9 21 00 00  ﾃ 3.ﾍ..:..ﾊｽ.ﾉ!..  

 

5289  00 DB 01 E6 50 C9 CD 86 12 C0 CD A2 15 CD 03 1A  .ﾛ..P ﾉﾍ .ﾀﾍ｢.ﾍ..  

5299  C3 33 10 CD 6F 11 0E 06 1A 6F 13 1A 67 13 CD 5D  ﾃ 3.ﾍ o....o..g.ﾍ]  

 

>SD 4000,4FFF,"ERR" [Enter] 

 

4641  55 54 D2 45 41 44 D2 45 53 54 4F 52 45 CF 4E 20  UT ﾒ EAD ﾒ ESTORE ﾏ N  

4651 45 52 52 4F 52 20 47 4F 54 4F D2 45 53 55 4D 45  ERROR GOTO ﾒ ESUME   

 

／ＳＶ  ［省略形］Ｃ． 

 

［書式］／ＳＶ ファイルネーム，ａａａａ，ｂｂｂｂ 

 

 指定アドレス範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のマシン語プログラム（データ）をファイル名をつけてディスクに保存します。

ａａａａ，ｂｂｂｂは４桁の１６進数でａａａａ＜＝ｂｂｂｂです。ファイル名はＭＳＤＯＳの規則に従います。マシン語プロ

グラムはＺ８０アセンブラによってバイナリファイルを作成することができますから、このコマンドを使うことは希で

す。ＢＡＳＩＣプログラムとマシン語サブルーチンを一括して保存する目的で使うと効果的です（使用例２）。その

場合には／ＳＶコマンドにさきだってＢＲＯＭコマンドの実行が必要です。［使用例２］ではユーザープログラムの

ＲＯＭイメージを保存することと同じです。この場合も拡張子は任意につけられます。 
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［使用例１］ 

＞／ＳＶ ＴＥＳＴ＿ＳＵＢ．ＢＩＮ，４００４，４３６５［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

［使用例２］ 

＞ＢＲＯＭ［Ｅｎｔｅｒ］ 

４５００－５７３２ 

＞／ＳＶ ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００，５７３２［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

［注記］ 

 ファイル名は名前部が８桁以内の英数字および－＿で拡張子は３桁以内です。拡張子は任意です。付けなく

ても構いません。ファイル名にはドライブ名やディレクトリ名も付加することができます。 

例： ／ＳＶ Ａ：￥ＢＡＳＩＣ￥ＴＥＳＴＰＲＯ．ＲＯＭ，４０００，７ＦＦＦ 

［注意１］ 

 使用例２ではａａａａは必ず４０００にします。先にＢＲＯＭを実行しておなかいと、／ＬＤ作業でＢＡＳＩＣプログラ

ムを再生させることができません。ｂｂｂｂはＢＲＯＭの実行により表示される２番目のアドレス値にします。使用

例でａａａａ，ｂｂｂｂは４５００，５７３２ではなくて４０００，５７３２になる点に注意してください 

［注意２］ 

 使用例２で保存したファイルにはＢＡＳＩＣプログラムも含まれていますがバイナリイメージで保存しているため、

Ｎｏｔｅｐａｄなどのテキストエディタで参照することはできません。 

 

Ｗ１Ｍ Ｂ［省略形］なし 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫのシステムＲＯＭ（２７Ｃ０１０）にユーザー用ＢＡＳＩＣプログラムを書き込みます。

第５章および第６章参照。 

 

＞Ｗ１Ｍ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力することでＲＡＭのＢＡＳＩＣプログラム（およびマシン語サブルーチン）がＲＯＭに書込まれます。書込み

中は＊が左から右に表示されていきます。＊１個が２５６バイト書込み済みを示します。 

 書き込み中にエラーが発生すると書き込みを打ち切り、そのときのアドレスとその後ろにもとのデータとそれに

対するエラーデータを表示したあと、その下にＥＲＲ，Ｗと表示してコマンドモードに戻ります。 

 

Ｗ１Ｍ Ｓ［省略形］なし 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫのシステムＲＯＭ（２７Ｃ０１０）の複製を作ります。ユーザーのプログラムはコピ

ーされません。ユーザーのプログラム部分は前述の Ｗ１Ｍ Ｂコマンドを使います。第５章および第６章参照。 

 

＞Ｗ１Ｍ Ｓ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力することでシステムプログラムがＲＯＭに書込まれます。書込み中は＊が左から右に表示されていきま

す。＊１個が２５６バイト書込み済みを示します。 

 書き込み中にエラーが発生すると書き込みを打ち切り、そのときのアドレスとその後ろにもとのデータとそれに

対するエラーデータを表示したあと、その下にＥＲＲ，Ｗと表示してコマンドモードに戻ります。 

 

Ｗ２５６ ［省略形］なし 

 

［書式］Ｗ２５６ ａａａａ,ｂｂｂｂ 

 

 ２７Ｃ２５６用の書き込みコマンドです。 

 ａａａａ、ｂｂｂｂは４桁の１６進数でそれぞれもとになるメモリの、書き込みを開始したいアドレスと、書き込みを終

了したいアドレスを示します。 

 ＄４０００～＄７ＦＦＦが書き込み用ＲＯＭの後半１６ｋＢに対応し、＄８０００～＄ＢＦＦＦが前半１６ｋＢに対応し
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ます（５章ＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲ ３．１ もとになるデータがＲＯＭの場合［注意３］参照）。しかしコマンドパラメータと

しては必ずａａａａ＜＝ｂｂｂｂです。 

 Ｗ２５６ ４０００，ＢＦＦＦ （正） 

 Ｗ２５６ ８０００，７ＦＦＦ （誤） 

 

 Ｗ２５６ ４０００，ＢＦＦＦ[Ｅｎｔｅｒ]と入力すると、＊が左から右に表示されていきます。＊１個が２５６バイト書込

み済みを示します。２７Ｃ２５６は３２ＫＢですから４０００～ＢＦＦＦまで書く場合には＊が１２８個表示されることに

なります。 

 書き込み中にエラーが発生すると書き込みを打ち切り、そのときのアドレスとその後ろにもとのデータとそれに

対するエラーデータを表示したあと、その下にＥＲＲ，Ｗと表示してコマンドモードに戻ります。 

 

［注記］ 

 部分的に書き込むことも可能です。 

  ＲＯＭの先頭から書き込まなくても、途中からでも書き込みを開始できます。 たとえばＷ２５６ ４０００,４３５Ｆ

とか、Ｗ２５６ ５３００,５６ＥＦというような指定をしても構いません。 

  途中のアドレスを指定した場合は、ＲＯＭの先頭から書き込まれるのではなく、対応するアドレス位置から書

き込みが開始されます。 

 

Ｗ２５６ Ｂ［省略形］なし 

 

 ＺＢ１１Ｖ３、ＺＢ１１Ｖ２用のＢＡＳＩＣプログラムＲＯＭ作成コマンドです。 

＞Ｗ２５６ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］と入力することで、ＲＡＭのＢＡＳＩＣプログラム（およびマシン語サブルーチン）が２７Ｃ２５

６に書込まれます。 

 

ＸＤ ［省略形］なし 

 

［書式１］ＸＤ ａａａａ，ｂｂｂｂ，ｎｎｎｎ……，ｍｍｍｍ…… 

 

 指定アドレス範囲（ａａａａ～ｂｂｂｂ）のメモリをサーチし、指定データ（ｎｎｎｎ……）と同じ内容をみつけるとその

前後の３２バイトを表示したのち、ｍｍｍｍ……で置きかえます（ＸＤ＝Ｅｘｃｈａｎｇｅ Ｄａｔａ）。 

 ｎｎｎｎ……，ｍｍｍｍ……は１６進２桁を単位として複数バイト記述できます。ｎｎｎｎ……，ｍｍｍｍ……は同

じ長さでなければいけません。 

 

［使用例］ 

>XD 5000,57FF,C33310,C33010[Enter] 

 

51C3  11 55 1F C3 CC 11 11 5B 1F CD 61 11 AF CD 18 10  .U.ﾃﾌ..[.ﾍ a.ｯﾍ.. 

51D3  C3 33 10 CD E0 11 7C FE FF CA BD 11 C9 21 00 00  ﾃ 3.ﾍ..:..ﾊｽ.ﾉ!..  

 

5289  00 DB 01 E6 50 C9 CD 86 12 C0 CD A2 15 CD 03 1A  .ﾛ..P ﾉﾍ .ﾀﾍ｢.ﾍ..  

5299  C3 33 10 CD 6F 11 0E 06 1A 6F 13 1A 67 13 CD 5D  ﾃ 3.ﾍ o....o..g.ﾍ]  

 

>SD 5000,57FF, C33010[Enter] 

 

51C3  11 55 1F C3 CC 11 11 5B 1F CD 61 11 AF CD 18 10  .U.ﾃﾌ..[.ﾍ a.ｯﾍ.. 

51D3  C3 30 10 CD E0 11 7C FE FF CA BD 11 C9 21 00 00  ﾃ 3.ﾍ..:..ﾊｽ.ﾉ!..  

 

5289  00 DB 01 E6 50 C9 CD 86 12 C0 CD A2 15 CD 03 1A  .ﾛ..P ﾉﾍ .ﾀﾍ｢.ﾍ..  

5299  C3 30 10 CD 6F 11 0E 06 1A 6F 13 1A 67 13 CD 5D  ﾃ 3.ﾍ o....o..g.ﾍ]  
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５章  ＲＯＭ  ＷＲＩＴＥＲ 

 

 

 ＺＢＫ開発セットには紫外線消去型ＲＯＭの２７Ｃ２５６／２７Ｃ０１０用のＷＲＩＴＥＲボードが含まれていて簡単

なコマンドで高速書き込みができるようになっています。 

  ＲＯＭにデータを書き込むためには、＋５Ｖのほかに＋１２．５Ｖの電圧が必要です。また高速書き込みをする

には、ＲＯＭのＶCC を＋６Ｖにしなければなりません。 

 ＺＢＫ開発セットのＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲはそれらの電圧をすべてボード内のＤＣ／ＤＣ回路によって、＋５Ｖから作

り出しているため他の電圧は必要ありません。 

 

 この章では、ＲＯＭへの書き込み方法について説明します。 

 なおＢＡＳＩＣプログラムをＲＯＭ化する場合や、すでにＲＯＭ化したＢＡＳＩＣプログラムを修正する場合には次

の６章も参照して下さい。 

 

１． ＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲの接続 
 
［ＵＳＢ接続の場合］ 

ＺＢＫシステムを終了し、ＺＢＫボードの電源をＯＦＦにした状態で接続作業をします。 
ＲＯＭＷＲＩＴＥＲの機能を使う時にはＬＣＤ表示器は接続できません。ＬＣＤ表示器は外してください。 
ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋの３個のコネクタとＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板の裏側のコネクタが合うようにＵＳＢ

／ＷＲＩＴＥＲ基板を上にして重ねます。ＵＳＢケーブル、２６ｐフラットケーブルもつないだままにします。 

この状態にしてから、ＺＢＫボードの電源をＯＮにしてＺＢＫシステムを起動します。起動の方法は今までの説

明と同じです。この状態でもプログラム開発操作などは通常と同じように行えますが、ＬＣＤ表示、２３２Ｃ機能は

使うことができません。 
 
［プリンタポート接続の場合］ 
 プリンタポート接続ではＺＢＫボードに直接１０ｐフラットケーブルコネクタを接続して、ＤＯＳ／Ｖパソコンにプリ

ンタポート接続をして使いますが、ＲＯＭＷＲＩＴＥＲを使うときは、ＵＳＢ接続と同じようにＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板

とＺＢＫボードとを重ねる形で接続する必要があります。 
ＺＢＫシステムを終了し、ＺＢＫボードの電源をＯＦＦにした状態で接続作業をします。 
ＲＯＭＷＲＩＴＥＲの機能を使う時にはＬＣＤ表示器は接続できません。ＬＣＤ表示器は外してください。 
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［注意］ＵＳＢコネクタ、２６ｐフラットケーブルは接続しません。 
プリンタケーブル・１０ｐケーブル変換基板につないで使っていた１０ｐフラットケーブルをＺＢＫボードから外して

そこに図のようにＵＳＢ／ＷＲＩＴＥＲ基板を重ねます。そうしておいて、今外した１０ｐケーブルを図のようにＵＳＢ

／ＷＲＩＴＥＲ基板の１０ｐコネクタに接続します。 

この状態にしてから、ＺＢＫシステムを起動します。起動の方法は今までの説明と同じです。この状態でもプ

ログラム開発操作などは通常と同じように行えますが、ＬＣＤ表示、２３２Ｃ機能は使うことができません。 
 
２． ＲＯＭ書き込みの種類 

 

 ＲＯＭの書き込みは基本的にはデータの複製（コピー）を作る作業です。 

 もとになるデータが何か、によって前準備の作業が異なってきます。ＲＯＭの書き込み作業には、次の種類が

考えられます。 

 ①すでにあるＲＯＭと全く同じ複製が欲しい。 

 ②すでにあるＲＯＭのデータを違う種類のＲＯＭにコピーしたい。 

 ③すでにあるＲＯＭの内容を部分的に修正して、新しいＲＯＭにしたい。 

 ④ＲＡＭ上で新たに作成したデータ、プログラムをＲＯＭ化したい。 

 以上の内③では②の作業を伴うことも考えられます。 

 またいずれの場合にも、ＲＯＭのメモリ容量一杯に書き込む場合と、その一部にしか書き込まない場合とが考

えられます。 

  さらに、一般的には書き込む対象となるＲＯＭは新品か或いは紫外線消去器によって消去済みのＲＯＭを使

用しますが、場合によっては部分的に書き込み済みになっているＲＯＭの、未使用部分に追加書き込みしたい

こともあります。 

 このシステムでは①は２７Ｃ２５６に対してのみ可能です。２７Ｃ６４、２７Ｃ１２８は２７Ｃ２５６にコピーすることは

できますが、２７Ｃ６４、２７Ｃ１２８に書込むことはできません。②③についても同じことになります。 

④についても２７Ｃ２５６に書込んで新規作成することのみ可能です（ＢＡＳＩＣプログラムＲＯＭに限って読出し、

書込みともに２７Ｃ２５６と２７Ｃ０１０を扱うことができます）。 

 上記の作業は整理すると結局次の２種類にまとめることができます。 

（１）ＲＯＭからＲＯＭへのコピー 

（２）ＲＡＭからＲＯＭへのコピー 

 ＺＢＫ開発システムでは（１）（２）を同じ手続きで行います。（１）の場合にはもとになるＲＯＭからＲＡＭにＣＯＰ

Ｙして次にそのＣＯＰＹしたＲＡＭの内容をＲＯＭに書き込みます。必要なら書込む前にデータの修正や追加を行

います。（２）はＲＯＭ→ＲＡＭへのＣＯＰＹを行わないだけで、それ以後は同じ作業（ＲＡＭ→ＲＯＭ書込み）にな
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ります。 

 

３． もとになるデータの準備 

 

３．１ もとになるデータがＲＯＭの場合 

 

 すでにあるＲＯＭ（２７Ｃ６４、２７Ｃ１２８、２７Ｃ２５６）をもとにして、そのコピーをとる場合には、まずそのもとに

なるＲＯＭをＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲのブルーの書込み用ソケットにセットします。電源は入ったまま作業しますから、

逆にセットしたり、２７Ｃ６４～２７Ｃ２５６の場合には差し込む位置を間違えないように注意してください（「１． Ｒ

ＯＭ ＷＲＩＴＥＲの接続」図参照）。 

 

［注意１］ 

 逆差しをしたり位置を間違えるとＲＯＭが破損してしまうことがあります。最悪の場合にはＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、

ＮＤ８０Ｋが破損することもありますから十分注意して作業してください。 

 

 ＲＯＭが２７Ｃ６４の時は、Ｒ６４[Ｅｎｔｅｒ]、２７Ｃ１２８ならＲ１２８[Ｅｎｔｅｒ]、２７Ｃ２５６はＲ２５６[Ｅｎｔｅｒ]と入力しま

す。ＲＯＭのデータがＲＡＭの＄４０００～＄５ＦＦＦ（２７Ｃ６４の場合。２７１Ｃ２８の場合には＄４０００～＄７ＦＦＦ、

２７Ｃ２５６は＄４０００～＄ＢＦＦＦ）に転送されます（この時、トータルチェックが行われその値が表示されます）。 

 ＞Ｒ６４［Ｅｎｔｅｒ］ ４０００～５ＦＦＦに読み込まれる 
 ＞Ｒ１２８［Ｅｎｔｅｒ］ ４０００～７ＦＦＦに読み込まれる 
 ＞Ｒ２５６［Ｅｎｔｅｒ］ ４０００～ＢＦＦＦに読み込まれる。ＲＯＭの前半１６ＫＢが８０００～ＢＦＦＦに、後半１６ＫＢが

４０００～７ＦＦＦに入る。 

 

 もとになるＲＯＭが２７Ｃ６４または２７Ｃ１２８でそれを２７Ｃ２５６にコピーする場合には［注意２］に示す理由か

ら、アドレスの移動が必要です。２７Ｃ６４はＲ６４コマンドのあと 

 ＭＶ ４０００，５ＦＦＦ，８０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

を実行して、４０００～５ＦＦＦのデータを８０００～９ＦＦＦにコピーしてください。２７Ｃ１２８はＲ１２８コマンドのあと 

 ＭＶ ４０００，７ＦＦＦ，８０００［Ｅｎｔｅｒ］ 

を実行して、４０００～７ＦＦＦのデータを８０００～ＢＦＦＦにコピーしてください。 

 

［注意２］ 

 もとになるＲＯＭの内容がＢＡＳＩＣプログラムの場合には、ここで説明した方法では内容の変更はできません。

次の６章を参照して下さい。またもとになるＲＯＭがＺＢＫシステムで開発した２７Ｃ０１０（２７Ｃ１００１）の場合も

６章を参照してください。 

 もとになるＲＯＭが２７Ｃ６４～２７Ｃ２５６の場合には他社システムで書込まれたデータＲＯＭであってもコピー

したり１６進コードでの編集作業をすることもできますが２７Ｃ０１０（２７Ｃ１００１）の場合には他社システムで書

込まれたデータＲＯＭを正しく読み込むことはできません。 

［注意３］ 

  もとになるＲＯＭが２７Ｃ２５６の場合にはＲＯＭの前半１６ｋＢが、＄８０００～＄ＢＦＦＦに入り、後半の１６ｋＢ

が＄４０００～＄７ＦＦＦに入ります。前半と後半が逆になることに注意してください。これはユーザー用ＲＡＭエリ

アが＄８０００～＄ＦＦＦＦではなくて＄４０００～＄ＢＦＦＦと１６ＫＢずれていることに起因します。２７Ｃ２５６はＲＯ

Ｍ単独では００００～７ＦＦＦの範囲のアドレスでアクセスされます。上位８ビットをビット表現で示せばＸ００００００

０～Ｘ１１１１１１１です（ビット７は０でも１でもよい）。ＲＡＭエリアの４０００～７ＦＦＦ、８０００～ＢＦＦＦの上位８ビッ

トを同じ表現で示すと、０１００００００～０１１１１１１、１０００００００～１０１１１１１１になります。ここでＲＡＭのビ

ット７を無視してＲＯＭのアドレスと比較すると、前半と後半が入れ替わっていることになります。 

 

３．２ もとになるデータがＲＡＭの場合 

 

 ３．１と基本的には同じです。 

 書込みの対象は２７Ｃ２５６ですから、ＲＯＭの前半１６ｋＢが、＄８０００～＄ＢＦＦＦに対応し、後半の１６ｋＢが



＄４０００～＄７ＦＦＦに対応します（３．１［注意３］）。 

 ２７Ｃ２５６の先頭に入れるべきデータは＄４０００ではなくて＄８０００におかなければなりません。その次のデ

ータは＄８００１、………で＄ＢＦＦＦまで進んだあと、次は＄４０００に行って、＄４００１、………と続き最後のデ

ータは＄７ＦＦＦにおくことになります。 

 

４． ＲＯＭのセット 

 

 書き込み用のソケット（ブルーのレバー付ソケット）に消去済みのＲＯＭをセットします。 

 レバーを上げてＲＯＭをしっかりセットしてから、レバーを下ろしてＲＯＭを固定します。 

 ＲＯＭの向きを間違えないように注意して下さい。逆差しをしたり位置を間違えるとＲＯＭが破損してしまうこと

があります。最悪の場合にはＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋが破損することもありますから十分注意して作業し

てください（ＲＯＭの切り欠きを左にします。）。 

 

５． 書き込みコマンド 

 

［注記］ＺＢＫシステムでは２７Ｃ２５６にプログラムやデータを書込むことはありません。ここで説明するコマンド

は旧ＺＢシステムのためのものです。新ＺＢＫシステムのためのＲＯＭ作成作業については次の第６章を参照し

てください。 

 

Ｗ２５６ ［省略形］なし 

 

［書式］Ｗ２５６ ａａａａ,ｂｂｂｂ 

 

 ２７Ｃ２５６用の書き込みコマンドです。 

 ａａａａ、ｂｂｂｂは４桁の１６進数でそれぞれもとになるメモリの、書き込みを開始したいアドレスと、書き込みを終

了したいアドレスを示します。 

 アドレスについては、すでに説明したように＄４０００～＄７ＦＦＦが書き込み用ＲＯＭの後半１６ｋＢに対応し、

＄８０００～＄ＢＦＦＦが前半１６ｋＢに対応します。しかしコマンドパラメータとしては必ずａａａａ＜＝ｂｂｂｂです。 

 Ｗ２５６ ４０００，ＢＦＦＦ （正） 

 Ｗ２５６ ８０００，７ＦＦＦ （誤） 

 

 Ｗ２５６ ４０００，ＢＦＦＦ[Ｅｎｔｅｒ]と入力すると、＊が左から右に表示されていきます。＊１個が２５６バイト書込

み済みを示します。２７Ｃ２５６は３２ＫＢですから４０００～ＢＦＦＦまで書く場合には＊が１２８個表示されることに

なります。 

 書き込み中にエラーが発生すると書き込みを打ち切り、そのときのアドレスとその後ろにもとのデータとそれに

対するエラーデータを表示したあと、その下にＥＲＲ，Ｗと表示してコマンドモードに戻ります。 

 

［注記］ 

 部分的に書き込むことも可能です。 

  ＲＯＭの先頭から書き込まなくても、途中からでも書き込みを開始できます。 たとえばＷ２５６ ４０００,４３５Ｆ

とか、Ｗ２５６ ５３００,５６ＥＦというような指定をしても構いません。 
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  途中のアドレスを指定した場合は、ＲＯＭの先頭から書き込まれるのではなく、対応するアドレス位置から書

き込みが開始されます。 
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６章  ＢＡＳＩＣプログラムのＲＯＭ化 

 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋはユーザーが書いたＢＡＳＩＣのプログラムをＲＯＭ化して、パワーＯＮで実行さ

せることができます。 

 一般にＲＡＭ上でＢＡＳＩＣプログラムを実行させる場合には、パワーＯＮしてすぐに実行させるわけにはいきま

せん。まずＲＡＭにＢＡＳＩＣプログラムをハードディスクからＬＯＡＤしなければなりません。ＬＯＡＤが完了してか

ら、ＲＵＮ[Ｅｎｔｅｒ]と入力してはじめて実行を開始します。 

 ＢＡＳＩＣプログラムをＲＯＭ化した場合はＤＯＳ／Ｖパソコンと接続するコネクタにショートピンをつけることで、

パワーＯＮ後ただちにユーザープログラムの実行を開始します。 

 ショートピンを外してＤＯＳ／Ｖパソコンと接続して立ち上げれば、通常の開発用画面になります。ＲＲＢコマン

ドの入力により、ユーザープログラムをＲＯＭからＲＡＭにＣＯＰＹしてデバッグすることができます。 

 ＲＡＭ上に作成したＢＡＳＩＣプログラムをＲＯＭに書き込むためには、通常のデータをＲＯＭに書き込むのと違

い特別の制御データの作成が必要ですが、そのためのコマンドが用意されているので面倒な手続きは必要あ

りません。説明通りに作業すれば簡単にＢＡＳＩＣのＲＯＭができあがります。 

 ＢＡＳＩＣプログラムをＲＯＭに書き込むには、Ｗ２５６ ＢまたはＷ１Ｍ Ｂを使います。 

 

１． ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫのためのプログラムＲＯＭ作成 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋは１個のＲＯＭ（２７Ｃ０１０）にシステムプログラムとユーザープログラムを書き

込みます。そのためシステムとユーザープログラムの２回に分けて書込みを行います 

 

①ブルーの書き込みソケットに消去済の２７Ｃ０１０（２７Ｃ１００１）をセットします。                           

②システムプログラムのコピー。。 

 Ｗ１Ｍ Ｓ［Ｅｎｔｅｒ］と入力します。 

③次にユーザープログラムをＬＯＡＤします。念のためＬＩＳＴコマンドで確認します。 

④ユーザープログラムを書込みます。 

 Ｗ１Ｍ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］と入力します。 

②④ともに書き込み中は２５６バイト毎に＊が表示されます。 

②と③④の順序を逆にしても構いません。 

 

［注意１］ 
 ＲＯＭで実行するプログラムにＩＮＰＵＴ、ＩＮＰＵＴ＄、ＩＮＫＥＹ＄があるとそこでハングＵＰしてしまいます。ＲＯＭ

化の前にそれらの文は ’ をつけて注釈行にしておいてください。ＩＮＰＵＴ＄はキー入力に対する使用は不可

ですが２３２Ｃ入力はできます。 
ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋはキー入力の可能なインターフェースを内臓しているため、これらの命令をＲＯＭでも実行す

ることができます。 
なおＰＲＩＮＴ文はそのままでも構いません。ＲＯＭ化した場合ＬＣＤ表示器を接続するとＰＲＩＮＴ文はＬＣＤに対し

て行われます。ＬＣＤ表示器が接続されていない場合ＰＲＩＮＴ文は無視されます。ＲＯＭ化したプログラムでＬＣ

Ｄ表示を行うためにＰＲＩＮＴ文を使う場合にはＰＲＩＮＴ文の終わりを；（セミコロン）にする必要があります。 
 
ＲＯＭでの実行時にはシステムによって無視されます。 
［注意２］ 
 プログラムサイズによってはＲＯＭ／ＲＡＭエリアの設定が必要になってきます。［６． ＲＯＭ／ＲＡＭエリアの

設定］を参照してください。 

［注意３］ 

 書き込みを終わったＲＯＭは電源が入ったままの状態でソケットから外して、透明な窓部分の上に不透明なシ

ールを貼って、その上にアドレスや日付などを書いておきます（シールを貼らなくても直射日光に長時間さらした

りしなければ、蛍光灯の紫外線くらいでは、データが消えたりするものではありませんが念のためにこうしてお

いたほうが安全です）。 



 

２． プログラムＲＯＭの実装と実行 

 

 ／ＥＸＩＴ［Ｅｎｔｅｒ］を入力してＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを終了します。電源を切って、ＤＯＳ／Ｖとの接続ケーブルを外

します。ＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲも取り外します。 

 次にシステムＲＯＭを外して、代わりにいま書込み終了したプログラムＲＯＭを取り付けます。ユーザープログ

ラムが追加されていますが、システムプログラム部分は今まで実装されていたＲＯＭと同じです。 

 図のように１０Ｐコネクタの２－４ＰＩＮをショートするとＲＯＭプログラム起動モードになります。 

（２００５年４月出荷分から図のように変更しました） 
 

３． マシン語サブルーチンを使用している場合 

 

 いままでの説明はＢＡＳＩＣプログラムだけの場合についてでしたが、マシン語のサブルーチンを使っている場

合でも同じようにＲＯＭ化することができます。 

 ＲＡＭ上でプログラムを実行させる場合にはマシン語サブルーチンも適当な空きエリアに書き込んでおいてそ

れをコールすればよいのですが、ＲＯＭ化する場合には、ＢＡＳＩＣプログラムと共にマシン語のプログラムもＲＯ

Ｍに書かなくてはいけないので、メモリ上の何処にマシン語のプログラムを置くかということがかなり重要になっ

てきます。 

 マシン語のプログラムは必ず＄４００４番地から格納するようにします（アセンブラソースプログラムの先頭をＯ

ＲＧ ＄４００４にする）。Ｚ８０アセンブラによってバイナリファイルを作成し、／ＬＤコマンドで４００４番地にロード

します。 

 ＢＡＳＩＣプログラムはそのマシン語プログラムの後でアドレスが重ならないところにロードします。マシン語プロ

グラムが４００４～４７３５番地だったとすれば４７３６番地以後ならよいわけですが、プログラムの修正や変更も

考えられますから少しは余裕があった方がよいでしょう。４８００番地とか５０００番地からＢＡＳＩＣプログラムをロ

ードします。 

 

［注意］ 

 ＄４０００～＄４００３は使用してはいけません。この４バイトにはシステムの情報が入れられます。 

 

 このあとは １． ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫのためのプログラムＲＯＭ作成 および ２． プログラムＲＯ

Ｍの実装と実行 の説明と同じです。 

 

［参考］ 

 Ｗ１Ｍ ＢコマンドはユーザーのＢＡＳＩＣプログラムの開始アドレスと終了アドレスを４０００～４００３番地に書

込んだあと、４０００番地からユーザーのＢＡＳＩＣプログラムの終了アドレスまでのＲＡＭの内容をＲＯＭにＣＯＰ

Ｙします。マシン語プログラムを４００４番地から書いて、ＢＡＳＩＣプログラムをその後ろに置くことで、マシン語プ

ログラムとＢＡＳＩＣプログラムをともにＲＯＭ化することができます。 

 

４． マシン語プログラムだけの場合 

 

 この場合も上の３．と同じようにマシン語プログラムをサブルーチンとみなします。そしてＢＡＳＩＣプログラムは、

ＵＳＲ文を１行だけ書きます。 
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ＢＡＳＩＣプログラムは次の１行だけ書きます。 

 

１０ ＵＳＲ（＄４００４） 

  

 マシン語プログラムは＄４００４から実行する形で書き、ＢＡＳＩＣプログラム（上の１行のプログラム）はマシン

語プログラムの後ろのエリアに書くことも３．で説明した通りです。その後の書き込み作業も全て３．で説明した

通りに行います。 

 

５． ＢＡＳＩＣプログラムＲＯＭの読み込み 

 

 ＢＡＳＩＣプログラムを書き込んだシステムＲＯＭを実装して、ＤＯＳ／Ｖパソコンを接続して、ＲＯＭのＢＡＳＩＣプ

ログラムを修正したい場合があります。 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリした状態で 

 

＞ＲＲＢ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

 と入力します。ＲＯＭからＲＡＭにプログラムがＣＯＰＹされ、次のように表示されます。ＬＩＳＴコマンドを入力し

てリストが表示されることを確認してください。 

 

ＴＥＸＴ ５０００－７３６５ 

ﾍﾝｽｳ Ｄ３５Ｂ－ＤＦＦＦ 

 

６． ＲＯＭ／ＲＡＭエリアの設定 

 

 ＲＯＭのＢＡＳＩＣプログラムが実行されるとき、初期設定ではユーザーのＢＡＳＩＣプログラム（ＲＯＭ）はアドレ

ス４０００～７ＦＦＦに限定され、ＲＡＭエリアは８０００～ＦＦＦＦになります。 

 ＢＡＳＩＣプログラムは４００４から後ろに書き込まれて行き、変数データはＤＦＦＦから前に割り付けられて行き

ます。開発セットを接続しているときは４０００～ＦＦＦＦは全てＲＡＭになっていますからユーザープログラムと変

数エリアがぶつからない限りは正しく実行されます。しかしプログラムをＲＯＭ化するとＲＯＭ／ＲＡＭアドレスが

重要になってきます。ユーザープログラムが７ＦＦＦまでで終り、また変数エリアが８０００より前にあればＲＯＭ

化しても初期設定のままでできますから何も意識する必要はありません。 

 プログラムと変数エリアの情報はＨＥＬＰコマンドで得られます。 

＞ＨＥＬＰ［Ｅｎｔｅｒ］ 

ＴＥＸＴ ４００４－５７３６  ………プログラムの入っているエリア  

ﾍﾝｽｳ Ｂ７５３－ＤＦＦＦ  ………変数の割り付けられているエリア 

 のように表示されます。ＴＥＸＴの終りの値が８０００を超えているか、またはヘンスウの１番目の値が８０００よ

り小さいときはＲＯＭ化の前にＲＯＭ／ＲＡＭエリアの設定が必要です。 

 ＢＡＳＩＣプログラムの一番前に次のＯＵＴ文を書き加えてください。 

 

１０ ＯＵＴ ４，ｈｈ （ｈｈは＄１０～＄３７の範囲の２桁の１６進数） 

 

 この命令によりＲＯＭ／ＲＡＭの境が移動します。初期値は＄１Ｆで境は８０００番地になります。値と境のアド

レスは下記の関係になっています。 

＄１０   ４４００ 

＄１１   ４８００ 

＄１２   ４Ｃ００ 

＄１３   ５０００ 

＄１４   ５４００ 

＄１５   ５８００ 

＄１６   ５Ｃ００ 
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＄１７   ６０００ 

＄１８   ６４００ 

＄１９   ６８００ 

＄１Ａ   ６Ｃ００ 

＄１Ｂ   ７０００ 

＄１Ｃ   ７４００ 

＄１Ｄ   ７８００ 

＄１Ｅ   ７Ｃ００ 

＄１Ｆ   ８０００ 

＄２０   ８４００ 

＄２１   ８８００ 

＄２２   ８Ｃ００ 

＄２３   ９０００ 

＄２４   ９４００ 

＄２５   ９８００ 

＄２６   ９Ｃ００ 

＄２７   Ａ０００ 

＄２８   Ａ４００ 

＄２９   Ａ８００ 

＄２Ａ   ＡＣ００ 

＄２Ｂ   Ｂ０００ 

＄２Ｃ   Ｂ４００ 

＄２Ｄ   Ｂ８００ 

＄２Ｅ   ＢＣ００ 

＄２Ｆ   Ｃ０００ 

＄３０   Ｃ４００ 

＄３１   Ｃ８００ 

＄３２   ＣＣ００ 

＄３３   Ｄ０００ 

＄３４   Ｄ４００ 

＄３５   Ｄ８００ 

＄３６   ＤＣ００ 

＄３７   Ｅ０００ 

 ｈｈ＝＄３７のときはユーザーが定義する変数が無い場合です。Ａ％～Ｚ％、Ａ＄～Ｈ＄以外の変数を使用し

ていないときはヘンスウの値がＤＦＦＦ－ＤＦＦＦになって変数エリアが０になり、このときユーザープログラムは

最大の４０００～ＤＦＦＦまでを使用することができます。 

 上記のようにアドレスは１ＫＢ単位で設定します。たとえばユーザープログラムが４００４～Ａ７６５のとき、ＲＯ

ＭにすべきアドレスはＡ７ＦＦまでですから、境界アドレスはＡ８００を選択し、ｈｈ＝＄２９にします。 

［注記］ 

 ＲＡＭ上でのデバッグ時にこのＯＵＴ命令を実行しても無意味です。実行に影響はありません。 

［注意］ 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋは標準では３２ＫＢのＲＡＭ６２２５６を実装して出荷しています。この場合境界

アドレスは８０００～Ｅ０００が有効です（ｈｈ＝＄１Ｆ～＄３７）。ＲＡＭエリアをもっと大きくしたいときはＲＡＭを６２

８１２８にしてください。 

 

７． ＺＢ１１Ｖ２、ＺＢ１１Ｖ３シリーズ用プログラムのＲＯＭ化 

 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣはＺＢ１１Ｖ３のＢＡＳＩＣと互換性があり、ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ上でＺＢ１１Ｖ３ＢＡＳＩＣのＲＯＭ

作成や修正を行うことができます。 

 ＺＢ１１Ｖ３上でおこなってきたＲＯＭの作成手順と全く同じです。 
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 ＺＢ１１Ｖ３（またはＺＢ１１Ｖ２）によって作成されたＢＡＳＩＣプログラムＲＯＭはＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲのブルーの書

込み用ソケットにセットした上で、２７Ｃ６４の場合はＲ６４ ＢコマンドでＲＡＭに読み込むことができます。２７Ｃ１

２８はＲ１２８ Ｂコマンドで、また２７Ｃ２５６はＲ２５６ ＢコマンドでＲＡＭに読み込むことができます。 

 

＞Ｒ６４ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］  ２７Ｃ６４に書かれたＢＡＳＩＣプログラムがＲＡＭに読み込まれる 

＞Ｒ１２８ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］ ２７Ｃ１２８に書かれたＢＡＳＩＣプログラムがＲＡＭに読み込まれる 

＞Ｒ２５６ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］ ２７Ｃ２５６に書かれたＢＡＳＩＣプログラムがＲＡＭに読み込まれる 

 

 各コマンドでＲＡＭに読み込まれたプログラムはＬＩＳＴコマンドで表示することや修正、変更することが自由に

できます。また／ＳＡＶＥコマンドでディスクにテキストファイルとして保存することもできます。 

 ＺＢ１１Ｖ３、ＺＢ１１Ｖ２用（ＺＢシリーズ用）にＢＡＳＩＣプログラムＲＯＭを書込み、作成できますが、２７Ｃ２５６に

限られます。２７Ｃ６４、２７Ｃ１２８に書込むことはできません。 

 消去済みの２７Ｃ２５６をＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲのブルーの書込み用ソケットに実装して 

＞Ｗ２５６ Ｂ［Ｅｎｔｅｒ］ 

 と入力することで、ＲＯＭ作成が行われます。 
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７章  ラインアセンブラ 

 

 

 マシン語の短いプログラムを書くのにはＣＭコマンドが便利です。 

 しかしそれにしてもマシン語の命令を１６進コードで書くのは根気の要る作業です。 

 ジャンプ命令がＣ３でＯＵＴがＤ３、とこのくらいはすぐに覚えられますが、ＬＤ命令になると種類が多くてとても

覚えられません。一つ一つの命令毎に命令表を引きながら１６進コードに置き換えるのは、面倒で大変根気の

要る作業です。 

 この章で説明するラインアセンブラの機能は、その退屈な置き換え作業を一気にゼロにしてしまいます。一度

使い出したら、手放せない有り難い機能です。 

 ニーモニックコードをキーから入力すると、ただちに１６進コードに置き換えて、メモリに書き込んでくれます。 

 

１． ラインアセンブラの起動 

 

 下のようにキー入力します。 

 

＞ＡＳ ａａａａ[Ｅｎｔｅｒ] 

 

 ａａａａはマシン語プログラムの先頭のメモリアドレスで４桁の１６進数です。 

 

［使用例］ 

>AS 8000[Ｅｎｔｅｒ]           ……このように入力すると 

8000 ＿              ……アドレスに続いてカーソルが表示される。そこで 

8000 LD A,($8100)[Ｅｎｔｅｒ]    ……と入力すると 

8000 3A0081    LD A,($8100)   ……すぐに１６進コードが表示されて次のアドレスとカーソルが表示される。 

8003 ＿                             

8003 LD B,A[Ｅｎｔｅｒ]           ……続けて次の命令を入力すると 

8003 47        LD B,A     ……１６進コードが表示されて次のアドレスとカーソルが表示される。 

8004 ＿               

 

 処理を終了（中止）したいときは［Ｃｔｒｌ］Ｂを入力します。 

  この機能はニーモニックコードを１６進コードに翻訳し画面に表示すると同時にそのメモリアドレスに１６進コ

ードを書き込む作業も行っています。 

 したがってどの時点で処理を中止しても、それ以前に翻訳された部分は１６進コードでメモリに書き込まれて

います。 

 本当に書き込まれているかどうか、ＣＭコマンドかＤＭコマンドで確認してみて下さい。 

 なおニーモニックコードを入力している途中で、キーの押し間違いに気がついたら、[Ｅｎｔｅｒ]を押す前ならば、 

[←]  [→] [INST][DEL] などの機能を使って、書き直すことができます。 

 [Ｅｎｔｅｒ]を入れてしまったあとでは、取り消しはできません。 

 済んでしまったアドレスに戻ってやりなおしたい場合には、［Ｃｔｒｌ］Ｂを入力して作業を打ち切ってから、もう一

度希望するアドレスを指定してＡＳコマンドを入力します。 

 またＯＲＧ命令を書くことでも、アドレスを指定しなおすことができます。 

 

8050 ORG $8035[Ｅｎｔｅｒ]         ……このように入力すると 

8050           ORG $8035 

8035 ＿                        ……次のアドレスが変更されて表示される。     

 

２． ラベル・変数の使用 

 

 このライン・アセンブラは、疑似命令の機能なども一定の条件付で使用することができます。 
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 ラベル・変数も使用することは可能ですが、ライン・アセンブラの性質上、その値がそれ以前に確定している場

合に限ります。 

  たとえば次のようなプログラムを考えます。 

 

      LD B,A 

LOOP1:INC C  

      JP LOOP1 

 

 ここで２行目のＩＮＣ命令の前に書いてあるＬＯＯＰ１というのがラベルです。その下のＪＰ命令のジャンプ先を

示しています。この例ではＪＰ命令でそのジャンプ先としてＬＯＯＰ１というラベルを使用した時点では、そのアド

レスはすでに確定しています。 

 というのは、LOOP1:INC C という行を入力した時点で、システムによってその時のアドレスがＬＯＯＰ１として

記憶されるからです。 

 したがってそれからあとで、JP LOOP1 という行を入力したとき、システムによって、このＬＯＯＰ１として記憶さ

れていたアドレスが読み出されて使用されます。 

 しかし、もしジャンプ先がそのＪＰ命令よりもさらに先にあった場合に、そのジャンプ先がラベルで表現されてい

たとすると、このＪＰ命令を翻訳する時点では、まだそのジャンプ先のラベルはどのアドレスかわかりませんから、

エラーになります。 

 したがってこの場合には、直接１６進数で入力するしか方法はありません。 

 なおこれはあくまでライン・アセンブラに限っての制約で、ＺＢＫ開発セットに添付されているＺ８０アセンブラ（Ｚ

ＡＳＭ．ＣＯＭ）ではラベルがＪＰ命令の後にあっても全く支障ありません。 

 同様に、このアセンブラでは、LD HL,DATA1 というように１６進４桁の数値の代わりに変数を用いることができ

ますが、この場合にもライン・アセンブラに限り、それ以前に変数の値が確定している必要があります。 

 変数の値を確定するには、＝（イコール）を使います（９章参照）。 

 

［注意１］ 

 ラベルも変数も、使用する以前に確定していなければなりませんが、それは一続きのＡＳコマンドの作業内に

限ります。 

 例えば一度[Ｃｔｒｌ]Ｂで処理を打ち切ると、それ以前に定義されていたラベルや変数の値はクリアされてしまう

ため、再びＡＳコマンドで作業を再開しても、前のＡＳコマンドの作業中に定義したラベルや変数を利用すること

はできません。 

［注意２］ 

 ラインアセンブラの作業エリアとしてＢ０００～のメモリを使用します。Ｂ０００より大きいアドレスを指定してＡＳ

コマンドを実行すると、ニーモニック入力時に、ＳＯＲＲＹ と表示して処理が中止されます。 

［注意３］ 

 ＢＡＳＩＣプログラムの書かれているメモリアドレスにマシン語のプログラムを書くと、ＢＡＳＩＣプログラムは正しく

実行されなくなりますから、アドレスには注意が必要です。 
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８章  ライン逆アセンブラ 

 

 

 ７章では、ラインアセンブラについて説明しました。 

 マシン語のプログラムを作成するのに、アセンブラの機能がとても便利だということが充分理解できたと思い

ます。 

 ところで時にはプログラムを作るのではなくて、「読む」ことも必要になる場合があります。 

 例えば、以前に作成したプログラムだが、ＲＯＭは残っているが、ノートがどこかへ行ってしまって、どういうプ

ログラムだったかもう一度調べなければならない、というような場合です。 

 また時には他人の作ったプログラム（１６進コードのリストかＲＯＭしか無い）を解析しなければならない、とい

う場合もあると思います。 

 すでに説明したＣＭコマンドやＤＭコマンドは、ＲＯＭまたはＲＡＭの中味を読むのに便利な機能です。 

 しかし１６進コードで表示されるため、そのコードを命令説明書をもとに逆にニーモニックに翻訳していかなけ

れば、何が書いてあるか理解することができません。 

 そんな時このライン逆アセンブラを使えば、一命令毎にニーモニックコードに逆翻訳してくれます（逆アセンブ

ラという名前は、アセンブラの逆の働きをするところから来ています）。 

 この機能も使ってみると、便利なことがよくわかります。 

 

１． ライン逆アセンブラの使い方 

 

 下のようにキー入力します。 

 

＞ＤＡ ａａａａ[Ｅｎｔｅｒ] 

 

 ａａａａは読み出したいメモリの先頭アドレスで、４桁の１６進数です。 

 

［使用例］ 

>DA 8000[Ｅｎｔｅｒ]            ……このように入力すると 

8000 3A0081    LD A,($8100) ……すぐに命令が翻訳されニーモニックが表示されます。ここで適当なキーを 

                       押すと 

8003 47        LD B,A       ……次の命令が翻訳されて表示されます 

 

 何かキーを押す度に次の命令が１６進コードと共に表示されて行きます。 

 実行を中止したいときは[Ｃｔｒｌ]Ｂ を押します。 

 

［注意］ 

 この機能は、指定するメモリアドレスの内容がＺ－８０のマシン語プログラムである、という前提で翻訳作業を

行います。したがって命令以外のデータなどを読んだ場合にも、もしその１６進数に該当する命令コードがあれ

ば、そのニーモニックに変換して表示を行います。 

 また２バイト以上の長さの命令の場合には、その第一バイトを指定して、逆アセンブラを開始しないと、別の命

令と解釈して誤訳してしまいます。 例えば上の例で、ＤＡ ８００１[Ｅｎｔｅｒ]と入力して、スタートしたらどうなるで

しょうか？下にその場合の結果を示します。 

 

>DA 8001[Ｅｎｔｅｒ] 

8001 00        NOP 

8002 81        AD A,C  

8003 47        LD B,A             ……ここでやっと正しくなりました 

 逆アセンブラはオールマイティ（万能）ではない、ということをよく認識して使用して下さい。 

 なお、命令コードとしては存在しない１６進数にぶつかったときは、ニーモニックを表示する代わりに、？が表

示されます。 
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９章  アセンブラ 
 
 
 マシン語プログラムを書く場合に、短いプログラムならＣＭコマンドでも作業できますが少し長いプログラムに

なると書くだけでも大変な作業になります。 
 一度で完全なプログラムができる事は希なので、途中何回も変更がでてきます。こうなるとマシン語プログラミ

ングは、更に大変になります。 
 簡単に操作できるアセンブラとして７章でラインアセンブラの説明をしました。 
 短いマシン語のプログラムを即席で作るのなら、ラインアセンブラほど便利な機能は他にはありません。 
 しかしマシン語のプログラムも長いものになってくると、一度でＯＫになることはまずありません。何回もデバッ

グ、修正を繰り返さなければなりません。そうなるとラインアセンブラに欠けている機能が欲しくなります。 
 それは次のようなことのできる機能です。 
 
①プログラムの追加、削除を簡単に行いたい。 
②後で理解し易いように、プログラムにコメントなどをつけておきたい。 
③ニーモニックコードの状態でテープやディスクにＳＡＶＥしておきたい。 
 
 ラインアセンブラは１ステップずつ命令をキー入力して、その都度マシン語に翻訳してメモリに書き込んでしま

うため、あとからの修正が困難です。 
 特に命令の追加は、そのままでは不可能です（マシン語を直接メモリに書き込む場合と同じで、その部分にＪ

Ｐ命令を書いて空いているメモリアドレスにジャンプさせて、そこに追加の命令を書いたあと、また先程のＪＰ命

令の次にジャンプして戻る、という面倒な作業をするしか方法はありません）。 
 プログラムの中でポイントになる部分にコメントをつけておくと、後で読んだときに理解を助けます。 
 ラインアセンブラには残念ながらその機能がありません。そして追加や修正などは、何日も、場合によっては

何か月も後で行うときもあるため、追加修正ができる形でディスクに保存しておくことができると大変助かりま

す。 
  この章で説明するアセンブラ（ＺＡＳＭ．ＣＯＭ）は、それらの点を全てクリアしてくれます。 
 しかしラインアセンブラよりも少し手間がかかります（かけただけの価値はありますが）。 
 どちらを使うかは、目的によって選択して下さい（小さなプログラムで保存の必要がなければ、ラインアセンブ

ラで手軽に作る。大きいものは、このアセンブラで作って保存する、というように）。 
 
１． アセンブラプログラムの作成 
 
 マシン語やラインアセンブラの場合には、命令をいきなりメモリに書き込んでいきました。 
 しかしこのアセンブラでは、まずプログラムをファイルの形で書きます。 
 といっても難しく考える必要はありません。まずもとになるプログラム（これをソースプログラムといいます）を書

きます（この時点では、まだマシン語にはなりません）。それから全部を一度にマシン語に翻訳します。 
 まずプログラムの書き方から説明します。 
 Ｚ８０アセンブラの作業はＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを起動させてその上で行うのではなくて、通常のＷｉｎｄｏｗｓ９５や

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８の上で行います。元になるプログラム（ソースプログラム）はＮｏｔｅｐａｄ（メモ帳）やＷｒｉｔｅなどのテ

キストエディタを使って普通の文章を書くときと同じようにして作ります。 
 Ｗｏｒｄなども使えますが、ＺＡＳＭ．ＣＯＭはテキストイメージでＳＡＶＥされたファイルしか読み込めないのでＳ

ＡＶＥするときにファイルの種類に注意する必要があります。ＳＡＶＥするときは通常のテキスト形式（プレーンテ

キスト）を選んでＳＡＶＥします。それでも時としてファイルの前後に変なゴミが出来てしまうことがあります。勿論

アセンブラではエラーになります。そのようなときはファイルを一度Ｎｏｔｅｐａｄで開いて、ゴミを削除してからＳＡＶ

Ｅします。 
 
１．１ プログラムの作成 
 
 テキストエディタを使って下のリストを作成して下さい。アセンブラプログラムは必ず半角英大文字で書いてく
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ださい。 
 
;;; TEST PROGRAM 

; 

ORG $4004 

ADRS=$8000 

REENT=$1033 

; 

LD B,00 

LD HL,ADRS 

XOR A 

LOOP:LD (HL),A 

INC HL 

DJNZ LOOP 

JP REENT 

;END 
 
 アセンブラソースプログラムはＢＡＳＩＣと異なり行番号はつけません。 
 ＯＲＧは通常はプログラムの先頭に書いておきます。 
 このプログラムがマシン語に翻訳された時に格納されるメモリの先頭アドレスを指定する命令です。 
 この例では４００４番地からのアドレスに作成したいわけですから、ＯＲＧ ＄４００４と指定します。 
 この行によって、このプログラムはマシン語に翻訳されたとき、４００４番地からメモリに書き込まれたときに正

しく実行されるプログラムとして作成されます。 
 プログラムの最後は ；ＥＮＤ で終るようにしてください。；ＥＮＤはコメント行なのでこの通りでなくてもよいので

すが、アセンブラの都合で最後にコメント行がないとうまく翻訳できないことがあるので、この１行を最後に書くよ

うにしてください。 
 
１．２ ソースプログラムの保存 
 
 テキストエディタで作成したプログラムは適当な名前でディスクに保存します。 
 できればＺＡＳＭ．ＣＯＭと同じフォルダ（ＺＢＫフォルダ）に保存してください。テキストエディタで保存するとたい

ていは ．ＴＸＴという拡張子がつけられますが、ＺＡＳＭ．ＣＯＭは拡張子があってもなくても支障なく読み込みま

す。ただし内容はテキストイメージである必要があります。ファイル名も半角英数字を使ってください。ファイル名

は小文字でも構いません。ファイル名は８字以内、拡張子は３字以内です。 
 
１．３ アセンブラの実行 
 

Ｚ８０アセンブラ（ＺＡＳＭ．ＣＯＭ）はＺＢＫフォルダにあります。 
ＺＢＫシステムを起動するときと同じように、デスクトップのＺＢＫアイコンをクリックしてＤＯＳプロンプト（コマン

ドプロンプト）を開きます。 
［注記］Ｚ８０アセンブラ、Ｚ８０逆アセンブラの作業を行うときにはＺＢＫボードを接続しておく必要はありません。 
   

ＺＡＳＭ ＴＥＳＴＡＳＭ．ＴＸＴ［Ｅｎｔｅｒ］と入力します（１．２で作ったソースファイルはＴＥＳＴＡＳＭ．ＴＸＴの名前

でＳＡＶＥされていることとします）。 
 
Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＺＡＳＭ ＴＥＳＴＡＳＭ．ＴＸＴ[Ｅｎｔｅｒ] 
 
 短いプログラムならば瞬時に翻訳が完了して、下のように表示されます。 
 
2000/12/12  22:59  TESTASM.TXT 
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END=4010 

              ;;; TEST PROGRAM 

              ; 

              ORG $4004 

              ADRS=$8000 

              REENT=$1033 

              ; 

4004 0600     LD B,00 

4006 210080   LD HL,ADRS 

4009 AF       XOR A 

400A 77       LOOP:LD (HL),A 

400B 23       INC HL 

400C 10FC     DJNZ LOOP 

400E C33310   JP REENT 

              ;END 

ADRS         =8000  LOOP         =400A  REENT        =1033   

 
 プログラムの表記に誤りがあれば、ＷＨＡＴ？とかＨＯＷ？という表示に続いて、そのエラーのある行が表示さ

れて、翻訳作業は打ち切られます。 
 エラーの原因を確認した上で、修正してＳＡＶＥした後、もう一度、ＺＡＳＭコマンドを実行して下さい。 
  エラーのチェックは２段階に別けて行われます。まず最初のチェックで発見されたエラーを全て表示して処理

は打ち切られます。最初のチェックでエラーが無かった場合には第２のチェックを行います。ここでエラーが発見

されるとやはりそのエラーを全て表示して処理は打ち切られます。２段階のチェックでエラーが無かったときは、

リスト表示とともにソースプログラムと同じファイル名で拡張子が．ＢＩＮのファイルが作成されます。．ＢＩＮファイ

ルはＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ上で／ＬＤコマンドによってＲＡＭにＬＯＡＤすればＫＬ５Ｃ８０１２で実行できる形で作成さ

れます。 
 ＺアセンブラはＺＢＫボードの接続を必要としませんが、ＺＡＳＭ．ＣＯＭの実行によって作られる実行形式のバ

イナリファイルを読み込んで実行するにはＺＢＫボードの接続が必要になります。 
 ＺＢＫボードを接続してＺＢＫシステムを起動してください。 
）Ｚ［Ｅｎｔｅｒ］でＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを起動して、 
＞／ＬＤ ＴＥＳＴＡＳＭ．ＢＩＮ，４００４［Ｅｎｔｅｒ］ と入力してください。 
 
 入力後にＣＭコマンドで４０００～４０１０にマシン語プログラムが読み込まれていることを確認してください。 
 このプログラムは８０００番地～８０ＦＦ番地に００を格納するものです。 
＞ＤＭ ８０００，８０ＦＦ［Ｅｎｔｅｒ］と入力して８０００～８０ＦＦ番地の内容を確認しておいてください。 
＞ＪＰ ４００４［Ｅｎｔｅｒ］と入力します。または 
＞ＵＳＲ（＄４００４）［Ｅｎｔｅｒ］ と入力して実行したあと（瞬間的に完了します）、もう一度ＤＭコマンドで８０００～

８０ＦＦ番地の内容を確認してみてください。 
 
１．４ アセンブラリストファイルの作成 
 
 ＺＡＳＭの実行により、画面には翻訳されたリストが表示されますが、長いプログラムではスクロールされてし

まい、はじめの部分を見ることはできません。また表示が完了するのに時間がかかります。 
 
 下のように＞を使ったリダイレクト処理を行うことで、出力リストを画面に出す代わりにファイルに出力して保存

することができます。 
 
Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＺＡＳＭ ＴＥＳＴＡＳＭ．ＴＸＴ＞ＴＥＳＴＡＳＭ．ＷＫ［Ｅｎｔｅｒ］ 
 
 出力先のファイル名は任意で拡張子も任意につけてかまいません。 



［注意］この場合エラーメッセージも画面に表示されず、ＴＥＳＴＡＳＭ．ＷＫに書込まれることに注意してくださ

い。 
  
２． アセンブラで使用できる命令 
 
２．１ Ｚ８０ニモニックの全命令 
 
 表現形式、文法はザイログ社のアセンブラに準拠します。詳しくは別刷りの「Ｚ８０命令説明書」を参照して下さ

い。 
 
２．２ 疑似命令 
 
 疑似命令とはＺ８０の命令ではありませんが、アセンブラプログラムを作るときにあると便利なために考えられ

たもので、このアセンブラでは次のものがあります。 
 
ＯＲＧ 
ＤＢ 
； 
＝ 
： 
ＤＷ 
” ”  
 
２．２．１ ＯＲＧ 
 
［書式］ＯＲＧ ＄ｎｎｎｎ 
 
  マシン語プログラムを割りつけるメモリの先頭アドレスを指定します。同一ソースプログラム内で何回でも使

用できます。ｎｎｎｎは４桁の１６進数。 
 この命令を使うと、これ以後はこの命令で指定したメモリアドレスからマシン語のプログラムが割りつけられま

す。 
 
［使用例］ 
ＯＲＧ ＄４００４ 
 
２．２．２ ＤＢ 
 
［書式］ＤＢ ｎｎ 
 
 １バイトの１６進数をそのまま割りつけます。メッセージデータなどの文字列を表示するには、文字コードを直

接メモリに書き込みますが、そのようなときに使用します。 
  ｎｎは２けたの１６進数。 
 
［使用例］ 
ＤＢ ４５ ；Ｅ 
ＤＢ ４Ｅ ；Ｎ 
ＤＢ ４４ ；Ｄ 
 
２．２．３ ；（セミコロン） 
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 この記号（；）を書くと、それ以後はその行の終わりまでの間に何を書いても、アセンブラの翻訳作業に影響は

与えません（前項の使用例や下の使用例を参照して下さい）。 
 
［使用例］ 
；；； ＴＥＳＴ ＰＲＯＧＲＡＭ 
ＯＲＧ ＄４００４ 
ＬＤ Ａ ,（＄８０００） ；ｆｉｒｓｔ ｄａｔａ 
 
２．２．４ ＝（イコール） 
 
 ２バイトのデータを変数に代入します。（変数については後述） 
 ＝の左辺に変数名を置き、右辺には４桁の１６進定数、＄ｎｎｎｎを置くことにより、変数にデータを代入します。

（１バイトのデータは代入できません） 
 
［使用例］ 
ＸＹＺ１＝＄８０００ 
 
２．２．５ ：（コロン） 
 
 ジャンプ先などを示す時、変数名を使ってそのアドレスにラベルをつけることができます。変数名の後ろに、こ

の記号（：）をつけて示したあとに、普通に命令を書くと、その位置のアドレスがその変数に代入され、ラベルとし

て使用できるようになります。 
 
［使用例］ 
ＬＯＯＰ：ＩＮＣ ＨＬ 
     ： 
ＪＰ ＮＺ ,ＬＯＯＰ 
 
２．２．６ ＤＷ 
 
［書式］ＤＷ ＄ｎｎｎｎ 
 
 ２バイトの１６進数をそのまま割りつけます。ＤＢは１バイトでしたが、ジャンプ先テーブルなどを作成する場合

など２バイト単位の方が都合のよいことがあります。そのような時に使用します。ｎｎｎｎは４けたの１６進数で、こ

の代わりにラベルや変数を置くこともできます（特殊な命令なので普通は使用しません）。 
 
［使用例］ 
（ＺＡＳＭ実行後のリストで示す。ＪＰ命令などと同じく、下位、上位の順に割り付けられることに注意） 
 
4007 3412      DW $1234  
4009 0B40      DW END  
400B C33310   END:JP $1033  
 
２．２．７ ” ”（ダブルクォーテーション） 
 
［書式］ ”ＡＢＣＤ” 
 
 １～４桁の文字を” ”で囲って使うことで、その文字に対応するＡＳＣＩＩコードが作成されます。 
 
［使用例］ 
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（ＺＡＳＭコマンド実行後のリストです） 
 
４０５０ ４１４２４３４４    ”ＡＢＣＤ” 
４０５４ ３２３３３３４     ”２３４” 
 
２．３  定数 
 
 Ｚ８０アセンブラでは１バイトまたは２バイトの１６進定数が使用できますが１０進数は使えません。 
 １バイトのときはそのまま、０Ａ、Ｅ７のように表しますが、２バイトのときは、＄マークを付けて、＄１２３４、＄Ｆ

ＥＤＣのように表します。 
 －７、＋２Ｃのように演算子を付けて使う事はできません。 
 相対ジャンプ命令のオペランド部は、したがってマシン語オブジェクトと同じ、００～ＦＦの１バイト１６進表記に

なります。（ＪＲ ＮＺ，３Ｅのように表記します） 
 またインデックスレジスタＩＸ，ＩＹを含む命令の増分パラメータｄは＋記号に続けて１６進２桁で表記します。（Ｌ

Ｄ Ａ,(ＩＸ＋Ｆ３）のように表記します） 
 
２．４  変数 
 
 ２バイトの定数の代わりとして使います（１バイトの定数の代わりにはできません）。ＬＤ命令やＣＡＬＬ、ＪＰ命令

などのオペランド部に自由に使う事ができます。 
 変数名は、１桁目がアルファベットＡ～Ｚで始まる、１３桁以内の英数字および－＿の文字列で示します。 
 なおＢＡＳＩＣとは異なり、アセンブラの変数名には予約語の制約はありません。１桁目がアルファベットで始ま

る１３桁以内の英数字の並びなら、どのような文字列でも使用できます（ＲＥＴ、ＪＰ、ＬＤなどニーモニックと同じ

綴りでも構いません）。 
 変数の後ろに：（コロン）をつけて、命令の前に置くことにより、ＪＰ命令やＣＡＬＬ命令などで参照できるラベル

になります。ラベルとして使用された変数には、そのメモリアドレスが値として入ります。 
 
［注意］二重定義の禁止 
 同じ変数名を２度以上＝（イコール）で定義したり、＝（イコール）と：（コロン）で同じ変数を使用したり、同じ変

数名を２か所以上で：（コロン）をつけてラベルとして使用してはいけません（ＨＯＷ？メッセージが出てエラーに

なります）。 
 二重定義は禁止ですが、参照することに制限はありませんから、ＬＤやＪＰ、ＣＡＬＬなどでは何回使用しても構

いません。 
 使用例は２．２．４～２．２．６を参照して下さい。 
 
２．５ 相対ジャンプ命令のラベル、変数 
 
 相対ジャンプ命令、ＪＲやＤＪＮＺなどでオペランド部に１バイトの移動値を記述する代わりにジャンプ先を示す

ラベル名を書くことができます。 
 相対ジャンプ命令は今までのバージョンでは１バイトの１６進数をそのまま表記することになっていました。Ｖ３

システムでも互換性を維持するために１バイトの１６進数をそのまま表記することと、ラベル名で表記することの

いずれも可能にしたため、特定のラベル名では都合が悪い場合が出てきました。 
［都合が悪いラベル名の例］ 
①ＪＲ ＮＺ，ＡＢＣ 
②ＪＲ Ｚ，ＤＴＩＮ 
 ①の場合は下線部が１６進数２桁のＡＢと同じため、ＪＲ ＮＺ，ＡＢと解釈されてしまいます。また②は１６進数

の始めの１桁がＤと読み取られ、次の２桁目が０～Ｆではないため、エラーになってしまいます。 
 つまり相対ジャンプ命令のオペランドにラベルを使う場合には、そのラベル名はＡ～Ｆで始まっては都合が悪

いことになります。 
 せっかく相対ジャンプ命令でもラベル使用ができるようにしたのに、これではありがたさが半減してしまいま
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す。 
 そこでラベル名の先頭にラベルを示すマークとして、＊をつけて表示してもよいことにしました。ＢＡＳＩＣの場

合とは異なり、この＊マークはラベルか２桁の１６進数かを区別するためにだけ必要なものですから、不要な場

合にはつけなくても構いません。＊ＡＢＣとＡＢＣは全く同じものとして扱われます（下例参照）。また相対ジャン

プ命令以外の命令のオペランドに使用しても構いません。 
 
［使用例］ 
＊ＡＢＣ：ＬＤ ＨＬ，＊ＤＴ０１ ………ＡＢＣ：ＬＤ ＨＬ，ＤＴ０１でも同じ 
ＡＢＣ５：ＩＮＣ Ａ ………＊ＡＢＣ５：ＩＮＣ Ａでも同じ 
ＪＲ ＮＺ，＊ＡＢＣ５ ………ＪＲ ＮＺ，ＡＢＣ５と書いてはいけない 
ＩＮＣ ＨＬ 
ＪＰ Ｃ，＊ＡＢＣ５ ………ＪＰ Ｃ，ＡＢＣ５でも同じ 
ＪＰ ＡＢＣ ………ＪＰ ＊ＡＢＣでも同じ 
ＤＴ０１：ＤＢ ４３ ………＊ＤＴ０１：ＤＢ ４３でも同じ。 
 
２．６  ＺＡＳＭコマンド実行時のエラーメッセージ 
 
  ＺＡＳＭコマンド実行時にエラーがあると、エラーメッセージが表示され、処理は中止されます。エラーメッセー

ジは次の３種です。 
 
●ＷＨＡＴ？ 
  このメッセージに続いて、エラーの発生した行が表示されます。 
 ニーモニックのつづりを間違えたり、規則に合わない命令の使い方をした場合などに出されます。 
 ＢＡＳＩＣと異なり、スペースにも意味があります。例えば、ＬＤ Ａ,Ｂと書くべきところを、ＬＤＡ,Ｂ（ＤとＡの間にス

ペースが無い）やＬＤ Ａ ,Ｂ（Ａと ，の間に余分なスペースが有る）と書いたりすると、エラーになります。 
 
●ＨＯＷ？ 
  このメッセージに続いて、エラーの発生した行が表示されます。 
 同じ変数名を２度定義した時に出されます。（異なった箇所に同じ変数名のラベルをつけたときなど） 
  未定義の変数名が使用された時にも出されます。 
  例えば、ＣＡＬＬ Ａ５ という文があって、プログラムのどこにも、Ａ５：のラベルのついた行が無く、またＡ５＝

＄ｎｎｎｎという定義文も無い場合などがエラーになります。 
 
●ＳＯＲＲＹ 
  このメッセージに続いて、エラーの発生した行が表示されます。 
 プログラムが大きすぎて、ワークエリアが足りなくなった時に出されます。 
 この場合には、その行以後を削除しなければなりません。 
 このように大きくてアセンブルできないプログラムは適当なところで２つに分けて、２本のプログラムにしてそれ

ぞれアセンブルするようにします。 
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１０章  逆アセンブラ 
 
 
 この章で説明する逆アセンブラは８章で説明したライン逆アセンブラと基本的には同じ動作をします。 
 ライン逆アセンブラはマシン語を逆アセンブルして、ニーモニックコードに置き換えますが、ここで説明するアセ

ンブラはその後さらに加工して再びアセンブルすることが可能な、アセンブラソースプログラムファイルを逆作成

します。 勿論そのようにして作られたソースプログラムは、前章で説明したＺＡＳＭコマンドで再びアセンブルし

てマシン語プログラムを作り出すことができます。 
 例えばここにあるマシン語プログラムがあって、それはＲＯＭになっていてアセンブラのソースプログラムは残

っていないが、そのプログラムを大幅に書き直さなくてはならなくなった、というような場合を考えて下さい。 
 逆アセンブラを利用すれば、そのプログラムの解析はできます。しかし部分的に書き直すにしても、これはか

なり厄介な作業を覚悟しなければなりません。 
 また同じように、ソースプログラムが無くて、マシン語プログラムＲＯＭだけあって、そのプログラムを別のアド

レスに移し変えたいというような場合もあります。これはさらに大変でジャンプアドレスやコール命令のアドレス

などを全部ていねいに直していかなければなりません。一箇所でも見落とすと、プログラムが暴走してしまいま

す。 
 アセンブラソースプログラムファイルを逆作成する機能はこれらの問題を一度にクリアしてしまいます。 
 逆アセンブルコマンドはＺＤＡＳです。 
 Ｚ８０逆アセンブラ（ＺＤＡＳ．ＣＯＭ）はＺＢＫフォルダに入っています。 
 
［書式］ＺＤＡＳ ファイルネーム ａａａａ 
 
  ここで対象になるのは、Ｚ８０マシン語プログラムをバイナリ形式で保存したファイルです。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩ

Ｃを起動して、／ＳＶコマンドでＳＡＶＥしたファイルはバイナリファイルです。 
 ａａａａはそのマシン語プログラムが本来おかれていたアドレスです。バイナリファイルにはアドレス情報はあり

ません。ａａａａを指定しないでＺＤＡＳコマンドを実行すると、逆アセンブラはそのプログラムが００００番地からか

かれていたものと仮定して翻訳を行います。 
 マシン語プログラムの場合、途中のアドレス、たとえば４００４番地から書かれていたプログラムは００００番地

に書かれるプログラムとは異なります。この理由でパラメータａａａａをつけることが必要になります。 
 もとのプログラムが４００４番地からスタートしている場合はａａａａに４００４を指定することによって、正しいソー

スプログラムが作り出されます。 
 
［注記］ニモニックコード変換のルール 
  この逆アセンブラは指定範囲のメモリの内容を、すべてプログラムとみなしてコード変換します。したがって、

もし指定範囲内にＪＩＳコードの文字列テーブルや、何かのコード変換テーブルが有っても、すべてプログラムと

みなしてＺ８０ニモニックに変換してしまいます。 
 またＪＰ命令、ＣＡＬＬ命令のように３バイトある命令の途中（２バイト目や３バイト目）から逆アセンブルした場合

には、当然異なった命令に翻訳されてしまいます。（この事は２バイト、４バイト長の命令についても同じことが

言えます） 
 もしもＺ８０の命令コード以外のコードをみつけた時は、その行のニモニック部分に、？マークを表示します。 
 
［使用例］ 
 ９章で作成したプログラムを少し変更します。ＴＥＳＴＡＳＭ．ＴＸＴを下のように変更してください（下線部のよう

に変更します）。 
 
;;; TEST PROGRAM 

; 

ORG $4004 

ADRS=$8000 
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REENT=$1033 

; 

LD B,00 

LD HL,ADRS 

XOR A 

LOOP:LD (HL),A 

INC HL 

DEC B 

JP NZ,LOOP

JP REENT 

;END 
 
 ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＴＸＴとしてＳＡＶＥします。 
 
Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＺＡＳＭ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＴＸＴ＞ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＷＫ［Ｅｎｔｅｒ］を実行します。 
 
 逆アセンブラもＺＢＫボードを接続しておく必要はないのですが、ここではテストのためＺＢＫボードを接続してＺ

ＢＫシステムを起動してください。 
）Ｚ［Ｅｎｔｅｒ］でＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリして 

＞／ＬＤ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＢＩＮ，４００４［Ｅｎｔｅｒ］でロードして９章での説明と同様にして実行してみます（その前

に８０００～８０ＦＦを００以外にしておくために、ＭＶ ００００，００ＦＦ，８０００［Ｅｎｔｅｒ］と入力してください）。 
 実行の結果は最初のプログラムと同じ結果が得られます。 
 
 ここまで確認したところで逆アセンブラを使ってみます。 
 ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＢＩＮはＺ８０マシン語プログラムのバイナリファイルです。内容は確認済みです。 
 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを起動しているＭＳＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）はそのままにしておいて、別のＭＳ

ＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）もうひとつ開きます。 
  
Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＺＤＡＳ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＢＩＮ［Ｅｎｔｅｒ］ 
 と入力してください。画面には次のリストが表示されます（ＺＤＡＳ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＢＩＮ＞ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＷＫ２

としてファイルに出力することもできます。ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＷＫ２は任意のファイル名で構いません）。 
 
0000 0600           LD B,00 

0002 210080         LD HL,$8000 

0005 AF             XOR A 

0006 77             LD (HL),A 

0007 23             INC HL 

0008 05             DEC B 

0009 C20A40         JP NZ,$400A 

000C C33310         JP $1033 

END 

 

 マシン語プログラムをある程度経験している人ならば、これではだめだ、ということがわかるはずです。 

 その理由については先で説明することにして、ＺＤＡＳコマンドを実行すると、これとは別のファイルが作られま

す。ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＳＯＵ のように ．ＳＯＵという拡張子がつけられます。これが逆アセンブルの結果作成され

たソースプログラムファイルです。テキストエディタで開いてみてもよいのですが、今回は短いファイルですから

ＭＳＤＯＳのＴＹＰＥコマンドを使ってみます。 

 

Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＴＹＰＥ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＳＯＵ［Ｅｎｔｅｒ］ 

      ORG $0000 
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      Z8000=$8000 

      Z400A=$400A 

      Z1033=$1033 

      LD B,00 

      LD HL,Z8000 

      XOR A 

      LD (HL),A 

      INC HL 

      DEC B 

      JP NZ,Z400A 

      JP Z1033 

 

 このようにＺＤＡＳ．ＣＯＭはバイナリファイルを読んで再アセンブル可能なＺ８０ソースプログラムを作成しま

す。 

 じつはこれはＺＤＡＳの誤った使い方の例なのです。もとのプログラムはＯＲＧ ＄４００４のはずだったのにこ

こではＯＲＧ ＄００００になっています。ＯＲＧについてはあとから直すことも可能です。問題は下から２行目、Ｊ

Ｐ ＮＺ，Ｚ４００Ａです。逆アセンブラはこのようにＪＰ命令の飛び先やＬＤ命令の定数などをラベルにして示しま

す（先頭にＺをつけてラベル名にしている）。Ｚ４００Ａはリストのはじめの方でＺ４００Ａ＝＄４００Ａとして定義して

います。もとのプログラムではＬＤ （ＨＬ），Ａの命令の書かれたアドレスを指定していたのですが、このプログラ

ムでは全く違ったアドレスを指定していることになります。 

 もう一度ＺＤＡＳをやり直してみます。今度は下のように４００４番地をパラメタ指定して実行します。 

 

Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＺＤＡＳ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＢＩＮ ４００４［Ｅｎｔｅｒ］ 

4004 0600           LD B,00 

4006 210080         LD HL,$8000 

4009 AF             XOR A 

400A 77             LD (HL),A 

400B 23             INC HL 

400C 05             DEC B 

400D C20A40         JP NZ,$400A 

4010 C33310         JP $1033 

END 

 

 今度はよさそうです。４００４番地からスタートしています。ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＳＯＵも確認してみます。 

Ｃ：￥ＺＢＫ＞ＴＹＰＥ ＴＥＳＴＡＳＭ２．ＳＯＵ［Ｅｎｔｅｒ］ 

      ORG $4004 

      Z8000=$8000 

      Z1033=$1033 

      LD B,00 

      LD HL,Z8000 

      XOR A 

Z400A:LD (HL),A 

      INC HL 

      DEC B 

      JP NZ,Z400A 

      JP Z1033 

 

 ＯＲＧ ＄４００４になりました。プログラムの中ほど、Ｚ４００Ａ：ＬＤ （ＨＬ），Ａ に注目してください。 

 このようにＺＤＡＳ．ＣＯＭはＪＰ命令の飛び先アドレスをチェックして正しい位置にラベルを設定してくれます。

かしこいプログラムだと思いませんか？ 
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 以上の説明でＺＤＡＳのパラメタａａａａの使い方が理解できたと思います。 

 なお９章で作ったプログラムを変更したわけは、ａａａａをつけないで逆アセンブルしたときの問題点をはっきり

示すためです。もとのプログラムは相対ジャンプ命令なので、この部分に限って言えば問題は発生しないので

す。このもとのようなプログラムをリロケータブル（再配置可能）なプログラムであるといいます。興味の有る方

は９章のＴＥＳＴＡＳＭ．ＢＩＮを逆アセンブルして、なぜリロケータブルなのかを考えてみてください。 

 ところでそれならば全て相対ジャンプ命令だけで書けばよいではないか、という疑問がでてくるかもしれません。

じつは相対ジャンプ命令にも短所があるのです。またＣＡＬＬ命令は絶対アドレスしか許されません。相対ジャン

プ命令の短所とはなにか？これも各自がプログラムを書くのになれてくる過程で明らかになってくると思います

からここでは説明を省きます。 



１１章 メモリマップ 
 
 
 ＺＢＫ開発セットで起動するとブートプログラムが実行されます。そのときのメモリマップは次の通りです。 
0000 

      ROM 00000-003FF(R0) 

0400                        (04)=00,(05)=F0 
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      RAM F0400-FFFFF 

        (R3) 

      

FFFF 

 
００００～０３ＦＦがＲＯＭで残りはＲＡＭになります。メモリバンクはＲ０とＲ３のみが有効です。メモリバンク用レ

ジスタには（０４）＝００、（０５）＝Ｆ０がセットされます。メモリバンクについては、ＺＢＫボードハードウェア説明書

３章７．を参照してください。 

 Ｚコマンドを入力するか、メモリバンク用レジスタ（００）～（０６）を書きかえるまでは、このメモリ構成になってい

ます。 ＺコマンドによってＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣが起動すると次のメモリ構成になります。 

 

0000 

      ROM 00000-01FFF (R0)    (00)=07,(01)=00 

2000 

     ROM  02000-03FFF (R1)       ROM 04000-0FFFF (01)=02,04,06,08,0A,0C 

4000                          (02)=0F,(03)=F0 

     RAM F4000-F7FFF 

        (R2) 

8000                          (04)=1F,(05)=F0 

 

     RAM F8000-FDFFF 

         (R3) 

E000                          (06)=37 

     RAM FE000-FFFFF (R4) 

FFFF 

 

 ＲＯＭスタートした場合には次の構成になります。 

0000 

      ROM 00000-01FFF (R0)    (00)=07,(01)=00 

2000 

     ROM  02000-03FFF (R1)       ROM 04000-0FFFF (01)=02,04,06,08,0A,0C 

4000                          (02)=0F,(03)=F0 

     ROM 10000-17FFF 

        (R2) 

8000                          (04)=1F,(05)=F0  ROM/RAM SELECT (04)=10 - 37 

 

     RAM F8000-FDFFF 

         (R3) 

E000                          (06)=37 

     RAM FE000-FFFFF (R4) 

FFFF 
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 ２０００～３ＦＦＦはシステムがＲＯＭの０２０００～０ＦＦＦＦをバンク切り替えによって割り当てて使用します。こ

の部分にユーザーが関与することはできません。 

 ４０００～７ＦＦＦはユーザーのＲＯＭプログラムエリア１００００～１７ＦＦＦが割り当てられ、８０００～ＤＦＦＦには

ＲＡＭのＦ８０００～ＦＤＦＦＦが割り当てられますが、ユーザープログラムの先頭で、Ｉ／Ｏアドレス （０４） に１０

Ｈ～３７Ｈを出力することでＲＯＭとＲＡＭの境界を４４００～Ｅ０００の範囲で変更することができます。方法につ

いては６章６．を参照してください。 
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１２章 ＮＤ８０Ｋとの接続 
 
 
１．ＮＤ８０ＫモニタとＺＢＫブートプログラム 
 
 ＮＤ８０ＫはＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋと異なり、ボード上のキーボードとＬＥＤにより単独でマシン語プログラムの作

成、実行などが行えます。 
 ＺＢＫ開発セットと接続することで、より高度な処理が行えますが、ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣの機能によってプログラ

ムを作成し、ふたたびＮＤ８０Ｋモニタに戻って実行する、というような処理がしたい場合もあります。 
 開発セットのブートプログラムとＮＤ８０Ｋモニタとの間は自由に往復できるように考慮してあります。 
 ＮＤ８０ＫからＺＢＫブートプログラム（１３章参照）に行くには、ＮＤ８０Ｋのキーボードから０２００［ＡＤＲＳＳＥＴ］

［ＲＵＮ］と操作します。 
 ＮＤ８０Ｋモニタから離れるとＬＥＤ表示は消灯し、ＮＤ８０Ｋのキー入力はできなくなります（リセットのみ可能で

すが、ブートプログラムにエントリ中にリセットすると、ＤＯＳ／Ｖ側プログラムがハングアップします）。 
 ブートプログラムにエントリするとレジスタダンプが表示されますが、その後ブートプログラムのコマンド入力が

可能になります。 
 ここからＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリするには、Ｚ［Ｅｎｔｅｒ］を入力します。 
 ブートプログラムからＮＤ８０Ｋモニタに戻るには、Ｎ［Ｅｎｔｅｒ］を入力します。 
 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣからＮＤ８０Ｋモニタに直接戻ることはできません。一旦、／ＢＯＯＴコマンドでブートプログラ

ムに戻ってから、ＮコマンドでＮＤ８０Ｋモニタに行きます。 
 
２．ＮＤ８０ＫモニタとＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ 
 
 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣから直接ＮＤ８０Ｋモニタに戻ることはできませんが、ユーザーのＢＡＳＩＣプログラムの中で

ＮＤ８０Ｋモニタの機能を実行することはできます。 
 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣは特別のモードで実行されており、ＮＤ８０Ｋモニタとは切り離されているため、ＮＤ８０Ｋモ

ニタのサブルーチンアドレスを直接コールすることはできません。特定の機能のみ、別に用意したエントリアドレ

スをコールすることで実行できます。 
 ユーザーのＢＡＳＩＣプログラムの中でマシン語サブルーチンコール命令（ＵＳＲ関数）により実行します。 
 ＢＡＳＩＣで使用できるＮＤ８０Ｋモニタの機能は次の通りです。 
 
①ＮＤＬＥＤＯＮ （ＬＥＤ表示ＯＮ）       エントリアドレス ＄０２０Ｃ  
②ＮＤＬＥＤＯＦＦ （ＬＥＤ表示ＯＦＦ）      エントリアドレス ＄０２０Ｆ 
③ＮＤＳＥＧＤＰ （ＬＥＤセグメント表示）    エントリアドレス ＄０２１２  
④ＮＤＡＤＤＳＰ （ＬＥＤアドレスデータ表示） エントリアドレス ＄０２１５  
⑤ＮＤＫＥＹＩＮ （ＫＥＹ入力①）          エントリアドレス ＄０２１８  
⑥ＮＤＩＮＰＵＴ （ＫＥＹ入力②）          エントリアドレス ＄０２１Ｂ  
⑦ＮＤＳＯＵＮＤ （サウンド出力）        エントリアドレス ＄０２１Ｅ  
⑧ＮＤＣＨＲＰＲＴ （１文字プリント）       エントリアドレス ＄０２２１  
 
各サブルーチンの説明 
 
①ＮＤＬＥＤＯＮ （ＬＥＤ表示ＯＮ）       エントリアドレス ＄０２０Ｃ  
 
 ＺＢＫブートプログラムやＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリ中はＮＤ８０ＫのＬＥＤは消灯しています。しかしユーザ

ープログラムの中ではＬＥＤを点灯させることができます。 
 ユーザープログラムの中で 
   ＵＳＲ（＄０２０Ｃ） 
 を実行するとそれ以後はＵＳＲ（＄０２０Ｆ）を実行するかブレイクするまでＬＥＤが点灯します。 
［注意］ 



 ＬＥＤ表示ルーチンはカウンタ／タイマーＢチャネル２による割り込みを利用して２ｍｓ毎にダイナミック点灯を

行っています。プログラム中でＩＮＴＯＦＦを実行するとＬＥＤを点灯させることができなくなります。またＬＥＤ点灯

を行う場合にはユーザーはカウンタ／タイマーＢチャネル２を使用できません。 
 
②ＮＤＬＥＤＯＦＦ （ＬＥＤ表示ＯＦＦ）      エントリアドレス ＄０２０Ｆ 
 
    ＵＳＲ（＄０２０Ｆ） の実行でＬＥＤが消灯します。 
 
③ＮＤＳＥＧＤＰ （ＬＥＤセグメント表示）    エントリアドレス ＄０２１２ 
  
 ８個のＬＥＤの１個を指定して、セグメント表示を行います。Ｂ％に表示桁位置（０～７）、Ａ％にセグメントデータ

を入れてＵＳＲ（＄０２１２）を実行します。 
 ＬＥＤ表示ＯＮルーチン ＵＳＲ（＄０２０Ｃ）が実行されていないと、表示結果を見ることができません。 

 セグメントデータバッファ内のデータの各ビットはＬＥＤ表示器１桁のセグメントと下図のように関係しています。

対応するビットが１のとき、そのセグメントが点灯します。 

 たとえば ２ という数字を表示するには、ａ、ｂ、ｄ、ｅ、ｇ＝１なので、０１０１１０１１（５ＢＨ）を表示バッファに書

き込みます。 

［プログラム例］ 
  ＬＥＤの左３桁に Ｅｎｄ と表示します（残り５桁はブランク）。  
    10 DIM SEGDT%(7) 

    20 DATA $79,$54,$5E 

    30 FOR N%=0 TO 2 

    40 READ SEGDT%(N%) 

    50 NEXT N% 

    60 FOR N%=3 TO 7 

    70 SEGDT%(N%)=0 

    80 NEXT N% 

    90 FOR B%=0 TO 7 

   100 A%=SEGDT%(B%):USR($0212) 

   110 NEXT B% 

   120 USR($020C) 

   130 GOTO 130 

 ブレイクすると表示ＯＦＦになってしまうので１３０行でループさせてプログラムが終らないようにしてあります。 
 
④ＮＤＡＤＤＳＰ （ＬＥＤアドレスデータ表示） エントリアドレス ＄０２１５  
 
 アドレスレジスタ（ＬＥＤ左４桁）にＢ％の値を、データレジスタ（ＬＥＤ右４桁）にＡ％の値をそれぞれ１６進数で

表示します。 
 Ｂ％＝＄１２３４、Ａ％＝＄ＡＢＣＤのとき、ＵＳＲ（＄０２１５）を実行するとＬＥＤに １２３４ＡｂＣｄ と表示されま

す。ＬＥＤ表示ＯＮルーチン ＵＳＲ（＄０２０Ｃ）が実行されていないと、表示結果を見ることができません。  
 
⑤ＮＤＫＥＹＩＮ （ＫＥＹ入力①）          エントリアドレス ＄０２１８  
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 ＵＳＲ（＄０２１８）を実行するとＮＤ８０Ｋのキー入力待ちになります。キーが押されるとそのキーに対応する値

（０～２３）がＡ％に入ります。 
 キーとＡ％に入る値の関係は０～Ｆキーが０～１５で以下ＲＵＮ＝１６、ＣＯＮＴ＝１７、ＡＤＲＳＳＥＴ＝１８、ＲＥＡ

ＤＤＥＣ＝１９、ＲＥＡＤＩＮＣ＝２０、ＷＷＩＴＥＩＮＣ＝２１、＊（Ｉ／Ｏ）＝２２、ＲＥＧ＝２３です。 
［プログラム例］ 
   10 USR($0218) 

   20 IF A%=22 THEN STOP 

   30 PRINT A% 

   40 GOTO 10 

[注意] 

 ＵＳＲ（＄０２１８）はキー入力されるまでメインルーチンに戻って来ません。［ＣＴＲＬ］Ｂによってブレイクするこ

とはできません。［ＣＴＲＬ］Ｂを入力するとハングＵＰしてしまいます。プログラム例のように特定のキーが押され

たらブレイクするようにしてください（この例では＊（Ｉ／Ｏ）キーでブレイク）。 

 

⑥ＮＤＩＮＰＵＴ （ＫＥＹ入力②）          エントリアドレス ＄０２１Ｂ 
 
 ＵＳＲ（＄０２１Ｂ）が実行されたときにＮＤ８０Ｋのキーが押されていると、そのキーに対応する値がＡ％に入り、

何も押されていないときは２５５がＡ％に入ります。前述のＵＳＲ（＄０２１８）と異なり、キーチェック後すぐにリタ

ーンするので、ブレイクに対する考慮は必要ありません。 
［プログラム例］ 
   10 USR($021B) 

   20 PRINT A% 

   30 GOTO 10 

 
⑦ＮＤＳＯＵＮＤ （サウンド出力）        エントリアドレス ＄０２１Ｅ 
 

 Ａ％の値に対応する高さの音が一定時間スピーカーから出力されます。Ａ％の値と音の高さの関係について

はＮＤ８０Ｋ操作説明書８章を参照してください。 

［プログラム例］ 
   10 USR($021B) 

   20 IF A%=255 GOTO 10 

   30 USR($021E) 

   40 GOTO 10 

 ＮＤ８０Ｋ操作説明書８章の電子オルガンプログラムと同じ働きをします。 

 

⑧ＮＤＣＨＲＰＲＴ （１文字プリント）       エントリアドレス ＄０２２１ 
 
 ＮＤ８０Ｋにセントロニクスプリンタを接続して、プリンタに文字を出力します。Ａ％の値に対応する文字コードが

プリンタに送られます。 



１３章 ブートプログラム 
 
 
 ［１章５．スタート］で説明した、スタート時の ） プロンプト表示がブートプログラムが実行されている状態です。

ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリするために入力する Ｚ はブートプログラムのコマンドです。 
 ブートプログラムは開発システムが起動するとスタートする、小さなプログラムです（００００～０３ＦＦの１ＫＢ）。

ＢＡＳＩＣを使う上では何の役にも立ちません。普通のユーザーはＺコマンドでＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを起動させてし

まうとあとは終了するまでここに戻ってくることはありません。 
 実はブートプログラムは、最初にＫＬ５Ｃ８０１２の動作を確認し、そしてＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣを移植しデバッグす

るために必要になって作成したものです。マシン語プログラムのためのデバッグ機能はＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣの中

にもあります（４章）が、ブートプログラムはそれよりももっと下層で働くマシン語プログラムのためのツールです。

ＺＢＫボードをＢＡＳＩＣで制御するのではなくて、マシン語のみで制御するような使い方をする場合に役に立ちま

す。 
 ブートプログラムの実行中もＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣと同様、スクリーンエディタが機能しています。またログファイ

ルも作成されます。 
 
１．起動時（ブートプログラムエントリ時）のメモリマップ 
 
 ＺＢＫ開発セットの構成で起動すると、プログラムＲＯＭ１２８ＫＢ、ＲＡＭ１２８ＫＢのうちＣＰＵが直接アクセスす

る６４ＫＢのアドレスには、次のように割り当てられます。 
0000 

      ROM 00000-003FF(R0) 

0400                        (04)=00,(05)=F0 
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      RAM F0400-FFFFF 

        (R3) 

 

      

FFFF 

 

 ００００～０３ＦＦがＲＯＭで残りはＲＡＭになります。メモリバンクはＲ０とＲ３のみが有効です。メモリバンク用レ

ジスタには（０４）＝００、（０５）＝Ｆ０がセットされます。メモリバンクについては、ＺＢＫボードハードウェア説明書

３章７．を参照してください。 

 Ｚコマンドを入力するか、メモリバンク用レジスタ（００）～（０６）を書きかえるまでは、このメモリ構成になってい

ます。ブートプログラムのコマンドは０４００～ＦＦＦＦのＲＡＭに対して使用します。 

 ＲＯＭにユーザープログラムを書いて、ショートストラップの設定でＲＯＭスタートしたときは、１１章で説明した

メモリマップにしたのち、１８００番地にジャンプします（ＢＡＳＩＣシステムを使用しない場合）。 

 

［注意］ 

 ブートプログラム自身のワークやスタックのためにＦ×××番地のメモリを使用します。この範囲のメモリを不

用意に書きかえると、ブートプログラムが機能しなくなりますから、Ｆ０００～ＦＦＦＦは書き換えないようにしてくだ

さい。 

 

２．コマンド 

 

 次のコマンドがあります。 

Ｃ （Ｃｈａｎｇｅ ｍｅｍｏｒｙ） 

Ｄ （Ｄｕｍｐ ｍｅｍｏｒｙ） 

Ｇ （Ｇｏ） 

Ｉ  （Ｉｎ） 
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Ｌ （Ｌｏａｄ） 

Ｎ （ＮＤ８０Ｋ ＪＵＭＰ） 

Ｏ （Ｏｕｔ） 

Ｑ （Ｑｕｉｔ） 

Ｒ （Ｒｅｔｕｒｎ） 

Ｓ （Ｓａｖｅ） 

Ｔ （Ｔｒａｃｅ） 

Ｚ （ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ ｅｎｔｒｙ） 

 

 各コマンドについて簡単に説明します。コマンド（およびパラメータ）入力後［Ｅｎｔｅｒ］入力により実行されます。 

 

①Ｃ （Ｃｈａｎｇｅ ｍｅｍｏｒｙ） 

 

［書式］Ｃ ａａａａ 

 

 指定メモリアドレスの内容を書き換えます。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシン語モニタのＣＭコマンドとほぼ同じ動作を

します。ａａａａは４桁の１６進数でアドレスを示します。 

 

②Ｄ （Ｄｕｍｐ ｍｅｍｏｒｙ） 

 

［書式］Ｄ ａａａａ 

 

 指定メモリアドレスからはじまる１２８バイトの内容を表示します。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシン語モニタのＤＭコマ

ンドとほぼ同じ動作をします。ａａａａは４桁の１６進数でアドレスを示します。 

 

③Ｇ （Ｇｏ） 

 

［書式１］Ｇ＝ａａａａ ｂｂｂｂ 

［書式２］Ｇ ｂｂｂｂ 

 

 指定メモリアドレスにジャンプしてユーザープログラムを実行します。［書式１］でａａａａはジャンプ先ユーザー

アドレスで、ｂｂｂｂはブレイクアドレスです。ｂｂｂｂは省略できます。 

［書式２］はブレイク後に次のブレイクアドレス（ｂｂｂｂ）を指定してユーザープログラムにリターンします。 

 ａａａａ、ｂｂｂｂは４桁の１６進数で命令の第一バイトが存在するアドレスでなければいけません。 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシン語モニタのＪＰ、ＢＰ、ＲＴコマンドとほぼ同じ動作をします。 

 

④ Ｉ  （Ｉｎ） 

 

［書式］ Ｉ ａａ 

 

 Ｉ／Ｏアドレス ａａ に対してＩＮ命令を実行し、入力した値を１６進数で表示します。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシン

語モニタのＩＮコマンドとほぼ同じ動作をします。ａａは２桁の１６進数でＩ／Ｏアドレスを示します。 

 

⑤Ｌ （Ｌｏａｄ） 

 

［書式］ Ｌ ファイルネーム，ａａａａ 

 

 バイナリファイルをアドレスａａａａからＬＯＡＤします。ファイルネームはＭＳＤＯＳのルールに従います。ａａａａは

４桁の１６進数で省略はできません。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシン語モニタの／ＬＤコマンドとほぼ同じ動作をします。

ＬＯＡＤできるファイルサイズはＢ０００バイト以下でなければいけません。 
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⑥Ｎ （ＮＤ８０Ｋ ＪＵＭＰ） 

 

 ＮＤ８０Ｋの場合、Ｎ［Ｅｎｔｅｒ］でＮＤ８０Ｋモニタに戻ることができます。 

 ＮＤ８０Ｋからブートプログラムに戻るには、ＮＤ８０Ｋのキーボードから０２００［ＡＤＲＳＳＥＴ］［ＲＵＮ］と操作しま

す。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣからＮＤ８０Ｋモニタに戻ることはできません。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣからは、まず／ＢＯＯＴ

コマンドでブートプログラムに戻ってから、ＮコマンドでＮＤ８０Ｋモニタに戻ります。 

 なおＮコマンドでＮＤ８０Ｋモニタに戻ったあと、ふたたび０２００［ＡＤＲＳＳＥＴ］［ＲＵＮ］でブートプログラムにリタ

ーンすると、レジスタダンプが表示されますが、それ以後は普通にブートコマンドの入力ができます。 

 

⑦Ｏ （Ｏｕｔ） 

 

［書式］ Ｏ ａａ，ｎｎ 

 

 Ｉ／Ｏアドレス ａａ に２桁の１６進数ｎｎを出力します。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシン語モニタのＯＴコマンドとほぼ

同じ動作をします。ａａは２桁の１６進数でＩ／Ｏアドレスを示します。 

 

⑧Ｑ （Ｑｕｉｔ） 

 

 処理を終了してＭＳＤＯＳに戻ります。ブートプログラムの実行中もログファイルの機能が働いていて全ての表

示内容が保存されます。Ｑコマンドで終了すると完全なログファイルが作成されます。［ＣＴＲＬ］ＣでＭＳＤＯＳに

戻った場合、最後の１ページは保存されません。 

 

⑨Ｓ （Ｓａｖｅ） 

 

［書式］ Ｓ ファイルネーム，ａａａａ，ｂｂｂｂ 

 

 バイナリファイルをアドレスａａａａ～ｂｂｂｂの範囲のマシン語プログラム（データ）ＬＯＡＤします。ファイルネーム

はＭＳＤＯＳのルールに従います。ａａａａ、ｂｂｂｂは４桁の１６進数で省略はできません。ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣマシ

ン語モニタの／ＳＶコマンドとほぼ同じ動作をします。 

 

⑩Ｔ （Ｔｒａｃｅ） 

 

［書式１］ Ｔ＝ａａａａ ｎ 

［書式２］ Ｔ ｎ 

 

 ブレイクポイントから指定ステップだけトレース実行し、各ステップ毎にレジスタの値をダンプ表示します。書式

１は Ｇ＝ａａａａ ＋ Ｔ ｎ の動作になります。アドレスａａａａからスタートしてｎステップ、トレース実行します。 

 書式２はブレイクしているポイントからｎステップ、トレース実行します。 

 トレースはＫＬ５Ｃ８０１２のタイマ／カウンタＢチャネル０を割り込み使用しています。 

 ステップ回数ｎは１桁以上の１６進数で、ｎを省略するとｎ＝１を指定したのと同じになります。 

 

［注意１］ 

 トレース機能はタイマーの割り込みを利用しています。ユーザープログラムに割り込み禁止命令ＤＩがあると実

行できなくなります。そのためトレース中にＤＩ命令をみつけると！を表示してトレースを中止します。 

［注意２］ 

 トレースはブレイク機能と異なり、ＲＯＭに書かれたプログラムに対しても実行できますが、ブートプログラム自

身をトレースすると、トレースそのもので使用している機能をトレースすることになり正しく実行されません。 
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⑪Ｚ （ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ ｅｎｔｒｙ） 

 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリします。なおＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣからブートプログラムに戻るには／ＢＯＯＴコマン

ドを使います。 

 

３． プログラムリスト 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫモニタＲＯＭに入っているブートプログラムリストです（このリストの作成後にプロ

グラムの改良を行ったため、実際のＲＯＭの内容とは異なる部分もあります）。 

このプログラムはＺ８０クロスアセンブラ（ＺＡＳＭ．ＣＯＭ）で作成したものです。 

［注意１］ 

 このリストはユーザーの学習の手助けとなるように参考として公開したものです。プログラムの著作権は㈲中

日電工が所有します。個人目的以外での複製、改変を禁じます。 

プログラムの内容に関するお問い合わせ、ご質問にはお答えできません。 

［注意２］ 

 ユーザーが作成したプログラムをＲＯＭの空き部分に追加書込みすることで、電源ＯＮ後ただちにユーザープ

ログラムを実行することができます。この機能を使って機器などに組込んで制御することが可能ですが、人体、

生命、財産に影響のある機器への組込みや、応用には絶対に使用しないでください。 

 マイクロコンピュータを含む電子回路は極めて微弱な電圧、電流で高速動作をしているためノイズなどの影響

を受けやすく、思わぬ誤動作をする可能性があります。またＩＣその他の部品自体の劣化、欠陥により誤動作す

る可能性やシステムプログラムのバグによる誤動作の可能性もあります。 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋの使用に際し、当社は予想可能、不可能なトラブルの全てに対して一切の保証

を致しません。製品、プログラムに欠陥、不良が発見された場合には現品の修理、交換または返品の受け付け

を行う以外の責は負いません。 

 

2000/12/23  22:20  ZBOOTP.TXT 

END=0361 

              ;;; BOOT LOADER for ZBK 00/10/13 10/14 10/17 10/22 12/19 12/20 

              ;;; 

                    ORG $0000 

              ; 

                    BKCG6=$051B 

              ; 

                    ZBENTRY=$1800 

              ; 

                    NDMON=$2000 

                    SEGDP=$200C 

                    ADDSP=$2012 

                    KEYIN=$2015 

                    INPUT=$2018 

                    SOUND=$201B 

                    CHRPRT=$202A 

              ; 

                    ; 

                    LSEG8=$FFFF 

                    LSEG7=$FFFE 

                    LSEG5=$FFFC 

                    LSEG4=$FFFB 

                    LSEG3=$FFFA 
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                    LSEG2=$FFF9 

                    LSEG1=$FFF8 

                    DISP3=$FFF6 

                    DISP1=$FFF4 

                    BRKC=$FFF2 

                    BRKA=$FFF0 

                    ADRSH=$FFEF 

                    ADRSL=$FFEE 

                    DATAH=$FFED 

                    DATAL=$FFEC 

                    AREG=$FFEB 

                    FREG=$FFEA 

                    CREG=$FFE8 

                    EREG=$FFE6 

                    LREG=$FFE4 

                    SPL=$FFE2 

                    PCL=$FFE0 

                    LDSH=$FFD4 

                    IREG=$FFD3 

                    TRSW=$FFD1 

                    IOREG=$FFD0 

                    RMODE=$FFCF 

                    BRKCODE=$FFCE 

                    TRADRS=$FFCC 

                    LEDAD=$FFCA 

                    S_MODE=$FFC9 

                    S_RATE=$FFC8 

                    S_STATUS=$FFC7 

                    EIMK=$FFC6 

                    ATRNMK=$FFC4 

              ; 

                    RS7JA=$FFBB 

                    RS7JC=$FFBA 

                    SPTOP=$FFBA 

              ; 

                    IR15=$FEFE 

                    IR13=$FEFA 

              ; 

                    USTOP=$F800 

              ; 

                    BP=$F442 

                    AP=$F440 

                    AD=$F300  

              ; 

              ; 

                    BF=$F000;for NDLPRT 

              ; 

                    Z6000=$6000 

              ;       

              ; 
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                    DAS=$1400 

              ; 

              ; 

0000 F3             DI 

0001 AF             XOR A 

0002 D32E           OUT (2E),A;RTC 

0004 D304           OUT (04),A 

0006 3EF0           LD A,F0 

0008 D305           OUT (05),A;ROM1K 0-03FF,RAM63K 0400-FFFF 

000A 3EFF           LD A,FF 

000C D32F           OUT (2F),A 

000E D398           OUT (98),A;PCCARD 

0010 D330           OUT (30),A 

0012 D331           OUT (31),A 

0014 C3C901         JP START2 

              ; 

              ; BOOT LOADER 

              ; 

0017 3E23     BOOTENTRY:LD A,23 

0019 D333           OUT (33),A;P20-P27 OUT P40-P43 IN P44-P47 OUT 

001B 214301         LD HL,BOOT_BREAK 

001E 22BBFF         LD (RS7JA),HL 

0021 3EC3           LD A,C3 

0023 32BAFF         LD (RS7JC),A 

              ; 

0026 31BAFF         LD SP,SPTOP 

0029 CDD600   LOOP:CALL RBH(HIGH 4BIT) 

002C C23B00         JP NZ,CMDRD 

002F CDF000         CALL RBL(LOW 4BIT) 

0032 77             LD (HL),A 

0033 23             INC HL 

0034 C32900         JP LOOP 

              ; 

                    ORG $0038 

              ; 

0038 C3BAFF         JP RS7JC;RST 7 

              ; 

003B 79       CMDRD:LD A,C 

003C E6F0           AND F0 

003E 2830           JR Z,TEST 

0040 FE10           CP 10 

0042 CA9100         JP Z,ADSET 

0045 FE20           CP 20 

0047 CA2900         JP Z,LOOP;WRITE INC 

004A FE30           CP 30 

004C CAA800         JP Z,READ 

004F FE40           CP 40  

0051 CA9401         JP Z,BOOT_RUN 

0054 FE50           CP 50 

0056 CABE00         JP Z,BOOT_OUT 
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0059 FE60           CP 60 

005B CACD00         JP Z,BOOT_IN 

005E FE70           CP 70 

0060 CAAF02         JP Z,BRSET 

0063 FE80           CP 80 

0065 CA9701         JP Z,RET 

0068 FEA0           CP A0 

006A CAB802         JP Z,TRACE 

006D C32900         JP LOOP 

              ; 

0070 DB2C     TEST:IN A,(2C) 

0072 CB57           BIT 2,A 

0074 28FA           JR Z,TEST 

0076 3E00           LD A,00;READY OUT 

0078 D332           OUT (32),A 

007A DB2C     TEST1:IN A,(2C) 

007C CB57           BIT 2,A 

007E 20FA           JR NZ,TEST1;IF STB OFF 

0080 3E80           LD A,80 

0082 D332           OUT (32),A;BUSY OUT 

0084 DB2C     TEST2:IN A,(2C) 

0086 CB57           BIT 2,A 

0088 28FA           JR Z,TEST2;IF STB ON 

008A 3E00           LD A,00 

008C D332           OUT (32),A;READY OUT 

008E C32900         JP LOOP 

              ; 

0091 CDD600   ADSET:CALL RBH 

0094 C23B00         JP NZ,CMDRD 

0097 CDF000         CALL RBL 

009A 6F             LD L,A 

009B CDD600         CALL RBH 

009E C23B00         JP NZ,CMDRD 

00A1 CDF000         CALL RBL 

00A4 67             LD H,A 

00A5 C32900         JP LOOP 

              ; 

00A8 CDD600   READ:CALL RBH 

00AB C23B00         JP NZ,CMDRD 

00AE CDF000         CALL RBL 

00B1 47             LD B,A 

00B2 7E       READ2:LD A,(HL) 

00B3 CD1401         CALL BOUT 

00B6 23             INC HL 

00B7 05             DEC B 

00B8 C2B200         JP NZ,READ2 

00BB C32900         JP LOOP 

              ; 

00BE CDD600   BOOT_OUT:CALL RBH 

00C1 C23B00         JP NZ,CMDRD 
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00C4 CDF000         CALL RBL 

00C7 4D             LD C,L 

00C8 ED79           OUT (C),A 

00CA C32900         JP LOOP 

              ; 

00CD 4D       BOOT_IN:LD C,L 

00CE ED78           IN A,(C) 

00D0 CD1401         CALL BOUT 

00D3 C32900         JP LOOP 

              ; 

00D6 DB2C     RBH:IN A,(2C) 

00D8 CB57           BIT 2,A;STB 

00DA CAD600         JP Z,RBH;IF STB ON 

00DD 3EEE           LD A,EE 

00DF D333           OUT (33),A;READY 

00E1 DB2C     RBH1:IN A,(2C) 

00E3 CB57           BIT 2,A;STB 

00E5 C2E100         JP NZ,RBH1 

00E8 4F             LD C,A;DATA(HIGH 4BIT) 

00E9 3EEF           LD A,EF 

00EB D333           OUT (33),A;BUSY 

00ED CB59           BIT 3,C 

00EF C9             RET 

              ; 

00F0 DB2C     RBL:IN A,(2C) 

00F2 CB57           BIT 2,A;STB 

00F4 CAF000         JP Z,RBL 

00F7 3EEE           LD A,EE 

00F9 D333           OUT (33),A;READY 

00FB DB2C     RBL2:IN A,(2C) 

00FD CB57           BIT 2,A;STB 

00FF C2FB00         JP NZ,RBL2 

0102 47             LD B,A;DATA(LOW) 

0103 3EEF           LD A,EF 

0105 D333           OUT (33),A;BUSY 

0107 CB38           SRL B 

0109 CB38           SRL B 

010B CB38           SRL B 

010D CB38           SRL B 

010F 79             LD A,C 

0110 E6F0           AND F0 

0112 B0             OR B 

0113 C9             RET 

              ; 

0114 F3       BOUT:DI 

0115 5F             LD E,A 

0116 DB2C     BOUT2:IN A,(2C) 

0118 CB57           BIT 2,A;STB 

011A 28FA           JR Z,*BOUT2 

011C 1609           LD D,09 
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011E 3EEE           LD A,EE 

0120 D333           OUT (33),A;START BIT 

0122 DB2C     BOUT3:IN A,(2C) 

0124 CB57           BIT 2,A;STB 

0126 20FA           JR NZ,*BOUT3 

0128 3E77           LD A,77 

012A CB13           RL E 

012C 17             RLA 

012D D333           OUT (33),A 

012F DB2C     BOUT4:IN A,(2C) 

0131 CB57           BIT 2,A;STB 

0133 28FA           JR Z,*BOUT4 

0135 15             DEC D 

0136 20EA           JR NZ,*BOUT3 

0138 3EEF           LD A,EF 

013A D333           OUT (33),A 

013C 3AC6FF         LD A,(EIMK) 

013F B7             OR A 

0140 C8             RET Z 

0141 FB             EI 

0142 C9             RET  

              ;;; 

0143 F3       BOOT_BREAK:DI 

0144 22E4FF         LD (LREG),HL 

0147 E1             POP HL 

0148 F5             PUSH AF 

0149 3AD1FF         LD A,(TRSW) 

014C B7             OR A 

014D 3E00           LD A,00 

014F 32D1FF         LD (TRSW),A 

0152 FA5A01         JP M,B_BRK2 

0155 2B             DEC HL 

0156 3ACEFF         LD A,(BRKCODE) 

0159 77             LD (HL),A 

015A ED53E6FF B_BRK2:LD (EREG),DE 

015E ED43E8FF       LD (CREG),BC 

0162 22E0FF         LD (PCL),HL;PC 

0165 E1             POP HL;=AF 

0166 22EAFF         LD (FREG),HL;AF 

0169 ED73E2FF       LD (SPL),SP 

016D 31E0FF         LD SP,PCL 

0170 DDE5           PUSH IX 

0172 FDE5           PUSH IY 

0174 08             EX AF,AF' 

0175 F5             PUSH AF 

0176 D9             EXX 

0177 C5             PUSH BC 

0178 D5             PUSH DE 

0179 E5             PUSH HL 

017A ED57           LD A,I 
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017C 67             LD H,A 

017D ED5F           LD A,R 

017F 6F             LD L,A 

0180 E5             PUSH HL 

0181 31BAFF         LD SP,SPTOP 

0184 3E02           LD A,02 

0186 CD1401         CALL BOUT 

0189 3AC6FF         LD A,(EIMK) 

018C B7             OR A 

018D CA2900         JP Z,LOOP 

0190 FB             EI 

0191 C32900         JP LOOP 

              ; 

0194 22E0FF   BOOT_RUN:LD (PCL),HL 

0197 F3       RET:DI 

0198 31D4FF         LD SP,LDSH 

019B E1             POP HL 

019C D1             POP DE 

019D C1             POP BC 

019E D9             EXX 

019F F1             POP AF 

01A0 08             EX AF,AF' 

01A1 FDE1           POP IY 

01A3 DDE1           POP IX 

01A5 31E6FF         LD SP,EREG 

01A8 D1             POP DE 

01A9 C1             POP BC 

01AA F1             POP AF 

01AB ED7BE2FF       LD SP,(SPL) 

01AF 2AE0FF         LD HL,(PCL);PC 

01B2 E5             PUSH HL 

01B3 2AE4FF         LD HL,(LREG) 

01B6 F5             PUSH AF 

01B7 3AD1FF         LD A,(TRSW) 

01BA B7             OR A 

01BB FAC602         JP M,TRSET 

01BE 3AC6FF         LD A,(EIMK) 

01C1 B7             OR A 

01C2 2803           JR Z,RET2 

01C4 F1             POP AF 

01C5 FB             EI 

01C6 C9             RET 

01C7 F1       RET2:POP AF 

01C8 C9             RET 

              ; 

01C9 D332     START2:OUT (32),A 

01CB 3E9B           LD A,9B 

01CD D383           OUT (83),A 

01CF D387           OUT (87),A 

01D1 D38B           OUT (8B),A 
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01D3 D38F           OUT (8F),A 

01D5 3E37           LD A,37 

01D7 D306           OUT (06),A 

01D9 3EFF           LD A,FF 

01DB D334           OUT (34),A;LERL 

01DD D335           OUT (35),A;LERH 

01DF 3EE0           LD A,E0 

01E1 D337           OUT (37),A;IVR 

01E3 AF             XOR A 

01E4 32C6FF         LD (EIMK),A 

01E7 32D1FF         LD (TRSW),A 

01EA 3EFE           LD A,FE 

01EC ED47           LD I,A 

01EE ED5E           IM 2 

01F0 3EBF           LD A,BF 

01F2 D3C4           OUT (C4),A;ND CHECK 

01F4 DBC0           IN A,(C0) 

01F6 E602           AND 02 

01F8 C23602         JP NZ,ZBMODE 

01FB C35102         JP NDJMP 

              ; 

              ; 

                    ORG $0200 

              ; 

              ;   from ND to BOOT ENTRY 

              ; 

0200 C32702         JP ZBOOT 

0203 C36C02         JP RAMST 

0206 C35102         JP NDJMP 

0209 C3E102         JP INTDP 

020C C3F802         JP NDLEDON 

020F C30C03         JP NDLEDOFF 

0212 C31603         JP NDSEGDP 

0215 C32703         JP NDADDSP 

0218 C33A03         JP NDKEYIN 

021B C34103         JP NDINPUT 

021E C34F03         JP NDSOUND 

0221 C35A03         JP NDCHRPRT 

0224 C3C602         JP TRSET    

              ; 

0227 CD0C03   ZBOOT:CALL NDLEDOFF 

022A DB2C           IN A,(2C) 

022C E6F8           AND F8 

022E FE08           CP 08;TEST 

0230 CA1700         JP Z,BOOTENTRY;FIRST BOOT 

0233 C3CD00         JP BOOT_IN;REBOOT 

              ; 

0236 DB2C     ZBMODE:IN A,(2C) 

0238 E608           AND 08 

023A CA8F02         JP Z,ROMST 
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023D 3EFF     ZBMODE2:LD A,FF 

023F 32C4FF         LD (ATRNMK),A 

0242 214301         LD HL,BOOT_BREAK 

0245 22FAFE         LD (IR13),HL 

0248 2100F8         LD HL,USTOP 

024B 22E2FF         LD (SPL),HL 

024E C31700         JP BOOTENTRY 

                   ; 

              ; JUMP TO ND MONITER 

0251 3E1F     NDJMP:LD A,1F 

0253 D304           OUT (04),A 

0255 3EF0           LD A,F0 

0257 D305           OUT (05),A 

0259 3E0F           LD A,0F 

025B D302           OUT (02),A 

025D 3EF0           LD A,F0 

025F D303           OUT (03),A 

0261 3E07           LD A,07 

0263 D300           OUT (00),A 

0265 3E0C           LD A,0C;  ND BANK (BANK6)/ 00 for 256ROM 

0267 D301           OUT (01),A 

0269 C30020         JP NDMON      

                   ; 

026C CD0C03   RAMST:CALL NDLEDOFF 

026F 3EFF           LD A,FF 

0271 32C4FF         LD (ATRNMK),A 

0274 3E1F           LD A,1F 

0276 D304           OUT (04),A 

0278 3EF0           LD A,F0 

027A D305           OUT (05),A 

027C 3E0F           LD A,0F 

027E D302           OUT (02),A 

0280 3EF0           LD A,F0 

0282 D303           OUT (03),A 

0284 3E07           LD A,07 

0286 D300           OUT (00),A 

0288 3E00           LD A,00 

028A D301           OUT (01),A 

028C C30018         JP ZBENTRY 

              ; 

028F 3E00     ROMST:LD A,00 

0291 32C4FF         LD (ATRNMK),A 

0294 3E1F           LD A,1F 

0296 D304           OUT (04),A 

0298 3EF0           LD A,F0 

029A D305           OUT (05),A 

029C 3E0F           LD A,0F 

029E D302           OUT (02),A 

02A0 3E0C           LD A,0C 

02A2 D303           OUT (03),A 
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02A4 3E07           LD A,07 

02A6 D300           OUT (00),A 

02A8 3E00           LD A,00 

02AA D301           OUT (01),A 

02AC C30018         JP ZBENTRY 

              ; 

02AF 7E       BRSET:LD A,(HL) 

02B0 32CEFF         LD (BRKCODE),A 

02B3 36FF           LD (HL),FF 

02B5 C32900         JP LOOP 

              ; 

02B8 3E80     TRACE:LD A,80 

02BA 32D1FF   LD (TRSW),A 

02BD DB37           IN A,(37) 

02BF E6DF           AND DF 

02C1 D337           OUT (37),A 

02C3 C39701   JP RET 

              ; 

02C6 21DB02   TRSET:LD HL,TRSET2 

02C9 3E02           LD A,02;1/4 PRE-SCALL SINGLE PULSE 

02CB D321           OUT (21),A;COUNTER-B CH1 CONTROLL 

02CD DB21           IN A,(21);DUMMY 

02CF 3E07           LD A,07 

02D1 D320           OUT (20),A 

02D3 3E00           LD A,00 

02D5 D320           OUT (20),A 

02D7 F1             POP AF;3+3=6 

02D8 E5             PUSH HL;4+3=7  

02D9 ED4D           RETI;7+4=11 

02DB 2AE4FF   TRSET2:LD HL,(LREG);5+3=8 TOTAL 32 

02DE FB             EI;2+1=3 

02DF ED45           RETN;4+4=8 

              ; 

02E1 E5       INTDP:PUSH HL;4+1 CLOCK 

02E2 F5             PUSH AF;4+1 

02E3 2ACAFF         LD HL,(LEDAD);5+3 

02E6 7E             LD A,(HL);2+1 

02E7 D3CC           OUT (CC),A;4+2+2 

02E9 7D             LD A,L;1+1 

02EA D3C8           OUT (C8),A;4+2+2 

02EC 3D             DEC A;1+1 

02ED F6F8           OR F8;2+2 

02EF 6F             LD L,A;1+1 

02F0 22CAFF         LD (LEDAD),HL;5+3 

02F3 F1             POP AF;3+1 

02F4 E1             POP HL;3+1 

02F5 FB             EI;2+1 

02F6 ED4D           RETI;7+2 

              ;TOTAL=75(7.5mycrosec) 

              ;  
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02F8 F3       NDLEDON:DI 

02F9 21E102         LD HL,INTDP 

02FC 22FEFE         LD (IR15),HL 

02FF DB37           IN A,(37),A 

0301 E67F           AND 7F 

0303 D337           OUT (37),A 

0305 3E01           LD A,01 

0307 32C6FF         LD (EIMK),A 

030A FB             EI 

030B C9             RET 

              ; 

030C DB37     NDLEDOFF:IN A,(37) 

030E F680           OR 80 

0310 D337           OUT (37),A 

0312 AF             XOR A 

0313 D3CC           OUT (CC),A 

0315 C9             RET 

              ; 

0316 3A42F4   NDSEGDP:LD A,(BP) 

0319 E60F           AND 0F 

031B 6F             LD L,A 

031C 2600           LD H,00 

031E 11F8FF         LD DE,LSEG1 

0321 19             ADD HL,DE 

0322 3A40F4         LD A,(AP) 

0325 77             LD (HL),A 

0326 C9             RET 

              ; 

0327 2140F4   NDADDSP:LD HL,AP 

032A 11ECFF         LD DE,DATAL 

032D 010400         LD BC,$0004 

0330 EDB0           LDIR 

0332 DD211220       LD IX,ADDSP 

0336 CD1B05         CALL BKCG6 

0339 C9             RET 

              ;       

033A DD211520 NDKEYIN:LD IX,KEYIN 

033E C34503         JP NDINPUT2 

              ; 

0341 DD211820 NDINPUT:LD IX,INPUT 

0345 CD1B05   NDINPUT2:CALL BKCG6 

0348 6F             LD L,A 

0349 2600           LD H,00 

034B 2240F4         LD (AP),HL 

034E C9             RET 

              ; 

034F 3A40F4   NDSOUND:LD A,(AP) 

0352 DD211B20       LD IX,SOUND 

0356 CD1B05         CALL BKCG6 

0359 C9             RET 
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              ; 

035A DD212A20 NDCHRPRT:LD IX,CHRPRT 

035E CD1B05         CALL BKCG6 

0361 C9             RET 

              ; 

AD           =F300  ADDSP        =2012  ADRSH        =FFEF   

ADRSL        =FFEE  ADSET        =0091  AP           =F440   

AREG         =FFEB  ATRNMK       =FFC4  BF           =F000   

BKCG6        =051B  BOOTENTRY    =0017  BOOT_BREAK   =0143   

BOOT_IN      =00CD  BOOT_OUT     =00BE  BOOT_RUN     =0194   

BOUT         =0114  BOUT2        =0116  BOUT3        =0122   

BOUT4        =012F  BP           =F442  BRKA         =FFF0   

BRKC         =FFF2  BRKCODE      =FFCE  BRSET        =02AF   

B_BRK2       =015A  CHRPRT       =202A  CMDRD        =003B   

CREG         =FFE8  DAS          =1400  DATAH        =FFED   

DATAL        =FFEC  DISP1        =FFF4  DISP3        =FFF6   

EIMK         =FFC6  EREG         =FFE6  FREG         =FFEA   

INPUT        =2018  INTDP        =02E1  IOREG        =FFD0   

IR13         =FEFA  IR15         =FEFE  IREG         =FFD3   

KEYIN        =2015  LDSH         =FFD4  LEDAD        =FFCA   

LOOP         =0029  LREG         =FFE4  LSEG1        =FFF8   

LSEG2        =FFF9  LSEG3        =FFFA  LSEG4        =FFFB   

LSEG5        =FFFC  LSEG7        =FFFE  LSEG8        =FFFF   

NDADDSP      =0327  NDCHRPRT     =035A  NDINPUT      =0341   

NDINPUT2     =0345  NDJMP        =0251  NDKEYIN      =033A   

NDLEDOFF     =030C  NDLEDON      =02F8  NDMON        =2000   

NDSEGDP      =0316  NDSOUND      =034F  PCL          =FFE0   

RAMST        =026C  RBH          =00D6  RBH1         =00E1   

RBL          =00F0  RBL2         =00FB  READ         =00A8   

READ2        =00B2  RET          =0197  RET2         =01C7   

RMODE        =FFCF  ROMST        =028F  RS7JA        =FFBB   

RS7JC        =FFBA  SEGDP        =200C  SOUND        =201B   

SPL          =FFE2  SPTOP        =FFBA  START2       =01C9   

S_MODE       =FFC9  S_RATE       =FFC8  S_STATUS     =FFC7   

TEST         =0070  TEST1        =007A  TEST2        =0084   

TRACE        =02B8  TRADRS       =FFCC  TRSET        =02C6   

TRSET2       =02DB  TRSW         =FFD1  USTOP        =F800   

Z6000        =6000  ZBENTRY      =1800  ZBMODE       =0236   

ZBMODE2      =023D  ZBOOT        =0227   
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